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後宮で、女の戦いはじめました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夢をみていた。

　夢の中にいて、夢だと理解していた。

（……だってこれは、『現い在ま』の私じゃない）

　小さな手──この手は私のものではない。

（爪つめが整えられていないし、肌の色が違う）

　ほとんど外に出ないせいで、美白に気を使っているわけでもないのに、透すき通とおるように白いのがアルティリエの肌の色だ。

（これは、麻ま耶やの手だ……）

　そして、目の前に広がるのは、今の己おのれが決して目にするはずがない景色。

（ここは、ダーディニアじゃない）

　王おう太たい子し妃ひ宮ぐうの庭でもなければ、王宮のどこかでもない。

　そして乗っているのも、贅ぜいを尽くし、座り心地に配はい慮りよした自分の馬車ではない。

（パパのおんぼろ軽トラだ……）

　硬かたいシート……それから、ほんの少し生なま臭ぐさい魚の匂においがする。

「まったく、これはまいったね」

　声がした。

　震ふるえるほど懐なつかしい声が。

　ためらいながら、運転席を見上げる────そこには、記き憶おくにあるままの父が、居た。

（……パパ……）

　ともすれば、フロントガラスが真っ白く見えそうなほど激しく降る雪……それはもう吹雪ふぶきと言っていいほどの勢いがあった。




（これ、たぶん、あの時だ……）
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　小学校の一年生か、二年生だったと思う。

　父と一いつ緒しよに隣となり町まちに配達に行ったことがあった。

　本州とは季節が違うと言われる北ほつ海かい道どうでも、遅い春の兆きざしが見られるようになっていた頃だった。まだ、完全に春だと言い切るには寒い日も多くて長なが袖そでは手放せなかったけど、さすがにぶ厚いダウンのコートはクリーニングに出していた。

　父が仕事で使っている軽トラックは、普ふ通つうの車より目線がちょっと高くなる。助手席によじのぼって、ふだんとは違う目線の風景を見るのが楽しかったから、幼い私はよく父の配達につきあっていた。

「パパ？」

「麻耶、見てごらん。雪で道が見えなくなっちゃってるよ」

　あまりにも激しい雪の勢いに、ほんの少しだけ恐きよう怖ふを感じた。

　でも、隣となりの父を見上げて、それで安心した。

（……パパがいるから、へいき）

　幼い私にとって、父は誰だれよりも強い存在だった。父がいれば怖こわいことなんて何もなかったのだ。

　真っ白な視界の中に、父はのろのろと歩くような速度にまでスピードを落として、注意深くハンドルを握にぎっていた。

「この先の自じ販はん機きのところで車を止めるから」

「はーい」

　何度も通る道だから、どこに何があるかはよくわかっている。

　それでもこんな天気になると、見慣れたはずの風景がまるで別世界のように見えた。

「まっ白だね。……もう、はるなのに」

「そうだね。こんなことなら、明日にすればよかったなぁ」

　護ご岸がん壁へき沿ぞいに自販機が二つ並んでいるだけのスペースで壁にぴったり車を寄せれば、助手席側は激しく叩たたきつけてくる雪から逃のがれられる。

　ゴウゴウと聞こえるのはたぶん波の音で、少しだけ心細くなって父のジャンパーの袖そでを摑つかんだ。父は大だい丈じよう夫ぶだというように私の頭を撫なでてくれた。

　このあたりは雪がそれほど多くない地域だ。かわりにすごく冷ひえ込こむのだが、こんな吹雪の日は年に何度もない。

　しかも、四月だ。北海道といえども四月にこんなに雪が降るというのはかなり珍めずらしい。

「くるま、雪がつもってうまっちゃわないかなぁ？」

「埋うまりそうになったら、パパが雪かきしてくるよ。スコップも積んでいるからね」

　ノーマルタイヤに戻してなくてよかった、という父の呟つぶやきの意味を、このときの私はよくわかっていなかった。

　ただ、とりあえず、まだうちに帰れないことだけはわかった。

「ちょっと待ってなさい」

　父が車の外に出る。ややして戻ってきた父の手には私の定番のココアと父の好きなミルクコーヒーの缶かんがあった。

「はい、麻耶」

「ありがとう、パパ」

　熱いココアの缶を手て袋ぶくろをしたままの手で受け取る。プルトップを開けてもらって、ふーふーと冷ましながら一口飲んだ。

　ココアの濃のう厚こうな甘あまさがほっと心を温めてくれる。

　そして、一安心したら、案ずるのはもう一人の家族のことだった。

「ママ、きっとしんぱいしてるね」

「そうだね」

　あの当時、携けい帯たい電話はまだ普ふ及きゆうしていなくて、一部の富ふ裕ゆう層そうが車に移動電話と呼ばれるものを備え付けてたりするくらい。ポケベルさえ、一いつ般ぱん的てきではなかった。もちろん、我わが家やのおんぼろトラックに移動電話などついているはずもない。

　だから、こんな風に突とつ然ぜん帰れない事態になっても、それを伝えることも、理由を説明することもできなかった。

（……そういうの、今とちょっと似てるかも）

　ダーディニアにおける主おもな通信手段は手紙だ。

　郵便配達網もうはかなり発達している。四よん公こうが治める公都にある政庁と王宮の政庁とは公用の定期便で結ばれているし、民間でも郵便馬車による配達網が整備されている。街かい道どうにおいては、郵便馬車は特別な便べん宜ぎをはかられているという。

　とはいえ民間の郵便は、公用便と違いスピードに重きをおいていない為、手紙が届くよりも先に自分が帰りつくということもあるらしい。

　貴族間では、正確さと速さのことを考えて、使者や使い番といった役目の使用人がいるが、場合によっては伝でん書しよ鳩ばとという手段をとることもあるという。

　そんな状態だから、物理的な距きよ離りがそのまま情報伝達のスピードとほぼ比例する。

　現代日本では携帯電話が普及したことで、どこにいても時間差なく連れん絡らくがとれるようになったけれど、ダーディニアではそんなことは夢のまた夢でしかない。

（確かに携帯電話があればなぁって思うことはある……）

　そうすれば、もっとこまめに連絡がとれて、一緒に過ごす時間も増えるのではないかと思うのだ。

（そうすればお夜食差し入れに行ったりとかできるし……もっとスキマ時間を活用できると思うんだよね）

　もちろん私のスキマ時間ではない。ダーディニアで一番忙いそがしい人のスキマ時間だ。

（でも、連絡をとりたい一番の理由はそれじゃない）

　ただ、声が聞きたい。

　ただ、話がしたい。

　今、こうして夢の中で父と話しているように。

　心を占しめるのは、王家の銀ぎん髪ぱつを持つ怜れい悧りな横顔────ナディル・エセルバート＝ディア＝ディール＝ヴェラ＝ダーディエという長い名を持つ人のこと。

（夢の中とはいえパパに会えて嬉うれしいのに、なんで殿でん下かのことを考えちゃうんだろう）

　麻耶が父を亡なくしたのは成人前だ。だからもっと恋しく思ってもいいし、夢の中だけどこうして共にいるのだからもっと甘えてしまえばいいのに、つい考えるのはあのどこかぶっきらぼうでポーカーフェイスの上手な夫のことなのだ。

（……そりゃあ、政略結婚だけど、でも、わりとうまくやっていると思うんだよね）

　十五歳も年の差があって、それこそ世代が違うのだけれど、でも、自分達はそこそこちゃんと夫ふう婦ふをしていると思う。

（そりゃあ、王宮の皆みなが望むようなことはまだまだだけど）

　でも、心はちゃんと夫婦だ。

（餌え付づけ作戦だって大成功だからね！　現在進行形で!!）

　年ねん齢れい差さを埋めるために私が選んだのは、夫の胃い袋ぶくろを摑むことで、それはちゃんと果たされている手応えがある。




「今日の夕食は何だろうね？」

　食くいしん坊ぼうの父が、吞のん気きな口調で問う。

「今日のよるごはん、まやのすきなシチューだよ」

「え？　今日、シチューなのかい？」

　父の表情がぱあっと明るくなった。

　今にして思えば、父は食いしん坊な人だった。美グ食ル家メというわけではないけれど『食べる』ことをとても楽しむ人だったのだ。

（私が、餌付け作戦しようと思ったのって、もしかしたらパパのせいかも……）

　まあ、間ま違ちがってはいなかったけれど。

（食生活って大事だし）

「そうだよ。とり肉のおだんごのシチュー！　まやもとり肉のおだんご作るの手伝ったんだよ」

「あー、なんだ、ホワイトシチューかぁ」

「ざんねんでした。パパの好きな茶色いシチューは、おきゅうりょう出たらねって、ママ、言ってた」

「……だよねぇ」

　父は母のつくるビーフシチューが大好きだった。

　去年の誕生日に圧あつ力りよく鍋なべを手に入れた母の作るそれは、国産じゃないお肉でもとろっとろで素す晴ばらしくおいしいのだ。

「おなか、すいたね、パパ」

「本当だね」

　残念なことに、車の中には食べ物がまったくなかった。

　父は母と違って甘いものをそれほど好む人ではなかったから、おやつを持ち歩く習慣がない。

「……あ、まや、クッキーもってる」

　出で掛がけに、食べ切れなかったおやつをティッシュにくるんでそのまま持ってきたのだ。

「はい。はんぶんずつ」

「いや、麻耶が全部食べなさい」

「だめ。はんぶんずつ！」

　二つに割った片方を差し出す私に、父は泣き笑いのような顔を向けてそれを受け取った。

　あの時のクッキーはとてもおいしかった。

　別に特別なものでも何でもない市し販はんのクッキーだったけれど、父と半分ずつ、それもおなかの減っているときに食べたことで忘れられない味になった。

（たぶん、この時の経験のせいで、私、いっつもカバンに何かいれておくようになったんだよね）

「パパはもうおなかいっぱいだよ。残りは全部、麻耶が食べなさい」

「えー、まだキャラメルあるよ」

「パパは大人だけど、麻耶は子供でこれからたくさん大きくならないといけないからね。……だから、麻耶が食べるんだ」

（半分くらい食べたって、たいした足しにもならなかっただろうに……）

　優やさしく父は笑った。

（……なんか、泣いてしまいそうだ……）

　懐かしくて、嬉しくて……どうしようもなく慕したわしかった。

「麻耶」

「……なあに？　パパ」

　父が何か言った。

　なのに、それがうまく聞き取れなくて聞き返す。

「……パパ？」

　真顔の父が、自分を見つめていた。

「しあわせにおなり」

（え……？）

　そんな言葉を父からかけられた記憶など、一度もなかった。

（……あ、でもこれ、夢だもんね……）

　父の手がそっと頭の上に置かれる。

　最初から夢とわかっている夢だった。

　なのに、堪こらえられなくて涙なみだがこぼれた。




（……私は幸せになるから大丈夫だよ、パパ）




　安心してほしいと思って、涙を流しながらも笑ってみせた。
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　まるでスイッチが切きり替かわるかのように意識がパチリと覚かく醒せいした。

　のろのろと起き上がる。

　王おう太たい子し妃ひ宮ぐうでは海の底だった寝しん台だいの天てん蓋がいの風景は、後宮に引ひっ越こしてきてから光の庭へと変わった。

　光の庭は、ダーディニアの建けん国こく王おうとその王おう妃ひとなった妖よう精せい王おうの姫君が出会った舞ぶ台たいだ。

　朝あさ露つゆに濡ぬれる淡あわい色調の花々が瑞みず々みずしく縫ぬい取とられた春の庭は、まばゆいばかりの金糸銀糸の光をうけてきらきらと輝かがやいている。

　しかもこれ、実は外側と内側で縫い取られている柄がらが違う。その精せい緻ちな刺し繡しゆうは、もはや芸術作品だ。

　ぎっしりと刺繡が施ほどこされたぶ厚い帳とばりはまったく光を通さないから、今が朝なのかそれともまだ夜なのかがまったくわからない。

　時計はあるけれど、寝台の中に持ち込めるほど小さくないのだ。

「あ……」

　頰ほおが濡れていた。

（夢……）

　最初からわかっていたのに、こうして現実に戻ってきても、何だかまだ夢の中にいる感覚から抜け切れない。

（久しぶりに、麻ま耶やの夢を見たな）

　二十一世紀の日本で菓子職人パテイシエとして働いていた和泉いずみ麻耶の三十三年の記き憶おくを持ちながらも、ダーディニアという国の王太子妃アルティリエとして過ごして一年と少しになる。

　麻耶としての記憶がよみがえったきっかけは、生命を狙ねらわれたせいだ。

　記憶が目覚めた当初は随ずい分ぶんと戸と惑まどったし、悩なやみもした。麻耶の記憶を持ちながら、アルティリエとして生きる決意をかためるまでもいろいろなことがあったけれど、今はもう迷うことはまったくない。

　麻耶の記憶を持つアルティリエとしての自分を疑うことがないからだ。

　かたや、二十一世紀の日本人。かたや、ダーディニアという異世界の王太子妃。

　共通点はまったくないのに、不思議なくらいどちらも自分だという認にん識しきがある。

（それでも、こんな風にあちらのことを夢に見ると心が揺ゆれる）

『私』であって『私』ではない『私』。

　違い和わ感かんはほとんどなくとも、決して同一になることはないだろう。

　たぶん、私はそれをずっと抱かかえて生きていくのだと思う。

（誰だれかに話して信じてもらえるようなことではないし……）

　私自身、時々、夢なのかもしれないと思うことがあるくらいだ。

　寝ね間ま着きの袖そででそっと涙をぬぐう。

　グラーシェ山や羊ぎの毛で織ったという肌はだ触ざわりの良い毛布の中からのろのろと抜ぬけ出だすと、毛足の長いふかふかの絨じゆう毯たんの感かん触しよくがつま先に柔やわらかく触ふれた。

（……まだ、誰も来ないけど、今って何時なんだろう……）

　いつも、目覚めるのは誰かが起こしに来る時だ。不思議なことに、起こされるほんの三十秒くらい前に目が覚める。

　時々は、控ひかえめなリリアの呼びかけで目覚めることがあるものの、だいたいの場合はその直前にぱっちりと意識が覚醒するから、今日のような例はとても珍めずらしかった。

（夢見が悪かったっていうか、良かったっていうか……何だろう……何か、変な感じがしてる）

　胸むな騒さわぎというのともちょっと違う。

　服ふく喪も期間が終わったせいで緊きん張ちようが解とけたのかな？　とも思ったけれど、よくわからなかった。

　ダーディニアでは、国王の逝せい去きよによる服喪期間は一年だ。これは三親等の親族と同じである。

　かつては、国王の服喪期間は一親等相当の三年だった。至し尊そんの地位にあった方の喪であればそれが当然かもしれないが、現在の政治情勢では三年もの間玉座が空であることは認め難がたい。

　よって、新たな国王の即そく位いという慶けい事じを理由に、国王の喪は一年に短縮することが暗あん黙もくのルールとなった。

　前の国王グラディス四世陛下の葬そう祭さい儀ぎ礼れいは、昨日の葬そう礼れいですべて終わっている。

　その間に、私は十三歳の誕生日を迎むかえた。

　十二歳と十三歳なんてたいして違いはないだろうと思っていたのだけれど、周囲の見方はまったく変わってしまった。

　一番大きな違いは、私が花か冠かんを迎えるにふさわしい乙女おとめとなったこと。

（……つまり、初しよ潮ちようがきたんだよね……）

　口にするのははばかられるけれど、今や王宮勤めの誰もが知っている。

　皆みなが知っていることを知ってから三日間、恥はずかしくてどうしようもなくて寝しん室しつにこもったから！

　なのに、やっと諦あきらめがついて寝室から出れば、皆に「おめでとうございます」と祝福の言葉をかけられるのだ。

　あやうく人形姫と呼ばれていた時に戻りそうになったから！

　顔の筋肉ひきつっていたから!!

（救いは、ナディルさまが苦く笑しようしていたことくらいか……）

　十五歳年上の夫であるナディル王太子殿下とはだいぶ打ち解けたと思う。

　夫であることはちゃんと認識している。それなりに好かれている自信だってあるし、自分の好意だってちゃんと自覚している。

　けれど、やっぱり私達の間には年ねん齢れいの差というものが立ちはだかるのだ。

（当たり前だけれど、『お渡わたり』というものは未いまだないわけだし）

『お渡り』──これは初夜のことを指す。

　でもこれ、少なくとも建国祭が終わるまでは絶対にないだろう。

　初潮を迎えたことで、周囲がどれほど期待しようともそれだけは自信を持って言える。

　なぜならば、建国祭の『乙女』をやる者は清らかな処女おとめであることを条件づけられているからだ。

（それにまだ、成人の儀ぎも済んでいないからね！）

　ナディル殿下は、成人していない子供に手を出さなければならないほど飢うえていないし、いい加減なことをする方ではない。いつだってとても紳しん士し的てきだ。

　それに、正直、今来られてもちょっと困る。

　何しろ、この身は十三歳の少女にすぎない。それも、あちらの世界で言うならばだいぶ未成熟な十三歳だ。

　この身で閨ねやに侍はべるというのはちょっとどころか、だいぶ問題があると思う。

（とはいっても、ナディルさまは私以外の妃をとることができないのが不自由なところだよね）

　はっきりと誰もがそう認識しているわけではない。

　でも、少なくとも四よん大だい公こう爵しやくの間ではそれが確定の事実だった。

　ダーディニアの国王は四人の王妃を娶めとることが公的に許されているのに、残念ながらナディル殿下は私以外の妃を迎えることができない。

（この国は、私が産む子供にしか玉座を許さない）

　すごく責任重大ではあるのだけれど、張本人である私はあまりピンと来ていなかった。

　たぶん、十年後にも子供が生まれていなかったら、追おい詰つめられて真っ青になると思うけれど。

（ナディルさまに限っていうならば、あと三年くらいは余よ裕ゆうで大だい丈じよう夫ぶだと思う）

　殿下は別に幼女趣しゆ味みではないし、周囲の圧力に押おし負まけるような方ではないので、たぶん双そう方ほうともに不本意な形で強制的にお床とこ入いりをさせられるようなことにはならないだろう。

　ただ私が後宮に移ったことで、周囲が浮うき立っているだけだ。

（その後宮も、当分は私だけの住居ということになるわけで……）

　こちらに移ったことで、私に仕える女官の数は桁けたが二つ増えた。

　片手で足りる人数だったのが、今や三桁の数の女官がいる。侍じ女じよも含ふくめればその倍にはなるだろう。

　後宮を滞とどこおりなく運営するためにはそれくらいの人数が必要で、殿下の即位を控えた今、いろいろな家が後宮に侍女や女官を送り込もうとしている。

（それも大半が側そく妃ひ候補として……）

　それを思うとため息をつきたくなる。

　側妃というのは、『妃』の位を与あたえられるというわけではなく、実際には公こう妾しようだ。

　そして、国王の子供を産もうともその子供には『王族デイア』の称しよう号ごうも与えられない。

　国王の庶しよ子しに与えられるのは、一代伯はく爵しやくの爵位とそれに伴ともなう年金のみ。

　それは、どれだけ側妃が寵ちよう愛あいされようとも決して変わらぬ不ふ文ぶん律りつだ。

（ただ、国王の庶子というのは、うまく立ち回ればそれなりの地位に就つけるのだ）

　まず、女児であれば、大貴族の正夫人になることができる。

　ダーディニアでは男女を問わない長子相続を家法としている貴族が多く、女性相続人が一定数いるから、婿むことしての需じゆ要ようもあるのだ。

（実際のところ、ナディルさまが私以外の妃を持てないことは明らかにできないから、最初は公妾でも子供を産めば妃に成り上がれるって考える人もいるんだよね）

　ナディル殿下付きの新しい侍女の中に、既すでに志願者が何人かいるのも知っている。

　そういう目的の人はすぐにわかるのだ。

　私が殿下といるときの視線が違うから。

（侍女としてはとっても無礼なんだよね）

　私の侍女ではなくとも、私は王太子妃だ。

　殊こと更さら子供扱いしたり、さりげない嫌いやがらせをするのはどうかと思う。

　どれほど幼くとも、ナディル殿下の即位と共に私は王妃となるのに、それがよくわかっていない人が多いらしい。

（一難去って、また一難というか……）

　これまで私は王太子妃宮で何重にも守られて生活してきた。

　ナディル殿下はもちろんだし、亡なくなられた国王陛下は私の最大の後うしろ盾だてだった。

　けれど、陛下が亡くなったことで私は後ろ盾を失なくしたと思われていて、そのあたりで御ぎよしやすいというか……ようは、舐なめられているのだ。

　────まだ、幼いから。

　────ぶっちゃけて言ってしまえば、殿下と肉体関係がないから。

（命を狙われる危険が薄うすれたと思ったら、次は女の戦いが待ってるとか、ほんと王宮って……）

　酷ひどいというか、何というか……こういう時、何て言えばいいのかよくわからない。

（正直、女の戦いには自信がないんだよね）

　元々、そっち方面には疎うとい。

　あちらの世界でもどちらかといえば受身だった。女子力を投げ捨てたとまでは言わないけれど、あんまりなかったと思う。

　今はそれなりに頑がん張ばっているつもり。

　この一年の間に重ねてきたいろんな記憶もあるし、二人で過ごしてきた時間だってある。

（胃い袋ぶくろがっつり摑んでる自信は結構あるからね！）

　朝のお茶が朝食兼けん用ようとなり、今ではほとんどの人がそれが朝食であると認識している。

　忙しい日常の中で朝のひと時を共に過ごすのはすでに私と殿下の決まりきったお約束で、王宮の人間の共通認識だ。

（本当だったら、これで充じゆう分ぶんなんだよ。……とりあえずのところは）

　あちらとこちらでは婚こん姻いんの制度自体が違っている。

　一夫一婦を守れなんて言ったら頭がおかしいと思われるし、私一人が独どく占せんできる人だとも思っていない。

　何よりも、私はまだ殿下のお相手ができるわけではないので、仕方がないと思うのだ。

（つまり、その女性が私の立場をちゃんとわきまえてくれるのなら、ナディルさまが女性をお側においてもいいと思う）

　むしろ、それが当然だと思う。

（ナディルさまは健康な成人男子なわけだし、それが許される立場なのだし……）

　元々、私が後宮に移るのは、即位式の後でということだったのを、自分が移るときに一いつ緒しよにと言い張ったのはナディル殿下だ。

　私を後宮に移さないのならば自分も王太子宮から動かないとまで言ったらしい。

　情熱的で素す敵てきです、と、新しく入った侍女のマーゴがうっとりとしていたが、実際のところ、王太子宮が空だと王太子妃宮の警備体制がかなり手て薄うすになるという現実的な理由が大半を占しめていた。

　王太子妃宮は念入りな警備体制がとられている宮ではあるけれど、王太子宮との行き来がなくなると完全に孤こ立りつしてしまう。

　孤立し、かつ、閉ざされている宮というのは、一度入り込まれてしまうと外の目がまったく届かなくなって逆に危険なのだ。

（かといって後宮が安全っていうわけでもない）

　国王陛下の死とともに、私の周囲に色濃く漂ただよっていた危険はだいぶ薄まった。

　でも決してそれが無くなったわけではない。依い然ぜん、私は狙われやすい立場だし、何よりも我わが身みを真っ先に守らなければならない。

　それでいながら、私はこれからの後宮生活においてきちんと後宮を治めなければならないという、難なん易い度どの高いハードルが用意されている。

（できれば、あからさまにナディルさま狙いの子が後宮に配置されませんように）

　頭では納なつ得とくしていても、目の前で見たら感情では許せなくなるかもしれない。ベッドの上でそんなことをあれやこれやと考えていたら少し肌はだ寒ざむくなって身体が震ふるえた。

（何か羽織ろうか……）

　それともがんばって一人で着き替がえてしまおうかと思ってぶ厚い帳を開こうと手をかけた瞬しゆん間かん、まだわずかに冷ややかさを帯びた早春の空気が大きく震えた。

（え？　……鐘かねの音……？）

　その音で時刻を聞き分けようとしたけれど、荘そう厳ごんな鐘の音は一つや二つではなかった。

（これって……）

　鼓こ膜まくが破れそうな大音量、というわけではない。だが、鐘の音は王都中に響ひびき渡わたっていることだろう。

　王都アル・グレアには全部で十二の鐘しよう楼ろうがあり、その音で王都の人間は時間を知る。日中は五小節分の決まったメロディを、日が落ちた後はその時刻をあらわす鐘を一つだけ鳴らすのが決まりだ。

　今、鳴っているのはメロディだ。

　でも……。

（五小節よりも長いし……これは刻ときを知らせる音じゃない……）

　重なり合う高い音、低い音……共鳴するその音色に目を閉じる。

　音の響ひびきの中に吸すい込まれそうになりながら、旋せん律りつを辿たどった。

　地方出身の職人は、この鐘の音を聞き分けることができるようになってやっと半人前、と王都でよく歌われる遊び歌にあるが、物心ついた時から王都育ちの私には、さほど難しいことではない。

（記憶がなくても、こういうのって覚えているんだよね……）

　それに私の音楽的教養のレベルは、自分で言うのも何だけどかなり高いほうなのだ。

（陛下のおかげだ……）

　そういう教養を私に施してくださったのは、亡くなられたグラディス四世陛下だ。

　陛下は、芸術方面にとても関心があり、こと音楽に関してはご自身でさまざまな楽器の演奏をなさるくらいお好きだったし、造ぞう詣けいも深かった。

　私の母が音楽をとても好んでいたために、幼い私にもいろいろと教えて下さり、今も折々に浮かび上がってくるいろいろな音楽にまつわる記憶がある。

（この曲は、『サグリザ』だ）

　サグリザというのは、ダーディニアで大切な式典などで演奏される特別な曲だ。

　いつ、誰によって作られたのかはわからない。

　元々は流る浪ろうの楽師の間で演奏されていたものを、未だ国家とならぬ時代のダーディエ家の当主が気に入り、事あるごとに自家の楽師に演奏させるようになり、やがて、式典などでも披露されるようになったと聞いた。

（鐘で演奏するの、初めて聞いた）

　王都中のすべての鐘楼の鐘を使っているのだとわかる。

　こちらの鐘はあちらでのお寺の鐘とはまた違っていて、複数の鐘を持ち、はじめから旋律を奏かなでるものとして設置されている。

　ちょうど、あちらでいうカリヨンとよく似た感じだ。

　けれど、こんな風に幾いくつもの鐘楼の音を重ね合わせて演奏できるものだなんて、初めて知った。

（重なって、響きあう……音……）

　高く、低く、響き合い、重なり合って溶とける。

（……何ていう音なんだろう……）

　空気が揺らぐ。

　奏でられる音色は深く厚みを持ち、響きあう旋律の中に意識を委ねると、どこか遠くへと運ばれてしまいそうな気がする。




「おはようございます。妃ひ殿でん下か。もうお目覚めでいらっしゃいますか？」




　控えめなリリアの声に、遠くへと飛んでゆきそうだった意識が連れ戻された。

「起きているわ」

　帳がさっと開かれる。差さし込こんできた光のまぶしさに目を細めた。

　リリアの視線が私の上を一いち巡じゆんする。

　どこか異変がないか、健康状態を窺うかがい、私の機き嫌げんもさりげなくチェックする。

「……ねえ、リリア。この鐘の音は何の知らせ？　ゆうべは何も聞かなかったけれど……」

　いつも通りの私の様子を確かく認にんしたリリアの合図で、アリスやミレディが洗顔などの用意を整え始める。

「これは、新しい御み世よが始まったという言こと祝ほぎの鐘ですわ」

「？？？？？　まだ、ナディルさまは即位されていないけれど？」

「はい。正しくは、お亡くなりになられた国王陛下の喪が明けたという知らせです。喪が明けたことにより、未だ即位されておらずとも、王太子殿下の御世がはじまったということになるので、言祝ぎの鐘とされています」

「慶けい事じのはじまりを告げる鐘なのね」

「はい」

「時間は決まっているの？」

「はい。当日の日の出、と定められています」

　なるほど。次の間の柱時計に目をやれば六時半になろうとしているところ。中ちゆう途と半はん端ぱな時間だから時計が狂くるったのかと思ったけれど、日の出にあわせられているのなら納得だった。




　荘厳な鐘の音は、朝の光の中で、新しいはじまりらしい明るさと希望に満ちた調べを王都中に響かせていた。
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　リリアに促うながされて、元の宮から持って来た鏡台の前に座すわる。

　運ばれてきた琺ほう瑯ろうびきの洗面ボウルにはちょうどよい温度のお湯がはられていて、そこにリリアが白いパウダーを振ふり入いれた。

　成分はよく知らないけれど、これは保ほ湿しつ効果があるのだ。水がわずかにとろみを帯びて、手に取るとしっとりと馴な染じむ。

　乳白色のぬるいお湯でぱちゃぱちゃと顔を洗った。汚よごれを洗い流すのと同時に保湿成分を馴染ませているイメージだ。

　ふわふわのタオルで水気をふき取ったらさらに化け粧しよう水すいを重ね、お肌はだがぷるぷるになったところをクリームで仕上げる。

　そこまで終わったら、次は着替えだ。

　王太子妃宮では寝室の隣となりが身み支じ度たくを整えるためのドレッシングルームであり、洗顔などもそこでしていたのだけれど、後宮に引っ越してきてからは寝室としているこの室内で洗顔も含めて身支度を整えるようになった。

（王太子妃宮は動線がちゃんと考えられていたんだけど、ここはなぁ……）

　私が使うために寝台が運び入れられて寝室として使っているものの、この部屋は元々は執務用の部屋で寝室として使うことを想定されていない。

　元の寝室よりも倍以上広いから、寝室以外の用よう途とで使っても全然かまわないけれど、何となく落ち着かない。

　でも、隣りん接せつしている部屋はドレッシングルームとするにはとても狭せまく……日常使うための衣い装しようやさまざまな小物類を収納した上で身支度を整える為に使えるほどのスペースがない、とリリアに判断された。今は完全にクローゼットルームとして使っている。

　個人的な疑問だけど、いったい着替えるためにどれだけの広さが必要だと考えているのだろうか？

　確かにこうして何人もの侍女達に身の回りの世話をしてもらいながら着替えるためにはそれなりの広さが必要だけど、リリアの想定は相当広いと思う。

（一人で着替えるのっていろいろな意味で難しいから仕方ないのかも……）

　十三歳になったその日から、ソフトなものとはいえコルセットを使うようになった。

　コルセットを身に着けるのは一人では難しい。コルセットなしでも着られる服がたくさんあるけれど、やはりコルセットをつけるとシルエットが綺き麗れいなのだ。

　その心をしっかり繫つなぎ止とめておかねばならない夫を持つ身であれば、少しでも綺麗に見せる為の努力を惜おしむことはできない。

　私にだって乙女心の持ち合わせというものはある。

（それにデザイン的な流行もあるし……）

　今は、胸部をレースで飾かざるデザインが流行している。

　そのせいで、ブラウスもワンピースタイプのガウンも背中でとめるボタンが主流だ。そうなるとどうしても手が届かない箇か所しよが出てくる。

　だいたい基本的にはこちらの衣装というのは誰かの助けを借りて着ることが前提でできているので、一人では綺麗に着るのが難しい形が多い。

（クリノリンとかなくて良かった）

　ソフトなタイプのコルセットはどうしようもないにせよ、私は絶対に拷ごう問もん器具みたいなコルセットは流行させたくないし、スカートをふくらませるためのクリノリンやそのほかの器具も流は行やらせたりはしない。

（たしか今のファッションリーダーはアリエノール姫なんだっけ？）
















　彼女がそういうものを思いつかないことを祈いのるばかりだ。

　でももし、そういうものが流行しそうになったら、全力で違うものを流行らせて阻そ止ししようと思う。

（そういえば、どんな方なのかな？　アリエノール姫）

　アリエノール姫は、ナディル殿下の妹君だ。話に聞く限りではとても勝気な性格をしているみたいだ。シオン猊下は、かなりこの姉君を苦手としているようだし、それはアル殿下も一緒だ。アル殿下の場合、自分の方が年長であるにもかかわらず、やや恐れているような感じすらある。

　そして、アル殿下やシオン猊げい下か同様に、おそらくアリエノール姫もブラコンの気があるだろう。

　仲良くできると良いな、と思う一方で、女同士特有の難しい事情もあるから、あまり過か剰じような期待はしないでおく。

（夫ふう婦ふ仲はとても良いって、殿下がおっしゃってたっけ）

　アリエノール姫の夫ふ君くんは、北ほつ公こう一族の直系嫡ちやく流りゆうでディハ伯爵という。

　ダーディニアでは、嫁とついでも、王女は王女であるという。私の母のエフィニアもずっと『殿下』の称号で呼ばれ続けたし、今はディハ伯はく爵しやく夫ふ人じんであるアリエノール姫もそう。

　ディハ伯爵というのはグラーシェス公爵家の嫡ちやく長ちよう子しに受うけ継つがれる爵位の一つだから、アリエノール王女はいずれ、グラーシェス公爵妃となられるのだ。

（そういえば、アリアーナ様は、グラーシェス公爵家縁ゆかりの方だった）

　アリエノール姫のことから連想して、つい先さき頃ごろ、この後宮を去ったお妃様方のことを思い出す。

　陛下がお亡くなりになられて、後宮は一新された。

　ユーリア第一王妃殿下、アルジェナ第二王妃殿下はともに王都の離り宮きゆうを与えられてひきうつり、側妃のお二人やお手のついた妾しよう妃ひ方もすべて爵位とそれに伴う年金とをいただき、後宮を去った。

　以後、亡くなられた陛下に操みさお立だてする限り、その称号と年金が彼女たちのこれからを保障する。

（ここまできれいさっぱり一新することってあんまりないらしいけど）

　ナディル殿下は、陛下のお手がついた方やその下に仕つかえた者は、誰一人後宮に残ることをお許しにならなかった。

　だいたいの場合、自分の生母である方にはそのまま王宮でお暮らしいただくのが一般的で、たぶん、ユーリア妃殿下が望まれたのならば、殿下はそれを拒こばまなかったと思う。けれど、ユーリア妃殿下はご自分から、離宮への移動を希望された。

　最後にお会いしたユーリア妃殿下は、後宮には思い出が多すぎる、とだけぽつりとおっしゃって離宮へと去った。

　ご生母すら残らないのに、他の女性が残れるはずがない。

　他国では、先代の後宮をそのまま次代の王が引ひき継つぐところもあるというが、ダーディニアではそれはありえない。イシュトラやシュイラムとは習慣が違うということなのだけれど、互いに決して相あい容いれない部分でもある。

（誰も残さないのは私の安全を守るためだとリリアは言ったけれど、ナディルさまは何もおっしゃらなかった）

　私を後宮に移すにあたって、かなり造作に手を入れているのだという。まだいろいろと改築が終わっていないため、仮住まいで不自由をかけると殿下には言われたが、大丈夫だと笑え顔がおでうなづいておいた。

（その改築とかが私のためではなく、ナディルさまがこれから後宮にいれる人達のために行っているという噂うわさもあるんだよね）

　後宮に来て思ったのは、この閉へい鎖さされた空間では本当にさまざまな噂が飛とび交かうのだなということ。

　あちらの世界での私は噂にあんまり興味がなかったのでとても疎うとかったし、スルーしていればそれで良かったのだけれど、こちらではそうはいかない。

（私は後宮をおさめなければいけないのだから）

　その噂もある程度、把は握あくしていなければならないのだ。

　もちろん、リリアやミレディ、アリスやジュリアがとても助けになってくれる。

　けれど、アリスとジュリアは即位式が終われば宮中を退出し、夏前には結婚することが決まっているし、リリアもいずれ私の女官長になることが決まってはいても、まだ年齢が若いので、今すぐ女官長になることはできない。

　リリアは少しだけ悔くやしそうに、ナディル殿下はおそらく年長の……誰もが決して文もん句くを言えないような人間を王妃の女官長として派は遣けんするだろうと言っていた。

（候補には、アル殿下の側近の方のお母様とかフィル＝リンのお母様の名が挙がってるんだっけ）

　あと十歳年がいっていれば、とつぶやいた言葉を私の耳はしっかりと聞き取ったけれど、あと十歳リリアが年上だったらきっと出会えなかったと思うし、リリアをこれほどまで信じるようになったかはわからない。私はこのままで充分だと思っている。

（うまくやっていける人ならばいいけれど）

　そう思う反面、殿下がおかしな人を送り込むはずがない、とも思った。

　ナディル殿下は、過去のあれやこれやを悔くいているせいでとても慎しん重ちようなのだ。

（新しい女官をいれるのにもすごく厳選しているみたいだし）

　本当はあと十人くらい増やさなければいけないらしいけれど、宮付きではなく、私個人付きとして新しく入ったのはまだマーゴ一人だけだ。

　マーゴは中央政庁に勤める法務官の孫まご娘むすめで、北方のすごく寒い地域に小さな領地があるという。先頃まで領地の村で暮らしていたのだけれど、彼女の行く末を案じた祖父がツテを辿ってマーゴを後宮に出しゆつ仕しさせたそうだ。

　両親をすでに亡くし、身内といえば法務官の祖父だけ。その祖父は自分が亡くなった後のことをすごく心配しているのだという。

（まあ、それは心配するよね）

　マーゴの祖父は法務官としてそれなりの地位にあるが、官かん僚りよう貴族の地位というのは一代限りだ。領地には特別な特産品もなく、元々北方の土地はそれほど豊かではない。そんな小さな土地を持参金にしたところで、良い結婚は整わないのだという。

　十五歳のマーゴは、リリアやミレディのように女官になることを目指していますと言った。私のところに勤めることが叶って運が良いと喜んでいる。

　リリアは、これからは行ぎよう儀ぎ見習いの侍女もそうだけれど、女官志望者が増えるだろうとも言っていた。

　王妃の女官というのは、男性でいう高級官かん僚りようなので、働くことを希望する女の子にとっては憧あこがれの的まとなのだという。

（後宮の侍女には、女官と行儀見習いの二種類の中に、ナディルさまのお手つきになることを狙うタイプと出世を目的としたキャリアウーマンタイプがいるって分類もあるわけか……両りよう極きよく端たんだなぁ……）

「妃殿下、どうですか？」

　ミレディが髪型を確認して欲ほしいと私に鏡を向ける。

　ナディル殿下の唯ゆい一いつの妃として初めて公の場に出るにあたり、成人女性のように結ゆい上あげることも検討されたのだけれど、結局、サイドを編んで垂らし、宝ほう飾しよくピンで飾ることにした。

　これまでよくしていたツインテールは幼く見えるということであまりしないようにしようということになっている。

「良いです」

「サイド、ひきつれていませんか？」

「大丈夫です。痛くないし、ピンもささっていません」

「良かったです」

　水すい晶しよう細ざい工くの花がきらめく飾りピンは値段を聞くのが怖こわいような素す晴ばらしい品だ。黄き水ずい晶しよう、紫むらさき水晶、緋ひ水晶、緑水晶、蒼あお水晶に銀水晶……さまざまな色合いの水晶で作られた小さな花が私の髪の上に散っている様子はとても豪ごう華かだ。

（まだティアラを使える年齢ではない私の苦肉の策なんだけど）

　成人前の少女が宝飾品を身に着けるのはあまり品の良いことではないとされている。今の私がほぼ唯一許されているのが髪飾りなのだ。

（あえて背せ伸のびはしない）

　皆はあえて私を成人として扱あつかおうとしているけれど、どうせあと三カ月もすれば花冠の儀だ。

　ここであえて無理をする必要はないと思う。

　ナディル様には私という妃がいるのだということを強く印象付けようとしてくれているのはわかるけれど、変に大人びた格好をするほうが子供であることがより強調されるものだと思う。

（それに、私も覚かく悟ごしているし）

　ダーディニアのこれまでの歴史をひもといてみても、妃を複数持つのが習いだ。

　これまで結果としてただ一人の妃を守った例は数えるほど。でも、王妃唯一人を守った愛妻家と言われるような王であっても妾めかけはしっかりいる。

　完全にただ一人の女性を守ったというのは初代の建国王くらいなもので、その建国王についての記録は散さん逸いつした部分も多いから定さだかではない。

（なるようにしか、ならない）

　私は私のできることをするだけで、この件については殿下のご意向が優先だと思っている。

（でも、ナディルさまに後宮にはどれくらい女性を入れるつもりなのかお聞きしたほうがいいのかしら？）

　私にだって心の準備というものがある。

（ナディルさまが即位なさる以上、私はいつまでも幼い王太子妃のままではいられない）

　皆が大人として扱おうとするだけではなく、私自身にもちゃんと自覚は芽生えている。

（だって、私はナディルさまの王妃になるのだから）

　後宮の女性の管理こそが王妃の最大の仕事だ。

　ユーリア妃殿下はそれをしっかりとなさっていた。王妃殿下が未だに苦手な私だけど、その点についてはすごく見習わせてもらいたいと思っている。

（ただ、守られるだけでいたくない）

　手助けをするという名目で政治に口を挟はさむ妃も過去には在あったというが、私はそういうことがしたいのではない。

（私には私のやるべきことがあって、その中でナディルさまのお役に立ちたい）

　ただ可か愛わいがられて守られるだけの……寵愛を受けるだけがすべての妃になるつもりはない。

（もちろん、寵愛を受けることは大事なことだけど）

「妃殿下、くるっとまわってくださいますか？」

「ええ」

　ガウンの丈たけがいつもより長めなのでシルエットを気にしていたリリアの言葉に従って、私はくるりと回ってみせる。

　靴くつも踵ヒールが少しあるものにした。ただし、細くはなく太めの低い踵なのでバランスをくずすことはそうそうないだろう。

　単純だけど、少しヒールがあるだけで大人びた気分になる。

「お似合いですわ」

「ありがとう」

　リリアの称賛に笑んでみせる。

　日中のガウンは、銀をベースにしたものに透すける白のレースを重ねたもの。

　動くたびにレースのスカートが下の銀のスカートを透かして、それはそれはエレガントな装よそおいなのだ。禁色のひとつである翡ひ翠すい青あおのアクセントが淡い印象を引き締めてくれる。

（白って花嫁衣裳みたいで、ちょっと心が浮き立つかも）

　ナディル様のお心を摑むことをおろそかにするつもりはない。

　好きな人に好きになってもらえることが、どんなに幸せなことか……それがどんなに特別なことなのか、知っている。

（でも、可愛いと思われているだけなのは嫌だ）

　可愛いと思われるのが嫌なわけじゃない。

　それだけだと思われるのが嫌なのだ。

　だから、私はもう幼さを理由に王太子妃の……そして、王妃の務めから逃にげるつもりはない。

（幼さゆえにできないことはいっぱいあると思うけど）

　本音を言えば、他の女性を後宮に入れるのはもちろん嫌だ。

　まだ十三歳の妃としてならば、泣いてわがままを言えば最初の何人かが入ることは阻止できそうだけれど、幼さを武器にするのは諸もろ刃はの剣つるぎだ。これはいずれ使えなくなる手で、そのせいで面めん倒どうくさい女だと思われて心しん証しようを悪くするのは得策ではないと思う。

（ただ普通に務めを果たすだけ）

　妃として、当たり前のことを当たり前にする。

　そこに年齢は関係ないと思ってもらわなければならない。

（当面の問題は、派遣されてくる女官長とどれだけうまくやれるかだな）

　今、後宮の女官達をとりまとめているのは、元王太子宮の女官長だ。

　リーズフェルド伯爵夫人というご年配の方で、この方はナディル殿下が即位なさるのを機にお暇いとまをいただくことになっている。

　後任の女官長については何人もの候補の方の名が挙がっていたけれど、先頃ようやく決定した。

　私にはあまりわからない政治的な事情でいろいろと難なん航こうしたらしい。

（そういえば、来月の建国祭の後にはちゃんと正式な室へやに移れるって言ってたっけ……）

　後宮のこの室に越こしてきて随分とたつが、未だにこの広さには慣れない。

　後宮は、王太子妃宮に比べて、一部屋一部屋がとても広い。

「本日昼ちゆう餐さん会かいでお召めしいただいたガウンは白を基調に、翡翠青と銀を使ったもので、これは妃殿下だけが身に着けることができるお品になります」

　今日、宮中ではいくつかの公式行事がある。

　だから、正式なガウンを着用予定。今日の為に作られた特別な品で、私はとても気に入っている。

「本日のご予定を申し上げます。……着替えの後、軽く朝食をお召めし上あがりいただき、葬そう祭さい殿でんでの儀式にご参加の後、昼餐会にご出席となります。この昼餐会にご参加なのは四大公爵家の当主夫妻。昼餐会のあとに王太子殿下と共に四公の謁えつ見けんにご臨りん席せきいただく予定です」

「謁見ですか？」

「はい」

「こちらへのご臨席は流動的です。夜会が控えておりますから、大事をとって欠席ということもあります」

「わかりました」

「そして夜が主おもだった貴族達の参加する正宮大広間での夜会になります」

「舞ぶ踏とう会かいになるのかしら？」

「はい。……妃殿下は、王太子殿下以外と踊おどる必要はございません。まだ、成人前ですから」

「成人前なのに参加はいいの？」

「はい。王太子殿下の要よう請せいでございますので」

「そう。わかりました」

　いきなり公式行事が目め白じろ押おしだ。

「さ、妃殿下、急ぎましょう」

　リリアが笑顔で私を促した。

「え？」

「いつもほどの時間はございませんが、王太子殿下が朝食をご一緒にされたいとお待ちですわ」

　ミレディが笑う。

「……やだ。たくさんお待たせしてしまったかしら？」

　昨日までの予定では、朝食は別々にということだったので、ちょっと慌あわてた。

　でも、嬉うれしい。

「急なことだから気にしないようにとおっしゃっておりました」

　立ち上がってそわそわしはじめた私を、皆はほほえましいという表情で見る。

　もうこの手の視線には慣れっこだけど、でもやっぱり少し恥ずかしかった。
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　薄うす闇やみの中、煌こう々こうと輝かがやく灯ともし火び。

　薄暗い聖堂の中、祭さい壇だんだけは常に輝かしいほどの光に満ちている。

（どんな小さな聖堂であろうとも、ここだけは変わらない……）

　それは、母女め神がみこそがこの地上に光をもたらしたとされているからだ。

　祭壇の前に跪ひざまずき、わずかに視線を上向ける。

　白しろ大だい理り石せきで作られた母女神の彫ちよう刻こくは、地上に遍あまねく光を降らせた聖書の冒ぼう頭とうを模もしている。

（……不思議なことだ）

　かつては、心から母女神に祈いのることなどないと思っていた。

　神などいないと思っていたからだ。

　だが、長年の懸け念ねん……己おのれが、聖職へと身を投じることとなった直接的な原因が払ふつ拭しよくされ、罪ざい悪あく感かんを抱いだくことなしに職務に励はげむことができる現在は、こんなにも穏おだやかな心で祭壇の前で膝ひざをつくことができる。

（……ずっと否定してきた……）

　胸の奥に祈りはあれど、頑かたくなに目を逸そらし続けてきた。

　それは、己おのが身の罪深さゆえに母女神と向き合うことをおそれる心の弱さのせいだった。

　王族としての責任を放ほう棄きし、自分を心から案ずる乳ち姉弟きようだいからも逃げ出した。

　己に信しん仰こう心しんなど欠片かけらもないと思っていた。

　けれど……。

（……神は、人の心にこそ在ある）

　そう思える現在、その有う無むを論ろんじることは愚おろかしいことのように思える。

　だから、今は不思議なくらい心穏やかに祈りを捧ささげることができた。

「……猊げい下か」

　控ひかえめに呼びかけられた声に祈りを中断する。

「シオン猊下」

　はっきりと自分の名を呼ばれて振り返った。

「エラン侍じ祭さい、どうしました？」

　習ならい性しようとなった穏やかな笑みを貼り付ける。

「……そろそろ王宮へ行くお時間です」

「ああ、ありがとうございます」

　四十を幾いくつか過ぎたくらいのエラン侍祭は、私の身の回りの世話をする一人だ。

　地方から出てきて、このギッティス大聖堂で誓せい願がんをたてた。

　元々は小さな商いをしており、妻子とともにささやかで穏やかな生活を営めるだけの糧かてを得ていたのだが、その妻子を流は行やり病やまいで亡なくしたのをきっかけに修しゆう道どうの道へと入ったのだと言う。

　聖堂にはそういうさまざまな事情を持つ者が多く、そのせいかより信仰の道へと傾けい倒とうしている者も多い。

「猊下、さきほどから、護衛の方がお待ちでございます」

「護衛なんていりませんよ。……ここは、エサルカルではなくダーディニアなのだから」

「いけません。何があるかわからないのですから」

「何かなどあるわけないじゃないですか。……仮に、万に一つあったとしても、他の者ならいざ知らず、私ですよ？」

　誓願をたて、修道者となっても、私が王子であった過去がなくなるわけではない。

「私にとってダーディニアの王宮はただの実家です。まして、今は兄上の治めるところ。心配する必要はありません」

「それはそうですが、決まりでございますから……」

　エラン侍祭は困ったような表情を見せる。

「……まあ、仕方ありません。侍祭に無茶を申し上げてもどうしようもありませんからね」

　ほっとした表情の侍祭の先導で祈りの間を抜けると、護衛を務めるがっちりとした司祭が二人ほど待ち構えていた。一見、普通の司祭に見えないこともないが、司祭服の中には驚くような武器を仕し込こんでいるだろう。

　司祭が武器を持つのかと驚かれるかもしれないが、祈りで物理的な刃やいばを避けることはできない。

　二人は一礼するとすぐに私の背を守る位置に立った。

（最近は、随ずい分ぶんと窮きゆう屈くつになった……）

　知らず知らずのうちにため息がこぼれる。

　それというのも、先年のエサルカルのクーデターが原因だった。

　三み月つき足らずでクーデターは失敗に終わったものの、その時にたまたまエサルカルの王宮を訪れていたラグナシア枢すう機き卿きようが人ひと質じちとなったために、正教では思うように活動できなかった。

　その轍てつを踏ふまないために、高位聖職者は護衛を付けることというお達たつしが出たのが半年前のこと。以降、こうしてどこへ行くにも護衛がついてくる。

（正直、うざいです）

　ガタイのいい男が視界を埋うめている光景は目にあまり優しくない。

（王子だったときでも、こんなに窮屈じゃなかったような……）

　末っ子ですでに兄が二人いたため、自由気ままにさせてもらっていた。

　それをいいことにだいぶ好き放題していた記き憶おくがある。

「……猊下、本日のお帰りは何時になりますか？」

　エラン侍祭に問われて、まだいたのかと少しだけ不思議に思う。

「それほど遅くなる予定はありません。……今日はサグリザの夜会もあれば、日中は四公出席の昼ちゆう餐さん会かいです。兄上ともそれほどお話しする時間はとれないでしょう」

　ああ……そうか、と彼が本当は何を聞きたいのかに思い当たる。

「私の分の食事は朝、昼、夜ともに孤こ児じ院いんに下さげ渡わたしてしまって構いません」

　聖堂はどこでもだいたい孤児院を兼かねている。

　このギッティス大聖堂では、孤児院と救きゆう貧ひん院いんを併へい設せつしており、どちらも経営は常に厳しい。

　一番に削けずられるのは食費で、孤児院の子供達はいつもおなかをすかせているという。

（私の食べる分などたいした量ではありませんが、三食分となればそこそこの人数の口には入るでしょう）

　毎食、テーブルいっぱいに料理を並べるのは、何も自分が食べるためだけではない。孤児院の子供達や、救貧院の皆みなに下げ渡すためである。

　今日のように最初からわかっていると、食事の下げ渡しではなく、それを作るはずだった食材の下げ渡しになる。

　たぶん、そのほうが喜ばれるだろう。

（……機会があれば、義あ姉ね上うえに相談してみようか……）

　ふと、料理に造ぞう詣けいが深い年下の義姉のことを思い出した。

　己の乳姉弟であるリリアが現在仕つかえている王おう太たい子し妃ひアルティリエは、穏やかで聡そう明めいな人ひと柄がらだ。孤児院や救貧院の苦く境きようについて話せばきっと寄付だけでなく、彼らを支える何かいい知ち恵えを出してくれるだろう。

（……一番の問題は、どうやってお会いするかだな）

　なかったことになっているものの、一年前、彼女が自身の宮を抜け出すのに手を貸したことになっているので、素す直なおに理由を申し出てもおそらく会うことはできないだろう。

（さて、どうするか……）

　さほど広くない馬車の車内で頭を捻ひねる。

　むさくるしい護衛と同乗していることも、すぐに気にならなくなった。
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「ごきげんよう、兄上」

「ああ」

　兄上はちらりとだけ顔を上げ、すぐに書類に目を落とす。私は、相変わらず書類がうずたかく積まれている机の前に立った。

「本宮への引ひっ越こし、おめでとうございます」

「……ああ」

　今の「ああ」は最初の「ああ」と違い生なま返へん事じだ。

　身内にはぞんざいな兄のこういう気安さに喜びを感じる。

　リリアには、ほんとお兄様が大好きでいらっしゃる、とからかわれるけれど仕方がない。

（兄上なくば、今の私はないのだから）

「妃ひ殿でん下かはお元気でいらっしゃいますか？」

　まずは真正面から聞いてみる。

「ああ」

（この「ああ」はしっかり聞いている返事だ）

　兄弟だからこそわかるほんのわずかな響ひびきの違い。

「今日から公式行事にデビューされると聞きました。……一度、大聖堂にもおいでいただきたいと思います」

「アレは、しばらく外には出さない」

　きっぱりと言い切られる。

「……おまえも、連れ出すような真ま似ねはするなよ」

　書類から顔を上げて、冷ややかな眼まな差ざしを向けてくる。

　あからさまな牽けん制せい……いや、太い釘くぎだ。

「……も、もちろんです」

　一応、一年前のあの夜の出来事は兄上には秘密、ということになっているのだけれど、この様子ではだいぶ細かいところまでバレているのだろう。

「で、今日の本題は何だ？」

「建国祭の儀ぎ式しきの式次第をお届けにあがりました。ついでに、打ち合わせをしたくて」

　懐ふところの隠しから出した書類を手渡す。

　兄上は書類に目を落としてパラパラとめくった。

「当日は最高枢機卿をはじめ、そのほかに五人の枢機卿、それから、十五人の大司教が参加します」

「……なぜ、そんな大人数に？」

　建国祭の儀式を執とり行おこなうのにそれほどの人数は必要ない。

「皆が出席したがるものですから、つい……」

「まあ、見み栄ばえはするから構わないが……父上の時にはほとんど見向きもしなかったのだがな」

　父上の時の戴たい冠かん式しきを思い出したのだろう、何度も首を傾かしげる。

「今回は、建国祭と戴冠式が一いつ緒しよですから……それに、久しぶりの正統な王妃殿下です」

　おかしな言い方だが、年を取った同どう僚りようが言った言い回しそのままである。

（言いたいことはわかる）

　先代の第一王おう妃ひだった私の母も、第二王妃も、どちらもエルゼヴェルトから来たわけではない。

　聖堂関係者は、エルゼヴェルトの姫だけが正統な王妃だと思っている者が多い。

「……そうだな」

　兄上は薄うすい笑みを口元に浮うかべる。

　どこか酷こく薄はくにも見えるのに、不思議と目を離せない顔だ。

「……エルゼヴェルトを妻にも母にも持たぬ王はいないのだそうですよ」

「そうだ」

　兄上は何をご存じなのかは知らないが、きっぱりと言い切ってうなづく。

「……私は、ルティアゆえに王となるのだ」

　そう口にした兄のその表情の思わぬ甘あまさに目を疑った。

　甘い甘い眼差し、そして誇ほこらしげな声こわ音ね。

　どこか恍こう惚こつとした響きすら感じられた。

「義姉上ゆえに、ですか？」

「ああ」

　兄上は、今まで私が見たことのないような表情で笑った。

　あまりのことに目を大きく見張る。

「私の妃は、あの子だけなのだよ、シオン」

　聞いたことがないほど優しい声音に、私はただただ立ち尽くすしかできなかった。










[image: ]




「おはようございます、ナディルさま。お待たせしてしまいました？」

「おはよう、ルティア。いや、さほどでもない」

　侍じ女じよが、さっと殿でん下かの目の前の書しよ類るい函ばこを下げる。

　少しでも時間ができれば仕事をするのがナディル殿下だ。

　基本は真面目で勤勉。まるで王おう太たい子しの鑑かがみのような方なのだ。

（……ちょっと社しや畜ちく入ってるかも）

　まあ、ナディル殿下は雇やとわれている立場ではなく雇っている立場なわけだけど……。

（でも、ナディルさまはたぶん公こう僕ぼくとしての意識が強いと思うのよね）

　王太子……そして、国王。

　それは、国民に奉ほう仕しされる存在ではなく、国、あるいは国家に奉仕する存在であるという認にん識しきがいささか強いように思う。

（フィル達の話を聞いてもそうだし、これまでのいろいろからすれば、あんまり手て抜ぬきをなさる方ではないのよね）

　殿下は、何でも平均点以上にできてしまう方だ。

　できるから、それを拒きよ否ひはしない。

　もちろん相手の力量を見み極きわめる目もお持ちなので、無理な仕事はふらない。自分で仕事を抱かかえ込こむ方ではないのだけれど、最終的に殿下がしなければいけないことというのはそれなりの量になる。

「……ルティア」

　殿下は立ち上がって椅い子すをひいてくれた。

「ありがとうございます、ナディルさま」

　できるだけ優ゆう雅がに見えるようにそっと浅く腰こし掛かける。

　でも、いつもはあらかじめ置いてあるはずのクッションがない。

（……だーれーだー）

　後宮にあるのは大人用の椅子ばかりだ。それも装そう飾しよくの関係でやや大きめに作られているものが多い。

　私にはだいぶ大きくて、背もたれによりかかれるくらい深く座すわると膝ひざが座面にのってしまうから、浅めにしか座れない。その隙すき間まを埋うめるために、私がいつも使う椅子にはクッションが用意されているのだけれど、それがどこかに片付けられてしまっている。

（偶ぐう然ぜんか、故こ意いか……これ、ちょっと気にしておくべきところだよね）

　こっそりと小さなため息を一つつく。

「ドナ・ヴィッセル、クッションを」

　目ざとい殿下が軽く眉まゆ根ねを寄せた。

（あ、これ、ちょっと不ふ愉ゆ快かいに思ってる表情だ）

　誰だれが何をしたのかわからないけれど、わざとにせよ、そうでなかったにせよ、それなりの注意を受けるだろう。

　私に対して殿下はとても過保護なのだ。

（もしわざとなのだとしたら、陛下という後うしろ盾だてがいなくなったから、と思ったのかもしれないけれど……）

　でも、ナディル殿下という我が国一番の夫兼けん保護者がいる私に対して、なぜこんなにもあからさまにケンカを売ろうと思えるのか理解に苦しむ。

「……まあ。申し訳ございません、妃ひ殿でん下か。気がきかない子ばかりで……」

「いいえ。大だい丈じよう夫ぶよ、アーニャ」

　アーニャ……元王太子付き女官長補ほ佐さだったアンナマリア・エルレーヌ＝ドナ＝アリスティア＝ヴィッセルは、即そく位い式しき後に、後宮女官長に就任することが内定している。

　後宮女官長は、後宮に住むすべての女官、侍女の長だ。いわば国王の女官長で、直接的には王おう妃ひの支配下にない。

　で、ありながら、後宮の最高位にあるのは王妃で、さらに王妃には王妃の女官長がいる。その為後宮女官長の人事というのはとても難しいものなのだと、ナディル殿下の執しつ政せい官かんであるフィル＝リンが教えてくれた。

　後宮女官長は、後宮とつく役職でありながら、正宮で働く女官（侍女含ふくむ）達の長でもある。

　正宮で働いてはいても、すべての女官の所属は後宮だからだ。その証しよう拠こに、すべての女官、侍女達の住居は後宮にある。

　王太子の女官長であるリーズフェルド伯はく爵しやく夫ふ人じんは、だいぶ前からお暇いとまを願い出ていたけれど、後任人事が決まらなかったことと、国王陛下の崩ほう御ぎよとが重なって今の今まで宮中に留まり続けていた。

　王太子付き女官長補佐は三人いるが、その中で最年少だったアーニャの抜ばつ擢てきは、私との仲の良さが理由だと殿下は言っていた。

　職務能力については三人とも甲こう乙おつつけ難がたいから、それ以外の部分で決めたらしい。

　後宮は私の住居だから、私に対して最大限に配はい慮りよできないような女官長では意味がなかろう、といつもの口調でさらりとおっしゃった。

　そう言ってくれる殿下のお気持ちがとても嬉うれしい。

　そして、次期女官長という多た忙ぼうな身でありながら、時間の許す限り、自身で私の用件を務めようとしてくれるアーニャの心こころ遣づかいが嬉しい。

　アーニャは、私の愛用のクッションをそっといつも通りに背に入れてくれる。

「ありがとう、アーニャ」

「とんでもございません。もったいないお言葉です」

　最近知ったことだけど、アーニャは、元々は母の……エフィニアの侍女だったことがあるのだそうだ。リリアが当時を知る人から聞いてきたのだけれど、たいそう仲の良いい主従だったという。

　アーニャの私に対する気配りや好意には、きっとそういう記き憶おくが影響を及ぼしているのだと思う。

（いつか、お母さんの話を聞けたらいいな……）

　ナディル殿下の思い出だけではない母を知りたいと思う。

（たぶん、ナディルさまの初はつ恋こいだったんだよね……どんな人だったんだろう）

　べ、別にこれは嫉しつ妬ととかじゃないんだからね。

　私が母ととてもよく似ている容姿をしていることは、皆みなの言葉からよくわかっている。

　でも、どういう人だったのかという話になると、それぞれ違うことを言う。個々で覚えている思い出やそれによる印象が違うのだ。

　だから私の中の母親像は一定しない。

　私が落ち着いてしばらくすると、朝食が運ばれてきた。

　朝食を作るのは私の料理人達なので心配することはない。

　基本は毎日時間が許す限り、私と一いつ緒しよに朝食を食べることにするとナディル殿下が決めた。

　もう、朝のお茶のお菓か子しという体てい裁さいをとらなくてもいいし、今日の朝はご一緒できるのかな、とか悩なやまなくてもいい。

　それだけでも後宮に来て良かったと思う。

（遠えん慮りよがいらないってことだもの）

　朝食のメニューは野菜が中心だ。

　ちょっと隙すきを見せるとすぐ野菜を避よける殿下に、野菜をたっぷりとってもらうメニューにしている。

　まずは、レタスとチェシャ菜を中心とした葉野菜のグリーンサラダに摩すり下ろしたタマネギと人にん参じんをたっぷり使った食べるドレッシングをかけて。これだけだと手をつけなかったりするので、蒸むし鶏どりを裂さいたものを混ぜ込こんである。

　それから、ふわふわのスクランブルエッグとぶ厚いハムのステーキ。

　パンはくるみたっぷりの胚はい芽がパンで、ザーデのバターも添そえている。

　何とも美しい黄き金ん色いろのコンソメスープには、人参や大根や芋いも類るいなどの小さめ角切り野菜がたっぷり入っている。

　そして、デザートとして温室育ちのビタミンたっぷりオレンジを添えた。

「このサラダ、お野菜もシャキシャキですし、ドレッシングもいい出来ですね」

「ああ、そうだな。……野菜はそれほど好まないが、鶏肉と一緒なら悪くない」

　ドレッシングは何度も試し行こう錯さく誤ごをして、やっとタマネギと人参の最適な分量を見つけ出した。これができるまで私の料理人達は毎食野菜サラダ尽づくしで、皆、とても健康的に瘦やせたという。

　口ではそれほど褒ほめなくとも、殿下が本当に悪くないと思っているのがわかる。

（だって、普ふ通つうに召めし上あがってらっしゃるもの）

　本当に嫌きらいなものだと、食べるスピードが速くなるのだ。できるだけ早く飲のみ込こもうとでもいうように。

「卵もふわっふわですね」

「ああ。火加減が上手になった」

　殿下のそのお言葉を聞いた給きゆう仕じの女官が小さく目を見張る。

　お褒めの言葉というのが、相当珍めずらしいのだろう。

　ふわっふわのスクランブルエッグはバターに塩コショウだけのシンプルな味付けなのだけど、卵の黄身がとても濃こいから、本当においしいのだ。

（この卵でプリンつくりたいなぁ）

　絶対にナディル殿下もお好きだと思う。

　カラメルをややほろ苦めにした大人味プリン……この卵と王宮牧場の牛乳だったら最高においしいはず！

「このハムはどこのハムだ？　随ずい分ぶんと味が良い」

「ミレディの実家である御ご料りよう牧ぼく場じように指示を出して、特別に作ってもらいました」

　分厚いハムは、表面にやや焦こげ目めをつけている。

　料理人達には、脂あぶらが焦こげすぎない程度に焦げ目をつけることを指示していた。脂の焦げた匂においはすごーく食欲をそそるから。

「特別に？」

「うす味の調味料に漬つけ込こんで、煙けむりで燻いぶしてもらってあるんです」

　ようは、それほど熟成していないソフトタイプの生ハムだと考えてもらうといいかもしれない。

「そうすると、ぎゅっと濃のう縮しゆくしたお肉の旨うまみを味わえるハムになるのですが、乾かん燥そうを進めて熟成させると長持ちもします」

　焼いて食べるのは味が濃くなってとても贅ぜい沢たくですね、と笑うと、殿下は首を傾かしげた。

「燻くん製せいにしたということか？」

「はい。……何かおかしいですか？」

「いや、そういうわけではない。ルティアはいつも新しん鮮せんさにこだわるから、燻製や瓶びん詰づめなどは好まないのかと思った」

「私、そういう意味での差別をする気はありませんわ。燻製も瓶詰めも缶かん詰づめも、どんな保存食だってステキな食材です。もちろん、見た目にもこだわりません。食材にあるのは、おいしいか、まずいかだけです」

　大事なことなので真面目な顔で告げる。

　あ、でも、携けい帯たい糧りよう食しよくは別ですから！

「ナディルさま、おいしい！　は、正義なのですわ」

　そう。おいしければ、その形状も見た目も問わない。

　味が良ければ、たいがいのことは許されるものなのだ。

「おいしいは、正義か……」

「はい。……私、内臓とかはそれほど好みません。でも、おいしくつくったレバーパテは最高だと思いますし、臓物の入っていない『ギュルスク』なんて、『ギュルスク』ではありませんでしょう？」

「……そうだな」

『ギュルスク』というのは、ダーディニアの名物料理の一つだ。元々は、東部と北部の境目あたりの地域で食べられていた壺つぼ煮に込こみシチューで、何代か前の国王陛下の大好物だったことから王都で爆ばく発はつ的てきに流行し、名物料理となった。

　タマネギや生姜しようがをたっぷりといれ、モツやスジなどをぐつぐつ煮込んでドロドロになっているブラウンシチューなのだけれど、熱々を食べるととってもおいしい。

　私はこれを殿下がお忍しのびで連れ出してくれたユトリア地区の屋台で食べた。

「魚ぎよ介かいは基本、新鮮なものが良いですけれど、お肉は熟成が大事です。チーズだって新鮮なほうがおいしいものもあれば、熟成させたほうがおいしいものもあります。おいしい！　というのは一つの側面からだけでははかれないのです」

「ルティアは賢かしこいな」

「……ナディルさま、からかっていらっしゃいます？」

「いいや。本音だよ。……君と話をするといつも驚おどろかされる」

　私は殿下の言っている意味がよくわからなくて首を傾げた。バカにされているというわけではないけれど、賢いと思われるような話をしているとも思えない。

「ルティアのところの料理人は、何を作ってもうまいな。このパンも格別だ」

「皆、勉強熱心なのです」

　私の料理人は、前の王おう太たい子し妃ひ宮ぐうで下働きだったキリルとネイに加え、アル殿下のところから帰ってきたサージェと新しく雇やとい入いれた二人、それから、エルゼヴェルトから来たお菓か子し職人のエルダを加えた六人でチームを組んでいる。

「このスープもとても味わい深い」

「干した野菜の皮などを利用したブイヨンで作りました」

「ぶいよん？」

「旨みが凝ぎよう縮しゆくした煮に汁じるです」

「……君といると口が驕おごってしまうな」

「ナディルさまは、驕るくらいでちょうどいいです。携帯糧食ばかりではどうかと思いますから」

　一緒に食事をとらない昼や夜などは、未いまだに携帯糧食を召し上がっていると聞く。

　いずれ、そちらも私のほうで何とかしたいところだけど、無理に押おし付つけるつもりはない。

（朝食やお茶ちや菓が子しのおいしさをもっともっと知ってもらおう）

　それで、昼や夜は物足りないと思ってもらうのだ。

（ナディルさまご自身に望んでもらうのでなければ、長続きはしないもの）

　お菓子と軽食の差し入れはこれまで通り積極的にするつもり。

（次の目標は昼食だから！）

　ここは焦らず一歩ずつ着実に進んでゆくべきだろう。

「今日の昼ちゆう餐さん会かいでは四公を紹しよう介かいしよう。そなたが事故で記憶がないことは皆承知しているから、特に気にせずともよい」

「はい。何か特別にお話ししなければいけないことなどはございますか？」

「いや。特にない」

　四公のうち、会った事があるのは父である東とう公こうくらいだ。

　何だかんだで残る三人とは直接の面識がない。

「他に気をつけることは？」

「四公が君に敵意をもつことはないし、彼らの君への忠誠を疑う必要はないだろう。ただいろいろと干渉してくるかもしれないから、その点だけ気をつけなさい」

「干渉する、ですか？」

「……彼らにとって君は特別だ、ということだ」

（それは私が唯ゆい一いつのエルゼヴェルトだからだ）

「鬱うつ陶とうしければ無視して構わない。君は、それが許される身だから」

「……わかりました」

　そううなづきはしたものの、実際にはよくわかっていなかったと思う。

　根が楽観的な私は、あっさりと殿下とご一緒なのだから問題ないと判断した。

（ナディルさまがいるなら、大丈夫）

　自分でも不思議なくらい、絶対的な信しん頼らいを寄せている。

「そのうち、君を研究室に連れて行きたい」

　ふと思い出したように殿下が言った。

「研究室ですか？」

「ああ。地下の……王宮を研究している施し設せつだ」

「はい。ぜひ！」

　殿下の一番私的な領りよう域いきへのご招待だ。私の顔は思いっきり笑えみ崩くずれた。

　そしてうきうきした気分のままフォークにさしたオレンジを差し出す。

「ナディルさま、オレンジも召し上がって下さい。瑞みず々みずしくておいしいですよ」

　少し甘あまさよりも酸すっぱさが勝まさるけれど、この時期に食べられる新鮮な果物は貴重だ。

（ほとんど毎日オレンジばかりだけど）

　冬摘づみのベリーもあるけれど、生食で食べるにはちょっと酸っぱすぎる。

「……ああ」

　殿下はためらいながらもそれを口に入れてくれたので、私はさらにうれしくなってしまった。

（今日は無理だろうけれど、近いうちにケーキでも焼こうかな）

　私の専属菓子職人のエルダにレシピを教えて焼いてもらってもいい。

（オレンジケーキか……ううん、冬摘みのベリーでタルトを焼いてもいい）

　湯気のたちのぼるロブ茶が出されると、そろそろ朝食を終わりにしてくださいの合図だ。

　名残なごり惜おしいけれど、立ち上がらなければいけない。

「ごちそうさまでした」

　ナプキンを置いて、手をあわせてから立ち上がる。

「……ルティア」

　同じように立ち上がった殿下がこちらに歩み寄ってきた。

「はい？」

　殿下は私のガウンの袖そで口ぐちのボタンのカフリンクスを外し、代わりにご自身が愛用している紫むらさき水ずい晶しようのカフリンクスを付ける。

「アクセサリーは渡わたせないが、カフリンクスならば問題ないだろう」

「？？？？？」

「お守りだ」

　何のお守りだろう？　と思ったけれど、殿下が何となく満足そうだったので問うことをやめた。

（あ……）

　己の上に影かげが落ちたと思ったら、そっと殿下の髪が頰ほおを撫なで、額に口付けを一つ落とされた。
















　ほんの一いつ瞬しゆん、額に唇くちびるが触ふれる。

　それだけで、鼓こ動どうが大きく高鳴った。

（……もう！）

　挨あい拶さつだってわかってる。特別な意味なんてないってわかってる。

　でも、ドキッとするし、自分の体温が少し上がったような気がする。

「では、また後ほど」

「はい」

　何か言いたいことがある気がするのに、言葉にはならない。うまく言えないのがすごくもどかしい。

（……何だか最近、スキンシップが増えたような気がするんだよね）

　そんなことを話せばまた生ぬるい笑みを見せられることはわかっていたけれど、あとでリリアに聞いてみようと思った。
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「妃殿下、そのカフリンクスはどうなさったのですか？」

　さすがにリリアは目ざとい。

　わたしが部屋に戻ってくるなりすぐにそれに気付いた。

　自分の持ち物を誰かに渡すのには意味がある。

　特に身近に持つものであればあるほど、その持ち主との親密さを示すと言われている。

（カフリンクスというのはかなりの親密度よね）

　中には特別な意味のある品がある。

　女性の持ち物であれば最も特別なのは手ハン巾カチだろう。手巾は『心』を意味する。それを渡すというのは、私の心はあなたのものですという意味になるのだ。

　男性の持ち物であれば自家の紋もんが入った愛用の品、武人であれば剣けんや短たん剣けんなどの武具類は、殊こと更さらその意味が重んじられるものだ。

　でも、カフリンクスや指輪やネックレスなどの装身具というのは、親密さを示すという意味はあるものの、手巾のような特別な意味はなかったはずだ。

（強しいて言えば、虫むし除よけかしら？　……ううん、虫除けの必要はないわよね。別に私に虫がついたわけではないのだし）

　ナディル殿下には虫が山ほどついていると思うけれど、私にはそんなものはいないだろう。もしいるとしたら、それは私の身分やら付ふ随ずいする地位やら財産やらが目当てであって、私自身についているわけではない。

（むしろ、ナディルさまに虫除けが必要なんじゃないかしら）

　ここは乙女おとめの切り札である手巾を使うべきか！　と思ったけれど、そうじゃないんだよね、と思い直す。

　手巾は、あくまでも心なのだ。虫除けアイテムとしてひけらかすものではない。

（中には、もらった手巾を剣の柄つかに結んで己の勲くん章しようとする男の人もいるって聞いたけど……）

　ナディル様はそういう方ではない。

（それに、親密さをあらわすために何かをお渡しするというのも今いま更さらな気がするし）

　どれほど年ねん齢れい的てきに不ふ釣つり合あいであろうとも、私達は夫ふう婦ふだ。

　親密さを改めて示す必要があると思えないし、そもそも、私には殿下以外の選せん択たく肢しなど最初から存在しない。

「ナディルさまがお守りに、ってつけてくれたの。……紫水晶だと何のお守りになるのかしら？」

　こんなことまでこだわるのか！　って思うくらい、こちらでは身に着けるものの一つ一つに意味がある。

　マントや手て袋ぶくろの『長さ』なんかも身分で決まっていたりするし、ドレスのスカート丈たけもおおまかな年齢で決められていて、それぞれに意味がある。

　幼児は膝丈、少女は膝から床ゆかの半分くらいの丈、花か冠かんを終えたばかり……夜会デビューする前後あたりはふくらはぎが隠れるくらいで、それ以降は踝くるぶしが隠れる長さだ。

　みだりに脚あしを見せるのははしたないので、こちらにはミニスカートというものが存在しない。

　それから、『色』にも意味がある。

　禁きん色じきというその人以外に使ってはならない色があることからわかるとおり、色の意味は重要だ。

　それと同じように『宝石』にもいろいろな意味があるのだ。

「別にそういう意味ではないと思いますよ」

　リリアに促うながされて、鏡台の前に座る。

「では、どういう意味なの？」

　今日は本格的に王太子妃としての公務にデビューする日なので、スケジュールがきっちりと決められている。

　だから、朝から皆、とても忙せわしない。

　私一人がのんびりしているのは申し訳ないかもしれないけれど、私まで忙しなくすると皆が焦あせってしまいそうなので私はあえてのんびりとする。

「……そのカフリンクスは、王太子殿下のご愛用の品ですわ」

「ええ」

　私も、殿下が何度もこれを使っていらっしゃるところを見たことがある。というか、よほど色が合わないということでなければ、いつもこのカフリンクスを使っているはずだ。

「ご愛用の品というのはその持ち主を象しよう徴ちようすると考えます。……つまり、妃殿下に自分の愛用の品を身に着けさせるくらいお心を傾かたむけていらっしゃる、という王太子殿下の主張でございましょう」

「誰に対しての主張なのかしら？　……もしかして、陛下が亡なくなられて、私の立場が揺ゆらいだと考えている人達に対してなのかしら？」

　唇にのせていた淡あわいベージュピンクを薄うす布ぬので拭ぬぐいとる。

　こちらにはティッシュペーパーというものが存在しない。代わりに使われているのが薄いガーゼのような布だ。

　これはたぶんどこかで再利用しているのかもしれないけれど、私は使い捨てている。

「もちろんそれもあるでしょう。でも、それ以上に根本的なものだと思いますわ」

「根本的？」

「はい」

　リリアは自信たっぷりにうなづく。

「よく、わからないわ」

　首を傾げたら、動かないでください、とミレディに注意された。

　着替える時間はないけれど、髪かみ型がたを変えるのだ。

　それから、手袋と扇せん子すも白から水色のものへと交こう換かんされる。

　この水色はエルゼヴェルトの色だ。

「重ねて申し上げますけれど、そのカフリンクスは王宮に出入りする貴族ならば、王太子殿下の持ち物だと知らぬ者はないお品です。……今日の昼餐会に参加される方々ならば間ま違ちがいなく殿下の意図を理解するでしょう」

「意図？」

「……私はこれを、王太子殿下が、妃殿下を自分と思えとおっしゃっていると受け取りましたわ。各おの々おの、解かい釈しやくはいろいろありましょうが、何よりのお守りだと思います」

　王太子殿下の御み心こころが誰のものであるのか一目でわかりますもの、とリリアは嬉しげな笑みを浮かべる。

　鏡の中ではどんどんメイク直しが進んでゆく。

　ホットタオルで顔を拭われたあと、再び、化け粧しよう水すいとオイルで肌はだを整える。

　おしろいはしない。おしろいなど使わなくても、肌はつるつるでしっとりなのだ。

（マスカラとかつけまつげはないけれど、アイライナーとかアイシャドウはもうあるんだよね）

　化粧品は実に多た彩さいだ。見ているだけで心が浮き立つようなかわいい入れ物に入っていて、鏡台の上はまるで色しき彩さいのパレットだ。

「そこまで大げさな意味かしら？」

「……妃殿下、ほぼ毎日使うようなご愛用のお品ですよ？　それを、妃殿下にお渡しになったのですよ」

「あのねリリア、ナディルさまって意外に面めん倒どうくさがりやなところがあるの。だから、ご身分にふさわしいものであればそれほど身に着けるものにこだわらないわ。ほぼ毎日使ってらっしゃるのも、選ぶのが面倒くさいからだと思うわ」

　紫水晶というのは、ナディル様の禁色とも相あい性しようが良い。

　デザインもシンプルだし、お気に入りには違いないだろう。

　でも、果たしてリリアが思っているほど深い意味があるかどうか……。

（ううん。ナディルさまがそう思っているという事実ではなく、これを見た者がどう捉とらえるか、なんだわ）

　リリアのように考えるよう思考を誘ゆう導どうするのが、ナディル様の目的なのかもしれない。

　そして、それは間違いなく私のためなのだ。

「そんな風に王太子殿下のことを評すのは妃殿下だけだと思います」

「……そうね、私もそう思うわ」

　ほんの少しの誇ほこらしさとともにそう思う。

　己が踏ふみ込こめる範はん囲いが他の人間よりも広く、近いこと。

　そして、わずかなりとも心を許されていること。

　それが、今の私のアドバンテージだ。

（そんなの、年齢差で全部パァになっちゃうくらいささやかなものだけど）

　本当は一番のアドバンテージは、正式な唯一の妻であるということなのだけれど、これはわりと諸もろ刃はの剣つるぎなので振ふりかざすような真ま似ねはしない。

「ねえ、リリア」

「はい」

　私はごくごく薄くしかメイクをしない。年齢的なこともあるし、本当はメイクなどしなくても充じゆう分ぶんなのだ。

　目元は何もしていなかったのを、アイラインをいれて、うすく色を重ねる。

「……正直に言ってね」

「はい」

「……ナディルさまの身の回りに、側妃志願の方がいるのかしら？」

　だいぶ遠まわしな聞き方だけれど、これが私が問うても許されるぎりぎりの線だと思う。

（私は王太子妃だから）

　王太子妃としての品位を保たねばならない。

　でも、やっぱり気になることは気になる。

　側妃志願者の存在を何となく感じてはいても、はっきりと知っているわけではない。

　この際、ちゃんと知っておいたほうがいいかもしれない。

（クッションの一件もあるし……）

「……王太子殿下の引ひっ越こしにあわせて、正宮付きとしてあがった者の中に何名かそういう目的の者がいるということは把は握あくしています」

「そう」

「排はい除じよなさいますか？」

　リリアが真顔で問う。

　ここで私がうなづいたら、どういう手段をとるかはわからないけれど、たぶんリリアは何とかしてくれるのだ。

　だけど、それが不ふ穏おんな手段だったらちょっと困る。

　リリアに側にいてもらうのはそんなことのためではないのだ。

「ううん。何もしなくていいわ」

（……キリがないし）

　ここで、今回送り込まれている人員を排除してもまた新しい人が来るだけだ。

（それくらいなら、把は握あくできる今のままがいい……）

　誰がどういう人間なのか線引きがはっきりできているほうが、対処のしようがある。

「でも、妃殿下……」

「ナディルさまのお相手がそういうあからさまな者の中から選ばれないことを祈いのるけれど、お好みはわからないでしょう？」

「……まったくお好みではないと思いますよ。たぶん」

「なら、余計にそのままでいいわ。とりあえず、誰と誰がそうなのかを教えてほしいの」

「……わかりました」

　悩むようなリリアの表情に、付け加えた。

「リリア、こういうことはこれから増えると思うの。それをいちいち全部排除することはできないわ。……私は、ただそういう人がいるということを知っておきたいだけなの。知っていれば、もしもの時に対処ができるでしょう」

「もしもってどういう時ですか？」

「……たとえば、ナディルさまがいきなり誰かを側妃としたい、と言ってきたら、私、間違いなく動どう揺ようするし、もしかしたら、泣き喚わめいたりするかもしれないわ」

「妃殿下が泣き喚くところなど、想像がつきませんけど」

「イヤだわ。私だって泣き喚くことくらいあるのよ。……だからね、ナディルさまのお気に召す女性ができたとき、隠したりしないで教えてね。……私、心の準備をするから」

「心の準備でございますか？」

「ええ」

　マーゴに花が咲さいたような美しいカラーパレットを広げて見せられて、口紅は淡いローズピンクを選んだ。

　この年齢でメイクをするのってどうなんだろうと思うけれど、女にとって装よそおうことは必ひつ須すの戦せん闘とう準備みたいなものだ。

（自信ないけど、そのときは女の戦い、がんばるから！）

　このとき私は、リリアに思いっきり誤解されていることに気付いていなかった。

　リリアは、私がナディル様の妃としてナディル様の選んだ女性を受け入れる覚かく悟ごをしたのだと思っていたようだけれど、私はまったく逆のことを考えていた。

（苦手でも必要なことだから）

　正面から受けて立つ気まんまんだった。

　仕方がない。

　私はまだ十三歳の少女で、夜のそういう務めを果たすことが出来ない。

　代わりの方が必要だといわれれば、それを認めるしかないのだ。

（まあ、さすがに十三歳の妃に愛人認めろとは言わないだろうから、もうちょっと配慮はあるかもだけど）

　でも私は、ただの十三歳の少女ではない。三十三年間生きた記憶を持つのだ。その記憶が、私に泣なき寝ね入いりを許さない。

（戦うまえに逃にげ出だすなんてありえないから）

　ナディル殿下の妃として後宮を統とう率そつするということは、女性問題から目をそらすことも放置することもできないということだ。

　せめてあと五歳年をとっていたかった、とは思うものの、ないものねだりはしても仕方がない。

（今の私が、何とかするしかないんだから）

　心の中で、そう自分に言い聞かせた。

　ふと気付くと、なにやら侍女達が心得顔でうなづいている。

「妃殿下の健気けなげな御心に、きっと王太子殿下も感じ入ることでしょう」

「がんばってくださいませ」

（あれ？　これ、誤解されてる？）

　どういうわけか、私が気付いたときには既すでに皆の間で、私はとても健気に耐たえる決意を固めたという認識になっていた。

　そして、残念なことにその誤解を解く術すべがない。

（まあ、問題もなさそうだし、そのままでもいいよね）

　ちょっとずるいことを言うのならば、そのほうが都合が良かったということもある。

「そういえば、リリア。たぶん、あと三十分もしたらナディルさまがお迎むかえに来てくださるから」

　予定では控ひかえの間まで待ち合わせだったのだけれど、さっきの朝食のときに、ナディル殿下がご自身で迎むかえに来てくださると言っていたのだ。

「……わざわざこちらに？」

「ええ」

　リリアは、殿下は意外に独どく占せん欲よくがおありなのかもしれません、と小さく呟つぶやいて、いつもの生なま温ぬるい笑みを見せた。

　相変わらず意味がわからない、と思いつつ、私は鏡に微笑ほほえんだ。

（よし）

　ぎゅっと扇子を握にぎりしめる。

　何となく、はじめての戦場に向かう見習い騎き士しの気持ちがわかるような気がした。
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「では、行こうか」

　約束したとおり、殿下はわざわざ私の部屋までお迎えに来てくださった。

「はい」

　そのことが嬉しくて、「ありがとうございます」と付け加えると、殿下は何で礼を言われたのかよくわからない、という表情をした。

「お迎えに来てくださって嬉しかったのです」

「……公務の一いつ環かんだ」

「でも、嬉しいです」

　心の底からの笑みを、何のてらいもなく向けることができるのが嬉しい。

（妻ですから、こういう時、遠慮しなくてもいいのです）

　好意を告げるのにためらう必要がない。

　だから、思う存分伝えたい。

（言葉では、伝えきれないのが残念です）

　ここで無む邪じや気きに抱だきついたりできればいいのだけれど、それをするには三十三年分積み重ねた理性が邪じや魔まをする。

（恥はずかしくて、そんなことできないですから！）

「君は、こんな些さ細さいなことを喜びすぎだ」

　殿下は不ふ機き嫌げんそうにも見える表情でため息を一つついた。

　でも、私はちゃんと気付いていた。

　どこか困こん惑わくしたような様子でありながら、殿下の口元には小さな笑みが浮かんでいる。

「ナディルさまのお気持ちは、どんな些細なものであっても嬉しいものですから」

　好意に好意を返されること。それがとても嬉しい。

　それにちゃんと理解もしている。

（あえてお迎えにきてくれたのは、私の為だ）

「君は大げさすぎる」

「そうでしょうか？」

「ああ」

　ナディル様がエスコートのために私に向かってのばした手に、そっと己の手を重ねる。

　絹の手袋ごしに触れた手に大きな安心感を覚えた。

　ここで手をつなぐことが嬉しいと口にすることはぐっと堪こらえる。少しはしゃぎすぎだ。

（大げさなのはナディルさまのほうだと思うけど……）

　これから積極的に公務に参加してゆく私の安全のために、殿下は余計な障害を一つ一つ丁てい寧ねいにとりのぞいていくことに決めたようだった。

　椅子の件も、たかがクッション一つのことなのにきちんと原因を究明することをアーニャに申もうし渡わたしたし、こうして予定を変へん更こうして迎えに来るくらい気き遣づかって下さる。

（そこまで大げさにする必要はない、と言ったのに……）

　でも、殿下は静かに首を横に振ったのだ。

　ただ一つのささやかな悪意を見過ごしたことで、もっと大きな悪意を呼ぶようなことにはなりたくないのだと。

（悪意は伝でん染せんする）

　その実例を、私たちは知っている。

　後宮という特とく殊しゆな閉へい鎖さ空間においてそれが及およぼす波は紋もんを、その影えい響きようを殿下は案じたのだろう。

（これまでのことがあるから……）

　そのためにいまの『私』が、存在しているから。

（陛下の影響を排除したと思ったら、今回のことがあって、ナディルさまは少しお腹立ちなのかもしれない）

　一新したはずの後宮で再び悪意が芽め吹ぶくことをナディル様は許すつもりがないのだろう。

（徹てつ底ていしてるから……）

　ナディル様はそういうところをまったく手抜きしない方なのだ。







　私達が歩く正宮の長い長い廊ろう下かはロングギャラリーになっている。

　ここに飾かざられているのは、ダーディニアの歴史から題材モチーフをとった作品ばかりで、どれもその時代の高名な画家が描えがいている大作。

　一度ゆっくり見たいと思いつつ、まだ果たせていない。

　安全が確保されていないとして、極力、己の領域としている一角から出ないようにと言いつけられているせいだ。

（これは、一度、デートに誘さそってみようかしら）

　デートという名の王宮案内をしてもらうのが目的だ。殿下と過ごす時間を増やし、さらには仲も深めることができるという一石二鳥のアイデアだと思う。

（……うん。悪くない）

　王宮内なら即そく座ざにダメ出しはされないだろうし、何だったらバスケットにお菓子と水すい筒とうを入れてピクニックとしゃれこんでもいい。

　私は、実現までの手順を頭の中でシミュレーションしていく。

「ルティア」

「……はい？」

　名を呼ばれてナディル様に意識を向けた。

　私にはいつも甘い眼まな差ざしに、目線を合わせる。

「今日の昼餐の出来について、総料理長があとで講評をいただきたいとのことだ。可能であれば近いうちに時間をとってやってくれ」

「わかりました。リリアに調整してもらいますね」

　本日の昼餐のメニューは、殿下からの依い頼らいで私が決めた。

　もちろん、正宮の料理長とは綿めん密みつな打ち合わせをしている。

（これが結構大変だった……）

　職人気質の強い料理長で縄なわ張ばり意識も強かったのだけれど、そこは、それ。

　何といっても、『おいしいは正義』なのだ。

　普ふ段だん、後宮で殿下がいつも召し上がっている朝食を出したら、それですっかり静かになった。

　以後は、後宮の厨ちゆう房ぼうでよく顔を見かけるようになった。

　後宮の料理人達は私専属の料理人という扱あつかいになっているので、料理長の部下ではないけれど、料理長がいると緊きん張ちようするらしく、慣れるまではいろいろと大変だった。

　別に自分の部下じゃない者にいばりちらしたりするような人ではないが、王宮総料理長の肩かた書がきは、皆を萎い縮しゆくさせるには充分だったのだ。

（エルダはあんまり気にしてなかったみたいだけど）

　結局のところ、料理人というのは職人気質が強い。彼らにとって一番大切なのは目の前の料理をよりおいしく作り上げることだ。

　だから、作っているうちに皆が料理長の身分を忘れた。

　そして、料理長もまた一人の料理人でしかないことを理解すれば、その後は特に問題はなかった。

「……どのような料理が出るのか楽しみだ」

「ナディルさまのお口にあうと良いのですけれど……」

「君が作るものは何でも美う味まい」

（よーし）

　思わず手にしていた扇おうぎを握にぎり締しめる。

　この賛さん辞じは一つの成果だと思う。

　もちろん、ナディル殿下に預けている右手はそっと添えているだけ。まちがってもその手を、はしたなく力いっぱい握り締めたりはしない。

（まあ、この身体では握あく力りよくなんか全然ないんだけど）

「今回は少し趣しゆ向こうを凝こらしております」

「趣向？」

「はい。四公が全員揃そろうということだったので……」

　四大公爵家────その当主全員が揃う機会というのはそう多いわけではない。

　今年は殿下の即位等などの国家行事が続くので、揃って拝はい謁えつという機会はたびたびあるかもしれないが、ダーディニアの四方守護という四大公爵家の役割からすれば、彼ら全員が王都に集つどうというのはあまり良いこととはいえないからだ。

「どんな趣向を？　……いや、聞くのはやめておこう。楽しみがなくなる」

「はい。どうぞ一緒に楽しんでくださいませ」

　ナディル殿下はどこかいたずらめいた目をして、笑った。

　私も笑みを返す。

　瞳ひとみを見み交かわすだけで、何となく通い合うものがある。

（それだけで、満たされた気持ちになるのは何でなんだろう）

　それって夫婦として一つ上のステップに進んだってことなのかな、と思いながらも、何かちょっと違う気もする。

　エスコートしてもらっているのだけれど、たぶん傍はたから見れば私が手を引かれて歩いているようにしか見えないだろう。

　頭二つ分くらい違うこの身長差が憎にくい。

　回かい廊ろうのところどころには警備の近この衛え騎士が立っていて、その視線はさりげなく私達に向けられている。

　後宮に通じるこの回廊の警備は他の場所に比べて厳しく、私達が真の意味で二人きりになることはない。

（息苦しい日常……）

　それが、王族として生きるということだ。

（そんな日常に、小さな風穴を開けたい）

　アルティリエとしての記憶を失い、ただただ必死で生活していた時期を過ぎてみれば、この、あらゆることが定められ、ベッドとトイレくらいでしか一人になれないような生活というのは、時として耐え難いと感じるものだった。

（あちらの世界にいたころは考えもしなかった）

　あちらでは、基本的に一人だった。

　何もかもを自分で決められる代わりに、すべてを一人で負っていた。

（ほんのちょっと孤こ独どくで、でも自由な生活）

　今では、私には一人になる自由なんて欠片かけらもない。

　部屋のどこにいても必ず誰かいるし、部屋の外へ出る時には必ず侍女を複数連れるように言われている。

　なのに、あちらよりもずっと孤独を感じる。

（私の警護が厚いのは、私がエルゼヴェルトだからってこともあるけれど）

　どこにいても、人目がついてまわるのはもう仕方がないことだ。

　そしてそれは、ナディル殿下も一緒だ。

　もうしばらくすれば陛下となられるナディル様は、私とは別の理由でお一人になることがない。

（だから……）

　ぎっちぎちに定められたスケジュールを繰くり返かえす日常の中に、私は彩いろどりを添えたい。

　私との朝食がそういう時間になってくれればいいと思っているし、その権利を……そういう時間を少しでも多く確保したいと思っている。

（それで）

　できることならば、ナディル様に心を躍おどらせるような小さな驚きを与あたえたい。

（ささやかな楽しみというか、ワクワクするようなそういうものをあげたい）

　私に政治や国を治めるための差さ配はいなんてできない。

　その助けになるような意見を述のべることもできない。

　だから、私は私にできることでナディル様の支えになりたい。

（ナディルさまは、何もかもが予測通りなのだとフィルが言ってたから……）

　予測のつかない何か……決まりきっていると思われている日常を変えたい。

　そして、玉座の重圧を負わねばならないナディル様のお心を慰なぐさめるようなひとときをこの手でつくりたい。

　それが目下のところの私の究極の野望だったりする。

「……ルティア？　気分でも？」

「いいえ。大丈夫です。ちょっと緊張しているだけです」

　安心してください、というように小さく笑みを浮かべてみせる。

　ナディル殿下は、わかったというようにうなづいた。

（気合を入れないと）

　私はもう人形姫であることをやめた。

　今日は、それを公に示す第一歩なのだ。

「私がいる。……君が緊張する必要などまったくない」

　覗のぞきこむ蒼そう銀ぎんの瞳は、温あたたかな光を帯びている。

「……そうですね。ナディルさまがいらっしゃるのなら何も心配することなどありませんよね」

　そう言われてみればそうだ、と思って、あっさり肩かたの力を抜いて相あい槌づちを打つと、殿下は顔に手を当てて天を仰あおいだ。

「……ナディルさま？　どうかなさいまして？」

「……ルティア」

　ここでナディル様はため息を一つつく。

「はい」

「君はもう少し、人の言葉を疑うことを覚えたほうがいい」

「……ナディルさまを疑うのですか？」

「そうだ。……君は私を信じすぎる。私を含め、人はどれほど誠実に見えたとしても、忠義を捧げているように見えたとしても、結局のところ、自分に都合の良いことしか言わないものだ」

　小さく首を横に振って、ごく真面目な表情で告げる。

「別に問題ありません」

　私はふるふると首を横に振る。

「ルティア」

　少し咎とがめるような響ひびき。

　でも、私はもうそれを怖こわいと思うことはない。

「私はナディルさまを誰よりも信じておりますから」

　それはもう大前提だ。

（ナディルさまを信じられないなんてありえないし……）

「……ルティア、私はその言葉に値あたいする男ではないよ」

　なのに、ナディル殿下はその端たん正せいな顔に能面のような無表情を貼はり付つけて告げる。

（……これ、たぶん困惑していらっしゃるんだわ）

　何となくわかる。

（というか、今更、何をおっしゃってるんだろう）

　今の私が在あるがゆえの罪悪感のせいか、はたまた、別に理由があるのか……。

（そういうの、ナディルさまのキャラではないと思うのですけれど）

　別にどういうナディル様であっても、ナディル様はナディル様なのだけれど、どうこたえればいいかわからない。

「ナディルさま」

　だから、そっとその名を紡つむぐ。

　上から覗のぞき込こむ顔……その瞳に目を合わせ、まっすぐに見上げて告げた。

「……私がナディルさまを信じるのは大前提です。それが崩くずれたら、世界が成り立ちません」

　ナディル様の目が軽く見開かれる。

　これ、間違いなく驚いている顔だ。

「ですから、どんなにナディルさまがそれを否定しても無む駄だです」

「ルティア……」

「信じるというのは、他者に否定されたくらいで揺らいだりはしません。────たとえ、それが本人の否定であっても」

　私にとって、信じるというのは覚悟をすることだ。

　だから、私は自信をもってナディル様に微笑んだ。
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　儀ぎ礼れい官かんが、昼餐会の行われる小ホールの扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、室内にいた人達の視線が私達に突つき刺ささるように集中した。

（……わぁ……）

　私は心の中で声をもらす。

　これは別に歓かん声せいをあげたわけではない。むしろ、逆だ。

（ものすごく注目されてる……気持ちはわからないでもないけど）

　探さぐるような……あるいは、試ためすような眼まな差ざし────『私』を見定めようとする人々が居た。

（何かもう、しょっぱなからクライマックスみたいな感があるよ）

　向けられた視線にこめられているものを考えると、思わずため息をこぼしたくなる。

（敵意というほど鋭するどいものではないけれど……）

　でも、決して優やさしくはない何かを裏に潜ひそませている。

　このまま放り投げてしまいたいと思いながらも、私は絶対にそれをしない────できるはずがない。

（私はアルティリエ・ルティアーヌなのだから）

　麻ま耶やであり、アルティリエである『私』。

　私の中の失われたアルティリエのためにも、私はしっかりと立たなければならない。

（もう決めたから）

　ナディル殿下が即そく位いすれば、私は王おう妃ひになる。そうなれば己おのれの意思にかかわらず、国政に影えい響きようを及およぼす立場になる。

（しかも、唯ゆい一いつの『エルゼヴェルト』だ）

　公おおやけにはできない理由により、表面に見えている以上に私はこの国の重要人物だったりする。

　この昼餐会に招かれている四公はそれを知っているはずだから、余計に視線が鋭いのだろう。

　ナディル殿下は、四公については私の守護者なのだから心配する必要はないとおっしゃったけれど、イコールそれが無条件で私の味方であるという意味ではないと思う。

（……義務と意思との間には、大きな溝みぞがあるものだもの）

　ナディル殿下の時と一いつ緒しよだ。義務による責任感だけではなく、彼らに自由意志による積極的な好意を持ってもらうことこそが、私にとってよりよい環かん境きようを作る手助けとなる。

（まあ、そんなにいっぺんに頑がん張ばらなくてもいいんだけどね）

「……ルティア？」

　殿下が私の名を呼ぶ。

　柔やわらかなその響ひびきに、少し臆おくしかけた心がしゃんとした。

　先ほどの葬祭殿では、定められた手順に従い献けん花かしたり儀式をしたりすればよかったけれど、この昼餐会ではそうはいかない。

　私は殿下に何でもないのだというように小さく笑ってみせた。

（大だい丈じよう夫ぶ）

　己に言い聞かせる。

　私の隣には殿下がいる。私の絶対の味方だと信じられるナディル殿下が。

　だとすれば、視線が多少鋭いことなど気にする必要はない。

（難しく考える必要なんてない）

　公務デビューを成功させようとか、皆みなに好印象を持ってもらおうとか、そういうのはとりあえず後回しでいい。

　大事なことは一つ。と、私は心の中で自分に言い聞かせる。

（今日の最大の目標は、ナディルさまにおいしく食べてもらうこと！）

　殿下には、昼餐でしっかりと食事をとってもらう。それができれば、後のことはおまけでいい。

　だって、二に兎とを追う者は一いつ兎とをも手に入れることができないのだから。







　ナディル殿下の首しゆ席せき秘ひ書しよ官かんであるラーダ子し爵しやくは、いつもボヤく。

　殿下は公務の席ではほとんど食事を召めし上あがらないのだと。

　だいたいの場合、公務の終わった後に書類を見ながら、いつもの携けい帯たい糧りよう食しよくを口にするのがお決まりのコース。せめて、多少なりとも栄養になりそうなものを口にしてほしいと言う。

（栄養バランスはわりといいんだけどね）

　そして、正宮の料理長もよくボヤく。

　正宮の料理長は、リドリー＝レヴェ＝エルランスという。騎き士し爵しやくの血筋である郷ごう士しの一族に生まれたという彼は、正宮の料理長となったときに、一代爵しやく位いである『準騎士』を授さずかった。

　仲良くなってからわかったのだけれど、見た目の謹きん厳げんさに反して中身は好こう々こう爺やで、私と話す時は特にその傾向が強い。

　元々は亡なくなられた陛下の料理長の下で働いていたという料理人で、本来なら総料理長になどなれる身分ではなかったという。

　アル殿下とはまた別の意味でナディル殿下の料理人は長続きしないらしい。

（それはわりと納なつ得とくできる）

　何しろ、殿下はこれまで食べることをあまりにもないがしろにしてきている。

　リドリーがこれまで続けてこられたのは、辞やめなかったから……諦あきらめが悪かったからなのだそうだ。

　料理人として、主あるじが己の料理よりも携帯糧食を好んで食べるというのは、屈くつ辱じよくだ。

　いや、ナディル殿下の場合は諦めが先に立ち、屈辱を通とおり越こして泣けてくるのだとリドリーは言った。

　彼と私が仲良くなったのは、『殿下の食事事情を改善しよう同盟』の仲間になったからだ。

　リドリーは二言目にはいつも言う。

　せめて携帯糧食じゃないものを口にしてもらいたい、たとえ自分の料理ではなくとも、と。

　王宮にいる人間は、あまり素す直なおに本心を言葉にしない。だから、そういう中で彼の言葉はとってもストレートに心に響く。

　飾かざることなく、誤解を恐おそれることなく言葉にできる彼はすごいと思う。

　でも、更さらにリドリーをすごいと思えるのは、私のような小こ娘むすめに教えを乞こうことができるところ。

（……普ふ通つうはできないよ）

　だって、リドリーは私が生まれるずっとずっと前から料理人だったのだ。宮きゆう廷てい料理人と呼ばれる身であれば腕に覚えもあるだろう。

　そんな人が、私のような子供に素直に教えを乞うなんて、なかなかできることじゃない。

　しかも、私は子供であるばかりか、料理人ですらないのに。

（それでも結局は、私も彼も同じところに行き着く）

　だから、私達はお互たがいを認めることができたのだ。




　食事というのは、ただ『食べる』だけのことではない。

　殿下は、もうそれを知っている。

　この間、フィルに教えてもらった──私との朝食やお茶の時間は殿下にとって、もう特別な時間になっているのだと──。

（『ぜーったい、あいつは言わないけど、あれで姫さんと一緒の食事を楽しみにしてるんだぜ』って、言ってた……）

　もちろん、一緒にいて楽しんでくれているのはわかる。

　でも、そうやって第三者から教えてもらうとまた違った嬉うれしさがあるものだ。

　私の独りよがりではないんだと証明されたような気がするから。

　だから、ちゃんと知ってもらいたかった。

　ラーダ子爵も料理長もボヤくけれど、二人が殿下のためにしていることは何も役立っていないわけではない。

（そのために、二人にも協力してもらった）

　ラーダ子爵からは殿下の最近の体調などを教えてもらい、それをもとにして昼餐のメニューを組み立てた。

　おいしく食べるのには、体調が整っていることが一番大事！

　いくつかは当日の様子で、味付けやメニュー自体を変へん更こうするようにも言ってある。

（今日の昼餐は、一味違うんだよ！）

　ラーダ子爵からの情報をもとにして、私とリドリーが二に人にん三さん脚きやくでつくりあげた。

　メニューにも、素材選びにもこだわりがたくさんある。

（予算上限なしってすごいよね……）

　私の公務デビューにあたって、殿下は万ばん事じ不都合のないよう、そして予算を惜おしまぬようにと言ったという。

　王宮の公式の昼餐だから私が直接作ることはできなかったけれど、それでもだいぶわがままを聞いてもらった。

（料理長の腕は確かだし、デザートはうちの子達が仕上げに行っている……）

　最初は覚おぼ束つかない手つきだったアリス達も、今はもうすっかり手慣れたもので、新しい侍じ女じよ達の指導役になっているほどだ。

　デザートの良いいところは、選んだメニューにもよるけれど、その場で出来立てを提供する必要がないこと。

　今回のメインは、林りん檎ごとくるみを入れたベイクドチーズケーキと林檎入りのプディングで、どちらも昨日のうちに作ってある。

　アリス達には昨日、本番と同じ盛り付けをしてみせたので、きっと完かん璧ぺきに仕上げてくれるだろう。

（別にそれほど珍めずらしいものを出すわけじゃない）

　こういう席で奇きをてらったものは必要ない。

　昼餐だから華はなやかさは必要だろうけれど、それは盛り付けや器うつわの選せん択たくでどうとでもなるものだ。

（日ひ頃ごろ食べなれているものが一番！）

　とはいえ、殿下が一番食べなれているのは携帯糧食なので、それはのぞく。

（細工は流りゆう々りゆう、あとは仕上げを御ご覧ろうじろってやつだわ）

　打つべき手はすべて打った。

　あとは結果を待つだけだ。
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　儀礼官が私達の到とう着ちやくを告げ終わると……これ、ちょっとした決まり事で、私達のフルネームを呼び上げることになっている……室内にいた全員が立ち上がった。

「……ルティア」

　ナディル殿下が小声で名を呼び、私の顔をのぞきこむようにして目を合わせる。

「はい」

　大丈夫ですよという意味をこめてにこやかに笑むと、殿下の瞳ひとみが和やわらいだ。

（うん。大丈夫）

　あんまり緊きん張ちようはしていなかった。

　今日の最大の目標を思い出してしまえば、緊張する必要はない。

　そして、殿下が醸かもし出だす穏おだやかさに反し、室内の空気がひどく緊張を孕はらんでいることに気付いた。

（……何だろう？　別に私にだけっていうわけじゃないみたいだけれど……）

　なんかこう目に見えない火花があっちこっちで飛び交っているような……。

　とはいえ、ここにいるのはダーディニアを代表する大貴族の、それも当主夫妻のみだ。表面上は大変穏やかで静かな空気が流れていて、どこか優ゆう雅がな気配すら漂ただよっている。

（……なのに、みんな眼光鋭すぎるんだよね）

　油断していないというか、互いに隙すきを窺うかがっているというか……優雅な空気の裏には、ピリピリとした緊張感がある。

　私はそれを気にしないようにして殿下のひいてくれた椅い子すに座すわった。

　そして、殿下が自分の席に着くと、全員が着座した。

　儀礼官が独特の抑よく揚ようのある節回しで昼餐会の開始を告げる。

　そうしたら、どこで合図をしたのかわからなかったけれど、音楽が始まった。

（音楽が生オケなんだよね）

　仕切られているせいで私達からはまったく見えないけれど、この小ホールの舞ぶ台たいにあたる部分で楽団の人達が演奏している。レコードとかそれに類するもののないこの世界では、音楽を聴きこうと思ったら生演奏しかないのだ。

　ムジーカという巨きよ大だいなオルゴールみたいな自動演奏機もあるのだけれど、その機械も奏者が必要だし、そもそもこのホールにムジーカは備えられていない。

　王宮で演奏するだけあって生オケの人達の腕は確かで、私は半分だけ耳を傾かたむける。

（あ、これ、陛下がお好きだった、『ウェルディアーナ』だ）

　歌劇『ウェルディアーナ』の主題となるメロディは、高音の澄すんだ金管楽器の音色からはじまるのが特とく徴ちよう的てきだ。

　緩ゆるやかなメロディは食事の邪じや魔まにならない程度の音量で、場の空気を柔らかなものにしてくれていた。

（歌劇の内容自体は、まったくもってドロドロの愛あい憎ぞう劇げきなんだけど）

　なのに、奏かなでられる音楽は軽かろやかで明るい。

　音楽が軽やかだからこそ、物語の登場人物達の愛憎劇がより際きわ立だつのかもしれない。

「ルティア」

「はい」

「エルゼヴェルトはいいとして、他の者達を紹しよう介かいしよう」

　相変わらず殿下はエルゼヴェルト公こう爵しやくに厳しい。

　私に一番近い席に着いているエルゼヴェルト公爵が軽く目礼するのに、私はうなづきを返した。

「まずは西の要かなめたる、フェルディス公爵と奥おく方がた」

「妃ひ殿でん下かにお目にかかれましたこと、恐きよう悦えつ至し極ごくにございます」

「お目にかかれて光栄でございます」

　エルゼヴェルト公爵の隣に座る輝くような金の髪の偉い丈じよう夫ふが軽く頭を下げ、傍かたわらのほっそりとした公爵妃もそれに合わせて一礼した。

　私は、その挨あい拶さつを受けたという証あかしにこくりとうなづく。

「それから、その隣が南の海の守護アルハン公爵とご息女だ」

「妃殿下にお目にかかれましたこと、まことに喜ばしく思います」

「お会いできるのを楽しみにしておりました」

　若すぎる奥おく様さまなのかと思っていたら、娘さんだった。

　アルハン公爵の奥様はすでに亡くなられている。去年、後妻でもめているという話をちらりと耳にしたが、同伴者が娘ということはまだもめているのかもしれない。

　私は二人に軽く目礼した。

　親子というにはあまり似ていないが、きっとご令れい嬢じようはお母さま似なのだろう。確か、ナディの従姉いとこになるはずだ。

「それから、そちらが北の藩はん屛ぺい、グラーシェス公爵と奥方だ」

「妃殿下におかれましては、ご無事のご成長何よりにございます」

「今度、我わが家やにぜひいらしてくださいませ。エフィニア様のお好きだった自動演奏機がございますの」

　厳格そうな老人はにこりともしないで私を寿ことほいでくれたが、奥方のほうはあふれんばかりの笑みを浮かべてそう言った。

　私は老人にうなづき、殿下の方を見る。私の予定は私が決められるものではない。

「ディス＝グラーシェス、アルティリエはまだ王宮から出さぬ。建国祭が済むまでは」

　殿下のお言葉に、空気がやや緊張の色を増した。

「かしこまりました。おいでいただくのを、楽しみにしておりますわ」

　緊きん迫ぱくした空気を知ってか知らずか、公爵妃はにこやかに笑う。

　品の良い優しげな老婦人だ。

　信心深く、奉ほう仕し活動に熱心だと聞く。

　一見したところ優しげに見えるし、とても優しい方なのだとお聞きするけれど、本当に優しいかはわからない。

（とはいえ、本当の優しさが何かなんて、私にもわからないんだけどね）

　エルゼヴェルト公爵以外の三公爵が女性を伴ともなっている。

　ダーディニアにおいて、正式な社交というのは夫ふう婦ふ単位で行われるものだ。

（ナディルさまは、これまでは常に一人参加だったんだよね）

　仕方のないこととはいえ、そのことが心苦しく、同時に口く惜やしい。

（これからは、できるだけ一緒に参加するのです）

　私は決意をこめてぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

　殿下がこれまでお一人様参加だったのは、正式な妻である私がまだ花か冠かん前であまりにも幼かったからだ。

（エルゼヴェルト公爵は……まあ、連れて来られないよね）

　彼には、この席に連れて来られるパートナーがいない。

　王族……それも次期国王が主しゆ催さいする場に同どう伴はんできるのは『妻』か『子』。あるいは、『姉し妹まい』だ。

　彼の妻は、正式な公こう爵しやく夫ふ人じんではあるが、『妃』ではない。だから、この場に参加させるためには、王宮側への打だ診しんが必要になる。

　でも、打診してもおそらく許可はおりない。

　彼女が『夫人』になった事情……つまりは、彼の正式な『妃』である、亡くなった私の母の事情があるから。

（そもそも、殿下の公爵に対する態度からして、かなり冷ややかなわけで……）

　お優しいと言われるナディル殿下が絶対的に塩対応する数少ない相手がエルゼヴェルト公爵なのだ。

　それは夫人に対してもあまり変わらないだろうというのがリリアの意見だ。

　というか、下手をしたら視界にいれない可能性もある、とフィルは言っていた。

　彼らのそのあたりの判断を、私は妥だ当とうなものだと思っている。

「御久しゅうございます。妃殿下」

　改めて、というようにエルゼヴェルト公爵が頭を下げた。

「……一いち別べつ以来ですね、こうしゃ……東とう公こう」

　公爵と呼びかけて、呼びなおした。

　ここにいるのは全員が公爵家の人々で、公爵だけでも四人いるから、呼び方には気をつけなければいけないだろう。

「はい」

　エルゼヴェルト公爵は口元に笑みを浮かべる。いつもの殿下とのやりとりの中で透すけて見える腹黒さが漂ただよっていた。

（……これって、もしかしたらまずかったのかしら）

　皆が私達のやりとりに軽く目を見開いたり何か物問いたげな表情を見せたりしていることに気付いた。

　たぶん、今のほんの数言のやりとりで、ここにいる皆が私と公爵との間が近しくなっているのだと判断しただろう。

　和解とまではいかずとも、以前のようにまるっきりの没ぼつ交こう渉しようというわけではないことが充じゆう分ぶんわかったに違いない。

　ナディル殿下が面おも白しろくなさそうにエルゼヴェルト公爵をジロリと睨にらんだが、公爵はそれを黙もく殺さつした。

（んー、でも無視はできないし……）

　父の王家との関係を修復しつつあるよ！　アピールに使われたかもしれない、と思いつつも、私はそれを許容した。

　私のことになると途と端たんにいろいろ過か敏びんになる殿下については、あとでちゃんとお話ししておこう。

「それでは、はじめようか」

　ナディル殿下の不ふ機き嫌げんそうなその言葉で、波は乱らん含ぶくみの昼餐会はスタートした。
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　ダーディニアにおける正せい餐さんは、コース料理になっている。

　コースの最も基本の形は、まず食前酒。それから、前菜にあたるハムやチーズなどの盛り合わせ。それから、火を通した野菜料理、魚料理、肉料理の順に提供サーブされる。魚料理か肉料理のどちらかは、煮に込こみ料理であることが多く、野菜料理はその付け合わせとされることがほとんどだ。そして、最後に生の野菜……つまりサラダか、生の果実がデザートとして出され、食後のお茶で終わる。

　今回、私はこれをより手が込こんだコースに仕立てた。

（ふっふっふ。一品たりとも手て抜ぬきはありません）

　まず食前酒に用意したのは林檎酒だ。

　女性も参加することから飲みやすい果実酒を選んだが、甘あまいものが苦手な人もいるかもしれないのでそれほど甘くないグレーダ種の林檎酒にして、さらにはそれに飲み口がさっぱりとする青あお檸檬れもんを絞しぼった。

（甘すぎると料理にはあいませんしね）

　それから、前菜にあたるハムやチーズの盛り合わせの代わりに、その二つをたっぷり使ったキッシュを用意した。

　運ばれてきた皿は、目の前で保温器から出されて供される。保温器から出された瞬間、豊かなバターの香かおりが漂った。これはすごく食欲をそそる。

（さあ、食べて、食べて）

　温かなうちに食べて～と念じる。

　さっくりとしたタルト台をベースに産地の違う四種のチーズをバランスよくミックスし、同じくそれぞれ産地の違う四種のハムの半分はダイスに、半分はやや厚めの千切りにカットし、王宮農場でしか飼育されていないというフェロー種の黄身が濃こくて大きい卵に混ぜた。ハムのカットを変えたのはそれぞれの歯ごたえや塩加減が違うためだ。ハムもチーズもバランスには苦心した。

　殿下の方をちらりと見ると、わずかに目を見開いて、それからふっと笑いをもらした。

（もしかして、もう気付いたのかしら……）

　まさかね、と思いつつも、ナディル殿下のことだからわからない。

　私の前にも運ばれてきた皿は、見た目は完璧だった。

（焦こげ目めもおいしそうだし、チーズのとろけ具合も完璧!!）

　一瞬ためらいながらも大きなカトラリーを手にとり、一口大に切り分けて口に運ぶ。

　糸をひくとろとろチーズに頰が緩むのがわかる。だってもう漂ってくる香りだけでもおいしそうなのだ。

　その一かけらを口にしたら、ふわりとバターが香かおった。それから、舌に触ふれるハムの塩味……濃のう厚こうな卵とチーズが絶ぜつ妙みようなハーモニーで寄より添そい、口の中で幸せを奏でている。

（おいし～い）

　周囲を見回せば、それぞれに軽い驚おどろきや、小さな笑え顔がおを見せていて、ちょっとしてやったり！　って気分になる。

（これぞ、計算通り！）

　それからこっそりと横を見た。すました顔でキッシュを口に運んでいる殿下だけど、目元が緩んでいるのがわかる。

（なんか、ちょっと可か愛わいいかも！）

　殿下に『可愛い』だなんてどうかしているかもしれないけれど、でも何だか可愛い。えーと、何だろうな……ああ、うん。これ、ギャップ萌もえだ。そういう感じ。たぶん、他の人にはまったく賛同してもらえないと思うから口には出さないけど。

　次は火を通した野菜料理。配はい膳ぜんをする人達は空気を読むのがうまい。

　それぞれがキッシュを食べ終わり、一息ついたところを見計らって料理を運んできてくれる。

　野菜料理は、シンプルに温野菜にした。旬しゆんのおいしい野菜を選び、蒸むして彩いろどりよく盛り合わせた。

　こちらの野菜はもともと味が濃いけれど、蒸すとさらにそれが凝ぎよう縮しゆくされる。

（あま～いかぼちゃにホクホクのお芋いも。それから、ほろ苦さが独特の旨うま味みになっているザーデに、ほんのりと甘いラグラ人にん参じん……黄き蕪かぶもタマネギも何もつけなくたって充分なんだけど……）

　温野菜の皿の脇わきには、ニンニクとアンチョビをベースにバターと生クリームで調えたソースを添そえてある。

　私にとっては食欲をそそるニンニクだけど、匂においも味も強きよう烈れつすぎるということでダーディニアではあまり好まれていない野菜の一つだ。風か邪ぜをひいた時の民間療りよう法ほう薬やくみたいな使われ方がもっともポピュラーな使われ方だと知った時はすごくもったいないと思った。

（確か、これは北部が名産地だったっけ……）

　気候が厳しい北部では収しゆう穫かくできる農産物の種類が偏かたよっている。寒冷地なのだから仕方がないともいえる。

（まあ、そのせいで酒造りが盛さかんらしいけど）

　今回の昼餐会のメニューを作るにあたっていろいろ教えてもらったり調べたりした中で特に嬉しかったのは、ダーディニアがこの世界有数のお酒大国だとわかったことだ。

　麦酒ビールに米酒、それからありとあらゆる果実でつくられる果実酒……ジャガイモやトウモロコシからもお酒を造っていた。蒸じよう留りゆう酒しゆもあれば、ブレンドした混合酒もある。特に北部地域には名高い醸じよう造ぞう所じよが多い。

　農産物があまり豊富ではない代わりにお酒の種類が豊富で、グラーシェス公爵領の領都であるセドナは酒飲みの楽園と称しようされているらしい。

（いつか行ってみたいところの一つよね）

「……これは……」

　北公が目を見張る。

　その独特の匂いが何によるものかすぐにわかったのだろう。添えられたソースをしげしげと見て、それからフォークにさしたジャガイモに少しだけソースをかけて口に運んだ。

　野菜の味をそのまま楽しんでもいいし、ソースをつけて食べてもいい。

　でも、このソースは野菜をあまり好まないナディル殿下が、野菜をおかわりするくらいよく食べる最終兵器だった。案の定というか、グラーシェス公爵も無言でひたすら野菜をソースにつけて食べ続ける。

　そして、横目でこっそり盗ぬすみ見た殿下も。

（食べてる、食べてる）

　室内はとても静かだった。

　こちらの食事のマナーに、無言で食べなければいけないという決まりはない。

　むしろ、こういう席では和なごやかに談だん笑しようしながら食事を進めていくものだが、皆が夢中になって食べている。

（うん、うん。わかる。……おいしいもの食べてるときって無言になるよね）

　それから、皆がだいたい野菜を食べ終わり、空気が緩んだところで小さなガラスのカップが運ばれた。

　カップの中には白いどろりとした液体が入っていて、その上に金色の液体が薄うすい層をつくっている。

「……これは？」

「ヨーグルトです。お口直しにどうぞ。上にかかっているのははちみつです」

　添えられている小さな棒で攪かく拌はんしてから飲む。カップは小さいので私でも三口くらいで飲めてしまう。きっと殿下だったら一口だろう。

「……なるほど。口の中がさっぱりするな」

　殿下は感心したという表情を見せた。

　別にヨーグルトは特別珍しいものではないが、カードラという鶏にわとりや鳩はとを煮込むダーディニアの家庭料理のベースに使われたり、料理の味付けに使われたりすることが多く、こんな風に単体で飲みものとして出されることはこれまでになかったからだろう。

　殿下が口にしたことで、他の皆も口にする。

　こういった正式な食事会では、主催者が最初に口をつけてそれから皆が食べるというのがマナーとされている。

　これは毒など入っていないことを証明し、だから安心して食べていいという意味なのだと前に殿下が教えてくれた。

　今はさほど厳しくないマナーの一つだけれど、それを理由に私は人より先に絶対に料理に口をつけないようにと殿下に言われている。

『個別の皿にいれれば無意味ではあるが、それでも気をつけることは無む駄だではない。常つね日ひ頃ごろから用心することが大事だからな』

　たいした過保護っぷりなのだけれど、それが嬉しいと思ってしまうのが乙女心というやつだ。

　酸味があるけれどまろやかなヨーグルトで口の中がさっぱりしたところで、タイミングよく魚料理が運ばれてくる。

（……配膳を指揮してるのは誰だれなんだろう）

　湯気のたちのぼる皿を見れば、作られてすぐに持ってきたことがわかる。

　それでいながら、室内の空気が和んだところで提供するあたり、タイミングもばっちりだ。

　こういうところがさすが王宮だと思う。

　魚料理は、この時期とてもおいしいという東の海でとれた鯛たいをポワレにした。

　表面はカリっと、中はしっとりと。特に皮はカリカリにするのがポイントだ。

（殿下は、基本的にシンプルなものがお好きなんだよね）

　付け合わせは南部で獲とれた太くて甘いアスパラだ。バターでソテーした白と緑のアスパラを交こう互ごに置いて、その上にオリーブオイルで蒸むし焼やきにした鯛をのせ、白ワインをベースにしたネギと生姜しようがのソースを添える。

　ソースはたっぷりのネギと生姜を刻み、白ワインと塩胡こ椒しようで味を調えただけのシンプルなもの。適切な塩加減がとっても大事で、もうちょっと濃い方がいいかなと思うくらいのやや薄うす味あじにするのがポイントだ。

　これ、魚料理のソースとしてだけじゃなくて実はお肉にも合う。からっと油で揚あげた鶏の上にかけたりするともう手が止まらない味なのだ。

（この鯛、ほんとおいしい……鯛茶ちや漬づけにしてもいいかも）

　ダーディニアでは魚の生食の習慣はあまりない。

　絶対にないわけではない。聞くところによると、港町などではマリネのような料理があるらしい。

（お寿す司しとかも食べてみたいけれど……ああ、でも、炊たいておいしいお米には出合えていないんだよね……）

　かつての記き憶おくの中で当たり前のように食べていた白米にはまだ出合えていない。

　煮込み料理の付け合わせになる穀物として長米種の米はあるけれど、ダーディニアはパンを主食としている食文化圏けんにあり、米は一般的ではない。

（こちらでは、スープの浮き実になる穀物……くらいの認にん識しきだし）

　白米を恋しく思うこともあるけれど、どうしようもなく欲ほつするほどでもない。

　私は千切ったパンに刻んだネギと生姜のソースをつけて口に運んだ。

（うん。上手に焼けてる）

　カトラリーの脇の小さな籠かごに盛られたパンはクッペとブール。

　皮はパリッで中はしっとりしている。どちらも私が好きなパンだ。

「……殿下、料理長を替かえましたか？」

　南公が口を開いた。

「いや。リドリーのままだ」

　殿下が少しだけ面白そうな表情で答える。

「随分と味が変わったようでしたので」

「そうだな」

　うなづきながら殿下が私の方を見たので、にこっと笑って見せた。

　その眼差しが柔らかな色を帯びる。どこか甘くも見えるけれど、殿下は私を自分が守らねばならない大切なものだと思っているので基本私には甘いから、たぶんこれは平常運転のうちだ。

「とてもおいしゅうございます」

　つい、という感じでアルハン公爵のご令嬢が呟つぶやきをもらす。

　アルハン公爵がそれを咎とがめようとでもいうような表情で口を開く前に、グラーシェス公爵妃がうっとりとした声こわ音ねで同意を示した。

「本当に」

　それから、殿下のほうを向いて続ける。

「王太子殿下、王宮ではこんなにおいしいものがいつも供されておりますの？」

「……いつも、というわけではない」

「まあ……」

　殿下は軽く首を横に振ふり、そして、何か言おうと口を開きかけたけれど言葉にするのを躊躇ためらう様子を見せた。

（どうしたんだろう）

「……おおっ」

「え？」

「……ほぉ」

　控ひかえめにもらされる驚きよう嘆たんの声。

　運ばれてきた肉料理に皆が気を取られた。

（そうでしょう、そうでしょう。まあ、最初は驚くよね）

　ちょっと深みのあるスープ皿に盛られているのは大きな肉にく塊かいに、ごろっと大きめに切られた根菜だ。
















（塩しお漬づけ豚ぶたと根菜のポトフです）

　お肉はスープ皿半分を埋うめるんじゃないかと思えるほどの塊かたまりだ。

　ただし、とろっとろに煮込まれている。それこそ箸はしで切れるくらいに。

「これはずいぶんと野や趣しゆに富とんだ……」

　東公が軽く眉まゆを顰ひそめる。口調からすると、感心しているというよりはたぶん嫌いや味み。

　何しろ、殿下と東公はいっそ仲良しだよね、あなた達！　と思うくらい、顔を合わせれば舌ぜつ戦せんを交かわす仲だ。

（うるさいですよ、そこのお父様）

　余計なことを言う前に食べなさい！　と念じて、東公の方を睨む。私の視線に気付いたエルゼヴェルト公爵は、ぱちぱちと目をしばたたかせた。

　盛り付けはもっと上品にもできたけれど、あえて塊にしたのはインパクトを与あたえるためだ。この分厚さは、肉好きが見たら泣いて喜ぶだろう。

　肉用のナイフをいれると刃はが柔らかな塊の中にあっさりと沈しずむ。

　誰かが静かに息を吞のんだ。

　ほぉ……とどこかで小さな息がもれて、はあ、と、恍こう惚こつの吐と息いきが重なった。

（驚くのはまだ早いから！）

　私はちょっとドヤ顔をしながら、切り分けた一切れを口に運ぶ。

　瞬間、頰が緩んだ。だって、しょうがないよね！　口の中でおいしいお肉がとろけてるんだもん。

（んー、おいしい～。さっすが料理長！）

　それから、煮込まれてよく味のしみた蕪を口にした。

　野菜とお肉の旨味のつまったスープは、綺き麗れいな黄き金ん色いろをしている。一口口に含ふくんだら、それだけで幸せな気分になった。

「ルティア」

「はい？」

「これは何の肉だ？」

　よくぞ聞いてくれました。という気分で、私は答える。

　皆が聞き耳を立ててるのわかってるからね！

「塩漬け豚です」

「……しおづけぶた？」

　アルハン公爵令嬢が言葉の意味がわからない、とでもいうように首を傾かしげる。

「はい」

　私はこくりとうなづく。

　メインを何にするかは、さんざん悩なやんだのだ。

　肉をメインにすると決めても、肉にもいろいろある。

　料理長の一番のおすすめは、今の時期に脂あぶらがのっているものが手に入りやすいホロホロ鳥だったけれど、今回はあえて豚ぶた肉にくを使うことにした。それも、とりたてて特別ではない保存食の塩漬け豚を。

（ラーダ子爵が言っていたんだよね。備び蓄ちくの塩漬けの豚肉の入いれ替かえをするから使い切りたいって）

　王宮ではかなりの量の食料が備蓄されている。

　それは災害時に王宮を維い持じするためだけでなく、王都に住む人々や軍を維持するためのものでもある。長期保存できるものを選んではいるものの、定期的に入れ替えは必要だ。

　その際王宮で使い切れなかった分は、格安で業者に払い下げる。

　特に今回は、軍で備蓄していたものと王宮で備蓄していたものの入れ替え時期が重なってしまったらしく、値ね崩くずれ必至なのだという。下手したら値がつかないどころか、逆に手数料をとられるかもしれないとまで言っていた。

（そういうのを自分達で消費できれば一石二鳥だと思うの）

　王宮で消費すれば歳さい費ひの節減にもつながるし、仲ちゆう介かいする商家の手数料もかからなければ、売買のためのさまざまな手間も時間もかからない。

（もちろん、全部を使い切るのは無理だと思うけど、その時はいっそのこと下さげ渡わたしてしまえばいい）

　たいした収入にならないというのなら、孤こ児じ院いんや教会に寄付してしまえばいい。

　シオン猊げい下か曰いわく、教会というのはだいたい孤児院を併へい設せつしているのだが、どこの孤児院も経営はいつもギリギリなのだという。

（備蓄食料がおいしく食べられる工く夫ふうができれば、きっと喜ばれると思う）

　備蓄食料が買かい叩たたかれたり人気がなかったりするのは、保存性の高いものは味が二の次であるからで、それがおいしく食べられるのならきっと飛ぶようになくなるだろう。

（ただ、王宮のようにいろいろな調味料や食材があるわけじゃないから、そういう縛しばりで考えないと……）

　だから、頭の中で考えていることはあるけれど口にはしない。

（これは、いろいろ調査が必要なことだと思う）

　皆、私が口にしたらきっと多少の無理があっても押おし通とおしてしまうから、迂う闊かつな発言をしてはいけないのだ。

　少し落ち着いたら、シオン猊下にまたお話をうかがおうと思っている。

「……もしかして、備蓄の塩漬け豚か？」

「はい」

　ナディル殿下の言葉に私は笑顔でうなづく。

「殿下はお肉がお好きなのに、塩漬け豚と聞くとうんざりした顔をなさるので、一工夫してみました」

「うんざりした顔をしていたか？」

「はい」

　もしかしたら、食べるのが嫌いやというよりはそれにまつわるもろもろが面めん倒どうだったのかもしれない。

「添えてある粒つぶマスタードをつけて食べてみてください。味が変わっておいしいですよ」

　これだけとろっとろに煮込まれていると、あんなに大きいと思った肉塊でも、ぺろっと食べられてしまうのが不思議だ。

　殿下は素直に添えてある粒マスタードをのせて、肉を口に運んだ。

「……ああ、私はこちらのほうが好みだな」

（知ってます）

　だから、ちょっと盛り付けが美しくなくなると思いながらもマスタードを添えたんだから！

「よろしゅうございました」

　私はすました顔で言う。

　うふふふ。これ、大成功だよね。

　早く料理長や子爵に教えてあげたい。絶対、今日は完食だよ！

「これは手間がかかるのか？」

「それなりに」

「……建国祭の晩ばん餐さんで出すことは可能か？」

「可能ですけれど、今日と同じ料理では芸がないのでは？」

「これだけ美味であれば、同じものが出ても四公は気にしないだろう」

　うん、うんと力強くうなづいているのはアルハン公爵だ。他の三公爵もうなづいているから異存はないのだろう。

「でも、トマトの煮込みもおいしいんですよ。それから、キャベツと蒸むし煮ににしてもおいしいですし……」

「……妃殿下、塩漬け豚にはそんなにいろいろな食べ方があるのですか？」

　アルハン公爵令嬢が目をきらきらさせて問う。

「はい。あまり人気がないと聞いて驚きました」

　おいしいメニューがたくさんありますのに、と私は笑う。

「今日はあえて野趣に富んだものにしましたの」

　チラリと視線をやれば、東公が引きつった顔で笑っている。

「なぜです？」

「お肉を好きな方には大きな塊のほうが喜ばれますし、柔らかさがよくわかると思いまして」

　煮込み料理に使うには塩抜きをするけれど、そのまま薄うす切ぎりにすればハムのようにも使える。

（そもそも、塩漬け豚ってパンチェッタなんだよね）

　そう考えるとメニューは格段に広がるし、パンチェッタって確かスモークすればベーコンになるはずだ。

（あれ？　もしや、ベーコンにすればもっと長もちするのかな？）

「……妃殿下」

　東公が私に呼びかける。

「はい」

「……もしや、今日の料理は妃殿下の御差配で？」

「はい。そうです」

　ほぉ、という感嘆のため息が室内いっぱいに満ちる。

　横目で殿下を見ると、殿下は当然だという顔をして口を開いた。

「ではルティア、建国祭の晩餐でまた違った料理を食べさせてくれ」

　殿下が上じよう機き嫌げんな顔で言う。

「はい」

　私は満面の笑みでうなづいた。
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「ごきげんよう、ナディア様」

「ごきげんよう、レナーテ」

　第二王女ナディア・ミレーユにとって、目の前の年上の従姉いとこは誰だれよりも仲が良いい従姉であると同時に気の抜ぬけない相手でもある。

（レナーテは、デキるから……）

　ナディアは己おのれがあまり出来の良い子ではないことを理解している。

　王女として生まれたから些さ細さいなことで皆みなが褒ほめたたえてくれるが、ナディア自身は平へい凡ぼんな娘にすぎない。

　それに対し、母の実家であるアルハン公爵家縁ゆかりの令嬢であるレナーテは、幼い頃から才女として有名だった。

　礼れい儀ぎ作法をはじめとし、ナディアが苦手な学問にも優すぐれ、貴族令嬢の嗜たしなみである刺し繡しゆう上手としても知られている。ハープなどの楽器の演奏はさほど得意ではないと言いながらも素す晴ばらしく弾ひきこなすし、芸術方面の知識にも優れている。

　十五歳の時に、ナディアにとっても共通の従兄いとこである当時のアルハン公爵家の嫡ちやく子しと婚こん姻いんを結んだものの、夫となった相手を一月足らずで亡なくした。その直後に当時のアルハン公爵であった祖父が亡くなってレナーテの父が公爵となったので、居残ったのか出で戻もどったのかよくわからない形で今もアルハンの姓せいを名乗っている。

　一月足らずの婚姻をレナーテの父親はなかったことにした為、彼女は今もアルハン公爵令嬢と呼ばれている。二は十た歳ちを過ぎて結婚していないことも、彼女の場合は瑕か疵しとはならず、むしろ、その才を惜おしまれて外に出せないのだと言われているほど。

　現在のところ、公爵家の家か督とくはレナーテの兄であるレオンが継つぐということになっているのだけれど、公爵はレナーテに婿むこをとらせて後を継がせるつもりかもしれないと昔から噂うわさされている。

（それもこれも、レオンの出来が悪いと言われているから……）

　すでに三十近いアルハン公爵家の嫡ちやく男なんレオンは、昔からあまり評判が良くない。

　ナディアにしてみればとても優しい従兄で大好きなのだが、世間の評価は低い。彼の価値は、王太子ナディルの学友だったことだけだと言われているくらいだ。

（別におかしなことをするとか、ものすごいバカだとかっていうわけじゃないけれど、レオンの不運は、レナーテが妹だったことよね）

　何でも人並み以上にできるレナーテが幼い頃から最も近くにいたこと……レオンの不幸はそれに尽つきる。

（私ですらしょっちゅう比べられてものすごく嫌いやなのに、それが兄きよう妹だいだなんて最悪だわ）

　レオンはレナーテより五歳も年上で、しかも男で、更さらには同母の兄妹なのだ。ナディアどころではない比べられ方をずっとしてきただろう。

（でも、レオンは優しいままだ）

　ぐれたり、ひねくれたりしなかったし、身を持もち崩くずすこともなかった。

　それだけでもすごい、とナディアは思っている。

　彼女の双ふた子ごの弟であるエオルは、出来の良すぎる異母兄あに達と比べられてすっかりひねくれたから猶なお更さらだ。

（私はアリエノールお姉さまと比べられることがあまりなかったけれど……でも、アリエノールお姉さまとより、レナーテと比べられるほうがずっと嫌だった）

　たぶんそれは外見がよく似ているせいだろう。アルハン公爵家特有の燃えるような赤い髪ときつく見られる顔立ち……ややおっとりした風のある母よりも、ナディアの顔立ちはずっときつい。

（見た目が似ているのに、中身はまったく違うって言われ続けてきたのよね……）

　ナディアは、自分の性格がひねくれた半分くらいはそのせいだと思っている。

「こちら、献けん上じよう品ひんの目録ですわ。どうぞお納めくださいませ」

　受け取った目録を侍じ女じよが捧ささげる銀のトレイの上にのせる。

「いつもありがとう。公爵に……伯お父じ上うえによろしく言っておいてください」

「もったいないお言葉でございます。父も喜ぶことでしょう」

　レナーテは、つややかな赤髪を結ゆい上あげて白い真しん珠じゆで飾かざっていた。これだけ大きな真円の真珠は、南の海を領するアルハン公爵家でなくば手に入らないだろう。

　ガウンは光こう沢たくのある淡あわいクリーム色で、同色のレースが重ねられている。同布で作られた靴くつの刺繡はおそらく自分で刺さしたものだろう。赤やオレンジや白の薔ば薇らが足先に美しく花開いていた。

「……で、昼ちゆう餐さん会かいはどうだったの？」

　レナーテの訪問が、昼餐会の後、夜会までの時間つぶしなのだとわかっているナディアは、今一番の関心事に水を向けた。

　もちろん、夜会にはナディアも参加する。

（ルティの初めての夜会ですもの……緊きん張ちようしていたら、私が助けてあげなければ）

　ナディアは、王おう太たい子し妃ひたるアルティリエととても仲良くしている。

　あちらがどう思っているかはわからないけれど、ナディアはアルティリエを一番の友達だと思っているのだ。

　そのアルティリエの初めての夜会である。しっかり者のアルティリエのことだから大だい丈じよう夫ぶだと思うが、何かあったときはできるだけ自分がフォローするという心づもりをしているのだ。

（とりあえず、レナーテと今日のガウンの色がかぶらなくてよかった）

　赤い髪に似合うガウンの色はそれほど多くない。

　よく似ている自分達が同じ色のガウンを着たら、間ま違ちがいなくこちらがただの引き立て役だ。年の差だけの違いとはいえぬほど、自分たちの体形には差異がある。

「とっても、とっても、素晴らしかったですわ」

　よほど感動したのだろう。レナーテは手を祈いのりの形に握にぎり、目を輝かがやかせている。

「……昼餐会だったわよね？」

　その感動が何によるものかよくわからなかったナディアは首を傾かしげた。

「ええ。……あんなにもおいしいお料理をいただいたのは初めてです」

　うっとりとため息をつく。

「お料理？」

「はい。最初の食前酒から始まり、最後のデザートに至るまで、それはもう計算されつくした素晴らしいお料理でした……まるで音楽のようでしたの」

「音楽？　……お料理が？」

「はい。流れるような味のハーモニー……料理の数々に込こめられたテーマも素晴らしかった……」

　ほぉと漏もらされた吐と息いきは、どこか甘あまさが滲にじんでいる。

「お料理のテーマ？」

「はい。昼餐会でいただいたお料理は、ダーディニアという国を……四大公家と王家とが連れん帯たいせねばならないことをあらわしていましたの」

（お料理で国の連帯って何……？）

「レナーテの言っている意味はよくわからないけれど、おに……王太子殿下の宮のお菓か子しはすごくおいしいのよ。ルティが……アルティリエ妃ひ殿でん下かがとてもお料理に造ぞう詣けいが深いから」

「ええ。デザートにいただいたプディングがそれはそれはおいしくて……。あの濃のう厚こうでありながら優しい甘さ……口の中でとろける舌ざわり……ほんのり林檎の味がして、それからわずかに甘いブランデーの味を感じるほろ苦さ……あれはもしや神のデザートなのではありますまいか」

「……ちょっと大げさじゃないかしら。確かにルティ……いえ妃殿下のつくるプディングは最高だと思うけど」

　アルティリエと二人でナディアのコレクションを見ながら、プディングを三つも食べて夕食が入らなかった日のことを思い出した。

「ナディア様は、プディングを召めし上あがったことが？」

「勿もち論ろん。ル……アルティリエ妃殿下のお招きで、王太子妃宮ではよくお茶をしたし、後宮にお移りになってからも二人でよくお茶会をしているの」

　ちょっとだけ自じ慢まんげな響ひびきで言ってしまったが、レナーテはナディアが思う以上にそれに食いついた。

「なんて、羨うらやましい」

「え？」

「私、これまで誰かを羨ましいと思ったことは一度もございませんでしたが、今、初めてナディア様を羨ましく思います」

（これ、もしかして私、貶けなされているのかしら？）

「こうなったら、私も奥おくの手てを使って後宮に入るべきですね」

「え？」

「私、ずっと父から打だ診しんされておりまして」

「何を？」

「後宮への出しゆつ仕しをです」

「出仕って……それって……」

　あと一月足らずで即そく位いする王太子ナディルの妃の座は一つしか埋うまっていない。

　そして、アルハン公爵令嬢であるレナーテは妃になる資格がある。

「ナディア様はご存じありませんでした？　妃殿下とご婚姻前の王太子殿下の最も有力な婚こん約やく者しや候補は私でしたのよ」

　レナーテは、少し恥はずかしそうに笑った。
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　昼ちゆう餐さん会かいは何事もなく、無事に終わりました。────そう。私の胃に物理的な大ダメージを与あたえた以外は！

「……おなかいっぱいです」

「……妃殿下……お残しになればよろしかったのです」

「おいしいってわかってるものを残すなんて無理だよ！」

「妃殿下、妃殿下の胃はそれほど大きくないのですから……」

　リリアがしょうがない子を見る目で私を見ている。

「わかっています。わかっていますけど！　……だって、おいしかったんですもん……」

　お皿に盛られたものを残すことに罪悪感を覚えるのは、麻ま耶やの感覚が強いせいだろう。

　私が残したものは無む駄だにはならないとわかっているけれど、それでも、やっぱり残すことに抵てい抗こうを覚えるのだ。

（それにさ、まずくて食べられないっていうんじゃなくて、むしろすごーくおいしいんだから）

　それに、今日のメニューはすべて、料理長やラーダ子し爵しやくと苦心したその成果だったのだ。残せるはずがない。

「リリア」

「はい」

　ミレディがいれてくれた胃をなだめるためのお茶を飲みながら、私は真顔になってリリアの方を見た。

　夜会がはじまるまで謁えつ見けんやら会議やらが目め白じろ押おしのナディル殿でん下かと違い、私は部屋で休む予定だ。しばらくは時間の余よ裕ゆうがあるので、お昼寝をすることになっている。

「……それで？　なんで私の皿が大盛りだったの？」

　大盛りといっても、それは私にとっては、ということだ。

　育ちざかりではあるのだけれど、残念なことに私の胃はそれほど大きくなくて、量が食べられない。

　だから、私に給きゆう仕じされるものはいつもだいたい殿下の召めし上あがる半分の量なのだ……お菓か子し以外は。

（なのに、普ふ通つうに一人前来たからね）

「……残念ながら、わかりません」

　リリアがため息をつきながら首を横に振ふる。

「わかっている範はん囲いで申し上げますと、間違えたのは給仕係です。……妃ひ殿でん下かへお運びするはずのものは、すべて保管に回されていました」

「保管？　それはどういうもの？」

「王宮で王族のために用意される食事は必ず一食以上余分に作り、保管されます。保管期間は二日間。これは、万が一毒物が盛られた場合の調査用です」

「今日の昼餐会の給仕の指示をしていたのは誰だれ？」

「エリニアです」

「エリニア？」

「エリニア＝ネルケ。後宮の下級女官で平民です」

「保証人は？」

　そう尋たずねたのは、王宮にただの平民は勤められないからだ。

「ナスティア子爵です。ナスティア子爵は、法務院に勤務しており、エリニアはその妾しよう腹ふくの娘むすめになります」

　貴族の保証を受けられる平民だけが、王宮に勤めることができる。けれど、貴族はそう簡単に平民の保証人になどならないものだ。

（でも、それが自分の子供なら話は別）

「そう」

　そして、実は保証人がいても平民は正しくは侍じ女じよや女官にはなれない。

　リリアは下級女官と言ったけれど、本来、そんな役職はない。女官は女官でしかなく、下級とか上級という区別はないのだ。

　けれど、平民でありながらその能力を認められて、特別に本来は平民には任せることのない仕事をすることになった時、その人は女官相応と言われる地位を与えられる。それを通常の女官と区別するために下級女官と呼ぶ。

　エリニアはそれに該がい当とうしている。

「では、ナスティア子爵は、私に何か思うところがあるの？　それとも、エリニア自身？　それを調べて教えてくれる？」

「……はい」

　やや間があった。もしかしたら、そのエリニアはリリアの知ち己きなのかもしれない。

「……妃殿下は、エリニアが故意にしたとお考えなのですか？」

　表情が少し硬かたい。

「あのねリリア、カトラリーも私のものではなかったの。……どちらか一つであれば、間違いということもあると思うけれど、両方とも間違いなのはおかしいと思うのよ」

　私の手は小さい。そして、あまり力もない。だから通常のカトラリーは重すぎる。最初の頃は普通のものを使っていたけれど、殿下と必ず朝食をとるようになってから、殿下の配はい慮りよで専用のカトラリーを使うようになっていた。

（平民でありながら下級女官になるほど能力のある人が、単純な間違いを重ねるとは思えない）

「……はい」

　リリアがうなづく。無表情な中にもちょっと躊躇ためらっているような……あるいは納なつ得とくいっていないような様子がうかがえる。

（リリアは、殿下に比べれば全然わかりやすいです）

　殿下のポーカーフェイスっぷりはリリアを数倍上回る。

「リリア、その顔だと誤解してると思うのだけれど、私はエリニア＝ネルケが悪意でそれをしたとは言っていないわ」

「妃殿下？」

「私用のお料理に何か不備があったから、通常のものと代えたのかもしれないわ。……同じようにカトラリーが使えないような何かがあったのかもしれない……。私は、別に彼女を罰ばつしたいわけじゃない。……ただ、どうしてなのかが知りたいだけなの」

　理由があったのか、不備があったのか……純じゆん粋すいに間違いならそれで構わないし、嫌いやがらせだったとしてもそれはそれ。私は単に因果関係を知りたいだけなのだ。

「妃殿下……」

「別に嫌がらせだとしても、これくらいで処分したりはしないわ」

　嫌がらせだとしても随ずい分ぶんとささやかなものだし、被ひ害がいは私のおなかが物理的にいっぱいになったのと、少し手が疲れたくらいだ。咎とがめるほどのことはない。

　嫌がらせというのなら、かつてのほうがよほどひどい嫌がらせが多かったと思う。

（……話に聞いただけで、覚えていないのだけど）

　とりあえず今のところ、生命を脅おびやかされるようなことはないのだから、さほど気にしなくてもいいだろう。

　リリアは安あん堵どした表情で一礼し、退出しようとする。

「あ、待って。他の人のことも聞いてしまいたい」

「他の方、ですか？」

　もちろん、昼餐会の前に四大公こう爵しやくのおおまかなプロフィールは頭にいれていた。

「そう。面めん倒どうくさいお父様は置いておくとして……まずは、グラーシェス公爵。前もって聞いていた通りの厳しい方っぽいけど、奥様には甘あまいのね？」

　グラーシェス公爵の第一印象は、瘦やせぎすで狷けん介かい。一言でいうならば、子供が一目で怖こわいと思うような頑がん固こそうな老人だ。

「はい。公こう爵しやく妃ひはエレーヌ・セフィラ様とおっしゃいます。ご存じの通り、エレーヌ様はエルゼヴェルトのお生まれで、妃殿下のお父君の叔母様にあたります。エレーヌ様はグラーシェス公爵にとっては二度目の奥様です。公爵は十二歳の時に七歳年上の奥様を迎むかえて、十五歳でその最初の奥様を亡なくされた後、三十を過ぎてから再さい婚こんなさいました。エレーヌ様は当時十五歳。……ちょうど、殿下と妃殿下と同じような年ねん齢れい差でございますね。公爵は婚こん姻いん前は側そば女めがあったといいますが、婚姻後はエレーヌ様お一人を守っておられるそうです」

「政略結けつ婚こんではなかったの？」

「政略ではございますが、年齢差があったせいで、公爵は出会った当初よりエレーヌ様の保護者のようなお気持ちでいらっしゃるようです。常に庇ひ護ごする騎き士しとしてあられ、エルゼヴェルト公爵令れい嬢じようとして箱入りに育ったエレーヌ妃を守っておられます」

　たぶんお二人は、婚姻して五十年近くたつはずだ。今の私には五十年後なんて考えられないほど遠い先だけど、その仲なか睦むつまじさは羨うらやましい。

（……ただ、あの方、ちょっと夢見がちなところがある感じがしたよね）

　とても上品なマダムといった雰ふん囲い気きがあるグラーシェス公爵妃だったけれど、空気を読まないところがあるなぁと感じたのは、気のせいではないと思う。

「フェルディス公爵夫妻は、あんまり強い印象がないのだけれど……」

「フェルディス公爵は、公爵位に就つかれてまだ三年ほどです。北ほつ公こうと同年代の御父上の後を継つがれたのですが、先代のフェルディス公は随分と強きよう烈れつな性格をなさっておりまして、ご子息はまったく似なかったようです」

（ああ、うん。わかる。ずっと押さえつけられていたんだね）

　でも、だからといって彼が印象の薄うすい穏おだやかなだけの人と思うのはたぶん間違いだ。

（商しようのフェルディスを継いだ方がそれではやっていけないはずだもの）

　フェルディス公爵位を継ぐ人は商才に長たけている、というのがある種の不ふ文ぶん律りつだ。そして現フェルディス公爵は同母の兄二人を差しおいて公爵位を継いでいる。

（……それだけ優れているということだ）

「奥様はどちらの方なの？」

「アルハンです。アルハンの赤毛を受うけ継ついではおられませんが、亡くなられた前のご嫡ちやく子しと同母の妹姫にあたります」

「そういえば、アルハン公爵はずいぶんと食べることがお好きなようだったわ」

「はい。……といっても、味にとてもうるさいという方ではありません。生きつ粋すいの軍人であらせられますので、王太子殿下ほどではありませんけれど、携けい帯たい糧りよう食しよくが続いても文句を言わない御方です」

　私はミレディに手伝ってもらいながらガウンを脱ぬいで、部屋着に着替える。それから、飾っていたピンをすべてはずして、髪を解いた。

「奥様は亡くなられてどのくらいたつの？」

「七年ほどになるでしょうか……王族の血筋の姫ひめ君ぎみでした」

「ご令嬢はその方のお子様なの？」

「はい。お世よ継つぎのレオン様と本日ご一いつ緒しよにいらしていたレナーテ様は公爵妃所しよ生せいのお子様方です」

「ご令嬢も、食べることがお好きなようね」

「アルハンの一族はわりあいそういう傾けい向こうにあります。武人が多いせいかもしれません」

　そういえば、食べることが身体を作ることだというのが、アルハン公爵家の家訓の一つだとナディル殿下からおうかがいしたことがある。

「ご子息の方はよく知らないけれど、軍人なの？」

「いえ。……レオン様は、軍にはお勤めではありません。アルハンに生まれながら文官気質の強い御方で、廃はい嫡ちやくの噂うわさが絶えません」

「どうして？」

　それから、マーゴに促うながされるままにベッドへとのぼる。

　この年齢で昼ひる寝ねなんて！　って思うんだけど、奨すすめられるのだから仕方ない。

「ごく普通の方なのです。それが、レナーテ様の評判が高すぎるせいで、悪目立ちしているようでして……」

「そうなの……」

　何かあんまり他ひ人と事ごとのような気がしない。私は立場こそとても特殊だけど、中身は本当に普通だから。

　リリアが上うわ掛がけをめくって、さあ寝ねろとばかりに場所を作ってくれる。

「それでは、妃殿下。二時間ほどお休みくださいませ」

「……うん」

　あんまり眠くないけど、と思いながらも目をつむる。

　もしかしたら、自分が思っていた以上に疲つかれていたのかもしれない。

　視界が閉ざされて三分としないうちに、私は深い眠りに落ちた。
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「……ティア。ルティア」

　誰かに名前を呼ばれた。

「……ルティア、起きなさい」

　ルティア、と私を呼ぶその声は、あまり抑よく揚ようがない。

　出会った当初はにこやかだったはずなのに、共に時間を過ごすにつれ、無表情になった。

（普通は逆だけど……）

　ナディル殿下は、親しい人に対するほどあからさまな感情を見せない。

（それは、常つね日ひ頃ごろの穏やかさやにこやかさが作っているものだから）

　身近な人に対するほど、作る必要がないとお考えなのだと思う。

（……ああ、ナディルさまの声だ……）

　もちろん、最初からナディル殿下の声だとわかっている。わかってはいても、半分夢に浸つかった意識の中では整せい合ごう性せいがとれた思考なんてあんまりできないわけで……。

（え？　ナディルさま？）

　ナディル殿下の声だと、明確に認にん識しきした。

　その瞬しゆん間かん、意識がさっと覚める。これ、私のなけなしの乙女心の為なせる技だ。

　薄く開いた視界に最初に映ったのは、流れる銀糸の雨を思わせる長い銀の髪。それから、氷蒼色の瞳ひとみ……ナディル殿下だった。

「……なでぃるさま？」

　起きたばかりで舌がうまく回らなくて、すごく舌足らずな口調になってしまう。

「そうだ。……ああ、やはり、少し熱があるな」

　額に当てられた手がひんやりとしている。

「え？　熱ですか？」

「ああ」

　寝しん台だいの上に身を起こしたけれど、別に怠だるさを感じたりはしなかった。

　どうやら、部屋には私達しかいないらしい。

「……大だい丈じよう夫ぶですけど」

　別に頭がクラクラしたりすることもない。

「……大事をとって休ませてやりたいところだが、すまない。夜会には顔を出してもらわねばならない」

「もちろんです」

　というか、ダメって言っても絶対に出席する。

（今日の夜会は特別なんだから……）

　私が初めて出席する夜会だから、というだけではない。

　今日の夜会は、ナディル殿下がご自分の名前で国家行事として開く初めての夜会だ。

　その席に、殿下を一人で出席させるなんて絶対に嫌だ。

（これまでお一人で参加していたことは仕方がない）

　私の年齢はかえられないのだから。

（……でも、もう私はナディルさまの隣となりを他の誰かに渡わたしたくない）

　ダーディニアの夜会においては、出席者の中で一番身分の高い者が最初に一曲踊おどる。そして、その後に皆みなが踊り始めるのがお約束になっている。

（だから、王族には必ず舞ぶ踏とうの教師がつけられている）

　ダーディニアで夜会と言えばそれは舞踏会を意味するほどに、社交と舞踏は切きり離はなせない。

　私も専任教師にみっちりと厳しく指導されたし、殿下とも何度も練習した。

（……楽しかったんだけどね……）

　殿下はとてもお上手だし、私も別に下手ではないのだ。達人というほどではないけれど。

　でも、私達は身長が頭二つ分余裕で違うので、見み栄ばえという点ではかなり見み劣おとりする。

（一応、成長期ではあるんだけど……）

　今、私が恐おそれているのは、成人しても身長差があまり縮まないかもしれないってこと。

　私はたぶんあまり丈じよう夫ぶな性質ではないのだと思う。ついでに、それほど身体も大きくない。どちらかというと小柄な方だ。同じ年齢の子と比べると、三歳くらいは年下に見られる。

　対する殿下はなかなかの長身で、しかも、細いけれどしっかりと筋肉がある。

　相対的に見ると、私と殿下には実際以上の年齢差があるように見えるのだ。

「……夜会の最初のダンスと挨あい拶さつが終わったら退出してかまわない」

「大丈夫です。本当に具合は悪くないんですよ」

　ちょっと暑いだけで。

「ご心配をおかけしてすいません」

　たぶん、リリアが報告したのだ。

　だから、殿下は無理をおして様子を見に来てくれたのだろう。……迷めい惑わくかけてごめんなさいって思うのに、殿下が来てくれて嬉うれしいと思う。ほんと、ダメだなぁ。

「いや……」

　寝台の上に腰こしかけた殿下は、私の目を覗のぞき込こんだ。

　何だかすごくこそばゆくて、照れくさい。

　抱だき上あげられて移動していた時代はもっと目線が近かったのに、今の方が恥はずかしくて仕方がないのはなぜなんだろう。

「……無理をさせる」

　すまない、という言葉は耳元で聞いた。

（……え？　……）

　抱だきしめられていた。

（え？　何？）

　突とつ然ぜんのスキンシップの意味がわからない。わからないけれど、ぎゅうっと抱きしめられていることは理解した。

（ど、ど、どういう意味なのかな？　これって！）

　背に回された腕うで……これ以上ないくらいに密着している状態で、わけがわからずに目をしばたたかせる。

　別に、これまでだってこれくらいのスキンシップがなかったわけじゃない。

　だって、『私』がこちらに戻ってきてから、殿下と一緒に移動といえば抱っこというのが定番だったのだ。

　でも、今みたいにこんな風にドキドキしたりはしなかった。……いや、ドキドキはしたんだけど、すぐに慣れた。

（でも、でも、何か違う……）

　違うのは私なんだろうか？　それとも殿下なんだろうか？

　背に回された腕……強く、強く守られているのだと頭ではなく、身体で理解する。

（……腕の中に閉とじ込こめられている感じ……）

　でも、それが全然嫌じゃないのだ。

（むしろ、嬉しい）

　そして、いつもだったら安心するはずなのに何だか落ち着かない気がして、身じろぎした。

　密着していた身体が離はなれ、殿下の手がそっと私の頰ほおに触ふれた。

「……ナディルさま？」

　少しひんやりと感じるのは、たぶん、殿下が言うように私に熱があるからなのだろう。

　見上げた私を見返す氷の蒼あおを帯びた瞳……その底に、知らない熱があった。

（……あ……）

　毎日お会いしていて見慣れたはずの殿下が知らない表か情おをしていた。

　空気が緊張の色を帯びて、少しだけ落ち着かない気分がする。

　私は、ナディル殿下が持つその熱に触れたいと思った────それが何かもわからないのに、欲ほしいと思う。

　撫なでるように動かされた手……異なる体温が、私と殿下を隔へだてていることを意識させる。

（境きよう界かいがある……）

　私と殿下を阻はばむそれ。

　私は私で、殿下であるはずがない。

（……そんなの当たり前なのに……）

　なのに、その境界に隔てられていることがもどかしい。

　熱があるせいで、こんなおかしな考えになっているのだろうか？　と考えて、同時に頭の裏側で理解していた。

（もっと、近づきたい……一緒になっちゃうくらいに近くに……）

　触ふれ合あった膚はだと膚の境目をなくしてしまいたい。

　そう思っているのは私だけじゃなかったのかもしれない。

　無言のまま、殿下がそっと私の額に唇くちびるを寄せる。
















（……これって……）

　柔やわらかな口付け……額に、こめかみに、目元に……優やさしく口付けの雨が降る。

　そのたびに……口付けが落とされた箇か所しよに小さな熱が生まれて、私はそれを身の裡うちで抱きしめた。

　くすぐったくて、何だかうずうずする、甘いような……あるいは、どこか甘あま酸ずっぱいような熱の欠片かけら。




（……あ……）




　唇に口付けられる……と思って目を閉じた瞬間、それほど大きな音ではなかったけれども明確な意思をもって扉とびらがノックされた。

　私を抱きしめている手から、力が抜ぬける。

　私もゆっくりとまぶたを開いた。

　殿下があからさまに不ふ機き嫌げんな顔で扉を睨にらみつけている。

「……ナディルさま」

　今のは、入室の許可を求めているノックだと思う、たぶんだけど。

　だから、それに許可を出してくれという意味で呼びかけたのに、殿下は不機嫌なままで口を開こうとしない。

「…………どうぞ」

　だから、私が許可を出した。ここは私の部屋なのだから問題はない。

　ふう、と殿下がため息を一つつく。

「あー、そろそろお時間なんですけど」

　困ったという表情で顔をのぞかせたのはフィル＝リンだった。

　なんていうか、いつも通りタイミングが悪いというか、間が悪い。

　殿下は気を取り直すように軽く頭をふり、それから、もう一度私の額に一いつ瞬しゆんだけの口付けを落とす。

「では、また後で。……ぎりぎりまで、休んでいなさい」

「はい」

　私は素す直なおにうなづいた。

　それから、ちょっとだけいたずらな気分が芽生えて、身を乗り出した。

　まるで内ない緒しよ話ばなしをしようとするような様子に見えたのだろう。

　殿下が身体を傾かたむけて私の方に身を寄せてくれる。

　伸び上がってその頰に、そっと口付けた。

　一瞬、びくっと殿下の身体が揺ゆれた。

（あ、驚おどろいてる）

　殿下を驚かせることができたことが嬉しくて、私は驚きに見開かれた瞳に満面の笑顔を向ける。

　そして、どういう顔をしていいかわからない、という様子で出て行く殿下の後ろ姿を見送った────ちょっと寂さびしいけれど、また夜になればすぐ会えるのだと自分に言い聞かせて。
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「失礼いたします」

　ややして殿下と入いれ替かわるように戻ってきたのは、リリアだった。

「妃殿下？　どうなさいました？」

「……何でもない」

　私は枕まくらにつっぷしたまま、くぐもった声で答える。

「何でもないようには見えませんが……」

「何でもないんです、本当に」

　ただただ恥ずかしいだけで。

（……何したの、私～～～[image: ]）

　柔らかな枕に顔をうずめ、じたばたと足をぱたつかせる。

　はっと我に返れば、己おのれの成した所業のあまりの恥ずかしさにいたたまれない気持ちが押おし寄よせてきて、どうしていいかわからなくなったのだ。

（だって！　だって！　あれ、私、自分からキスしなかった？　く、唇じゃないけど……）

　した。確かに私は殿下に自分からキスをしたのだ。

（は、はしたないって思われたかも……）

　そう考えると泣きたいような気分になる。

（寝ぼけていたんです～）

　頭がうまく回ってなかったのだ。

　でもそうしたかったんだもん、と言い訳したい気分もあって、すごく落ち着かない。

「……妃殿下、落ち込んでいるんですか？」

　枕から顔を上げ、ちらりとリリアの方を見れば、わずかに首を傾げて不思議そうにしていた。

「違います。落ち込んでいるわけじゃなくて、恥ずかしくて仕方ないんです」

「……王太子殿下と何かありまして？」

「別に何かあったわけじゃないです。ただ、えーと、自分の所業に絶望したくなっただけで……」

　本当に、何てことをしたんだ十分前の私!!

　恥ずかしいにもほどがある。

「ぎりぎりまで休ませるように、とのことでしたが、そろそろお支し度たくをお願いいたします」

「……はい」

　私は、どこか泣きたいような気分で殿下にどんな顔をして会えばいいのかを考え始めた。
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　夜会の席では、飲食をしないようにと言われている。

　これ以上食べなくて良いことにちょっとだけ安心した。

　夜会は舞ぶ踏とう会かいだから日中と違って食事はメインではない。でも、壁かべ際ぎわのテーブルにはいろいろな料理が並んでいるという。ビュッフェみたいに好きなものを好きなだけとっていいそうだ。

（まだ、ぜんぜん減ってない……）

　自分のおなかにそっと手をあてる。消化した感じはまったくしない。

「ルティア、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……はい」

　私は柔やわらかな笑みを浮うかべた。まだ微熱があるかなって思うくらいで特に気にするほどのことはない。

　さっきまでは、どんな顔をして会えばいいのかをすごーく思い悩んでいたけれど、別に気にする必要はなかった。

（何か、自然に笑顔が浮かぶの）

　殿でん下かを見ると、頰ほおが緩ゆるむ。

　一いつ緒しよに居られるだけで心が浮き立つ。

　私の腰こしに回される手……抱き上げられるのではなく、こうしてエスコートしてもらえることが嬉うれしい。

（こんなに嬉しいことがいっぱいで、どうしようって思ってしまう）

「寄りかかっていなさい」

「……大丈夫ですよ？」

　少し暑いと感じているだけで、別に眩め暈まいがしたり、歩けなくなったりするわけではないのだ。

「無理はしないように」

「はい。もちろんです」

　小声で会話を交かわす私達の前で、儀ぎ礼れい官かんが私と殿下の訪おとずれを高らかに告げ、合図のラッパが鳴らされる。

　大広間へと続く正面扉が重々しく開かれた。




（眩まぶしい……）




　きらめくシャンデリアはもちろんのこと、そこここに常じよう夜や灯とうが灯ともされている。

　これだけの灯火があると、電気ではなくとも夜を感じさせないくらいに明るくなる。

　やや甘あまみのある薔ば薇らの香かおりが漂ただよっているのは、高級な蠟ろう燭そくが惜おしげもなく使われているからだ。

「……どのくらいの人数がいらっしゃっているのでしょう？」

「最大で二百五十を少し超こえるくらいか」

　私たちはこっそりと言葉を交わす。

「二百五十……」

　それが、夜会の出席者として多いのか少ないのかはわからない。けれど、『私』が戻ってきてからそんなにも多くの人が一か所に集まっているのを見るのは初めてだ。

（……おしのびで連れて行ってもらったユトリアでだって、そんなにたくさんの人が集っていることはなかった）

　夜も賑にぎわう繁はん華か街がいでの様子を思い浮かべる。

「今日の夜会の招待状を送ったのは、男だん爵しやく以上の百二十八家だ。夜会には当主夫妻だけが出席できる。もちろん、妻がいなければ妻の代わりに娘むすめや婚こん約やく者しやを連れてきてもかまわない。ただし、妾めかけや愛人は不許可。だから、すべての家が二人ずつ参加するとしても最大で二百五十五人。そこに王族……私と君、それから、アルと双ふた子ごを足しても二百六十人だ」

　なるほど二百六十人と思いながら、開かれたドアから大広間に足を踏み入れる。

　ここは最も格式が高く、最も広い大広間で、それだけの人がいても詰め込まれているという感じはまったくしない。

　私達に向けられる視線……そして、張はり詰つめた空気に心がほんの少しだけ怖おじ気けづく。これが初めての夜会なのだから当たり前だし、こんな風に注目されることに私は慣れていない。

　そこから現実逃とう避ひするために別のことを考えようとして気付いた。

（……あれ、二百六十一人じゃないのかな？）

　私の考えたことがわかったのだろう。殿下はちょっと私に笑いかけて続けた。

「エルゼヴェルトの参加者が二人になることはない」

「あ、なるほど……え、夜会にも参加資格がないんですか？　公こう爵しやく夫ふ人じん」

　そういえば公爵は一人参加だよね、と思ってから、あれ？　後妻の人は参加資格がないのかな？　と改めて疑問に思う。

「単なる制度上、ルール上のことならば資格はある。彼女は公爵夫人で、今は正式な妻だから。でも、王家が主しゆ催さいする……あるいは、王族の出席する催もよおしに彼女は出席しない。というよりは、できないだろう。いくら東とう公こうといえど、私達の気持ちを逆なでしてまで夫人を連れて来る気はもうないはずだ」

「もう？」

「何度か連れて来たことがある。が、私やアル、アリエノールも彼女が来たら退出する」

　きっぱりと殿下は言った。

　私は、殿下にエスコートされて二つに割れた人ひと垣がきの真ん中を歩きながら、にこにこと両側の人たちに愛あい想そを振ふりまく。もちろん、誰だれが誰かなんてわからない。

　殿下も、こんな内容の話をしているとは思えないほどにこやかな表情をして、知ち己きらしい相手と目線だけで挨あい拶さつを受けたり、会え釈しやくを交わしたりしている。

「……根深いのですね」

「そうだ。……個人的な感情を政治的な判断に反映させてはいけないというのは本来当たり前のことだが、この一件だけは例外だ。別に公爵夫人個人がエフィニアに何かしたということはなかったが、彼女の存在と彼女の成したことがエフィニアを……王女を殺したのだと私達は考えているからな」

　うん。この話、何度聞いても現在進行形なんだよね。もう十年以上前のことなのに。

「……ナディルさまは、母が死んだことを私のせいだとは思わないのですか？」

「……なぜ、君のせいなんだ？」

　心底不思議という表情で殿下は私の方に視線を落とす。

「私を産んだせいで身体を損そこねたことが、本当の死因なのだと思います」

　私は皆みなに笑顔を振りまくために見上げていた視線を戻す。しょんぼりとした気分で足元を見た。殿下は私が下を向いた理由を理解したのだろう。私の背に添そえた手が、そっとなだめるように動かされた。

「……身体がさほど丈じよう夫ぶではなかったことも死因の一つではあるのだろう。だが、最も彼女を蝕むしばんだのは、公爵と当時は愛人でしかなかった公爵夫人の無神経な在ありようだった。愛人がいたことについては私がとやかく言うことではない。だが、領地での結婚式を終えたその夜に、同じ敷しき地ち内の離はなれに住まわせた愛人の元に通う新しん婚こんの夫に、エフィニアが心を痛めなかったと思うか？」

「いいえ」

　本当の気持ちは母本人にしかわからない、と言いたいところだけど、それだけはきっぱりと言い切れる。仮に政略結婚相手に心がなかったとしても、その初夜に夫となった相手が愛人の元に通うことを許せる妻はいないと思う。

（……ありえないことだけど、それを個人の感情としては許せたとしても、政略結婚ならば絶対に許してはいけないわけだし）

　政略だからこそ守らねばならない筋というものがある。

　公爵がしたことは、政略結婚の新にい妻づまをないがしろにしたというだけではない。妻の実家である王家をないがしろにし、この上ない屈くつ辱じよくを与あたえたのだ。

　そのことを今現在も、王家は赦ゆるしていない。亡なくなられた陛下はもちろんのこと、ナディル殿下もだ。

「この一件に関しては、君がどんなに口くち添ぞえをしようとも私は決して赦すことはない」

「え、なぜ私が望むんですか？」

「記き憶おくのない君は、公爵夫人に同情しかねないから」

「……私が一番大事なのはナディルさまなので、できる限りナディルさまの御心に添いたいと思っていますよ？　ナディルさまのお気持ちを無視してまで、顔も知らない公爵夫人のために口添えをする気は毛頭ありません」

　殿下の足が、一いつ瞬しゆん、止まった。

「ナディルさま？」

「……いや……何でもない」

　眼まな差ざしが和やわらぐ。

　いつも以上に甘あまく見えるその目の色に、私はにこっと笑った。殿下も笑みを返してくれる────たぶん、他の人には殿下が笑ったようには見えなかっただろうけど。




　そして、上座に置かれた豪ごう奢しやな二つの椅い子す……仮の玉座にエスコートされたときにはもう、私の中に夜会に対する緊きん張ちようなど欠片かけらも残っていなかった。
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　緩やかな弦げんの音が、耳になじんだメロディを小さく奏かなでている。

（『ランドルリーチェ』）

　元々はエルゼヴェルト地方の民族舞ぶ踊ようの曲で、その後、歌劇『春の女王』の主題曲となって誰もが知る人気曲となり、円えん舞ぶ曲きよくに編曲されて今では夜会で必ず何度か演奏される定番曲になった。

　この曲が夜会で一晩のうちに何度も演奏されるほど人気があるのは、『春の女王』が今も人気の歌劇であること、それから、曲が短くて踊おどりやすいせいだろう。

（……まだ、もうちょっと準備中かな）

　フルオーケストラがそろうと絢けん爛らんと花が咲さき誇ほこる様を思わせる堂々たるメロディになるのに、まだ弦が数本しか参加していない今は、どこか物悲しく聞こえる。

（あと、三分くらいかな……）

　頭の中で、流れるメロディに合わせながらステップの最終チェックをする。

　この夜会での目標は、とりあえずファーストダンスを滞とどこおりなく終わらせることだ。

（そもそも、私とナディルさまの身長差でダンスしようというのが、無理があるんだけど！）

　頭二つ分くらい違う身長差ではホールドするだけでも一苦労だ。

　だから、今日この日のためにたくさんの準備をした。

　もちろん練習もしたし、武器も用意した。

（私にとって、ここは戦場だ）

　初めての夜会。

　そして、ほとんど初めての社交の場。

　もう緊張はしていないけれど、少しだけ気は重い。

（……できる限り美しく在あること。そして、殿下の隣となりを占しめること）

　自分に言い聞かせる。それが、王太子妃である私の大切な役目だ。

　うっすらと施ほどこしたメイクも、艶つややかな真しん珠じゆを編あみ込こんだ新しい髪型も、それだけで一財産になりそうなガウンもそのための装備だ。……そして、今の私にとっての秘密兵器はこの小さな足を包む靴くつだった。

　ガウンと同布で作られた高さ十二センチのハイヒールは、見た目は大変エレガントな代しろ物ものだ。もちろん、熟練の職人によって丁てい寧ねいに作られたオーダーメイドである。

（この踵かかとで絨じゆう毯たんに穴が開けられそうなピンヒールは秘密兵器なんだから!!）

　光こう沢たくのある空色のシルクタフタに、いろいろな青の色合いのロゼフィニアがグラデーションで刺し繡しゆうされている靴は、ぱっと見は花束のようにも見える。地に刺繡しただけではなく刺繡素材を使った造花で飾かざられ、素材がよくわからないけれど白い踵ヒール部分には刺繡と同じくらいの繊せん細さいさでロゼフィニアが彫ちよう刻こくされている。

　ロゼフィニアというのは、七枚の花弁を持つダーディニアの国花だ。

　夜色を基本にさまざまな青の色合いのカラーバリエーションを持つ花で、王族の紋もん章しようのモチーフに必ず使われ、大学の校章にも使われている。

　大学の学徒の校章をのぞけば、ロゼフィニアで身を飾ることができるのは王族のみと決められている。そういう特別な花のモチーフで私の身を飾らせるあたり、ナディル殿下には何か思おも惑わくがあるのだろう。

（靴くつ下したもガウンもこの花だし……）

　ほとんどストッキングのような薄うす手での靴下は、靴と同じ刺繡職人の手による刺繡が施されたもの。空色のガウンはやはり同じようにロゼフィニアがモチーフだ。すべて一式、ナディル殿下がプレゼントしてくれたものである。

（ナディルさまの贈おくり物ものってものすごく素す敵てきなんだけど、お値段が凄すごそうなんだよね……）

　しかも、公式の場で一度着たドレスを再度公式行事に着ていくことはできない。

（もしかして、私、ものすごく貢みつがせてるのでは？）

　え？　これも、餌え付づけが成功しているおかげと考えるべきなんだろうか？

　ほどほどでいいのだけれど、どのあたりまでがほどほどなのかがわからないのが悩なやみどころだ。

　ランドルリーチェのどこかもの哀がなしくも聞こえるメロディは、演奏する楽器が増えていくごとに次し第だいに厚みを増していく。

（あ、金管が加わった）

　少しずつ参加楽器が増えてフルオーケストラがそろったところで、最初のダンスははじまる。

（……そろそろかな）

「準備はいいか？」

　こっそりと小声で問われる。

「はい」

　私はうなづいて、それから自分の足を見る。

　この年ねん齢れいでこんなハイヒールを履はくなんて、足に良くないことはわかっている。わかっていても、そうしなければいけない場面がある。

（これは、乙女おとめの意地なんだよ）

　クッションになるような中なか敷じきやら何やらで、この上なく足にぴったりとフィットしていても、やはりハイヒールはハイヒールだ。

（つまり、軽く拷ごう問もん的というか……まあ、負担ではあるよね）

　ハイヒールは履きこなすのに努力がいる靴だ。訓練がいると言いい換かえてもいい。

（最初は、ただ立つことさえ大変だった……）

　美しい立ち姿をキープできるようになるのに二週間。それから、リリアの及きゆう第だい点てんに達する歩き方ができるようになるまで、そこからプラス三み月つきかかっている。

（それから、本番と同じデザインの正式なガウンを着て、この靴で歩くのも大変だった）

　普ふ段だん着ぎと正式なガウンの一番の違いはスカート丈たけだ。花か冠かん前の私に許されるのは最も長くてミモレ丈とロング丈のちょうど真ん中くらい。普段着はだいたいミモレ丈なのだけれど、正式なガウンは最大限の長さで作っている。

（今回は、パニエのレースをのぞかせているからさらにちょっと長いかな）

　成人女性の踝くるぶしがちょうど隠かくれる丈ではハイヒールの意味がまったくないけれど、今のこの丈は、ハイヒールの足をとても魅み力りよく的てきに見せてくれる。注意しなければならないのは、ダンスの時にステップを間違ったらすぐわかってしまうということ。

　すべての楽器の音が揃そろうと、ナディル殿下が立ち上がった。

「……踊っていただけますか？」

　ナディル殿下が、私の前に跪ひざまずいて手を伸のべる。

「よろこんで」

　私はそっとその手に己おのれの手を重ねた。

　お互いわかっていても同じ問答を繰くり返かえす。様式美だ。

（……せめて、あと十……いや、二十センチは欲ほしいな……）

　これだけ頑がん張ばっても、そっと背に回された手の位置はかなり上の方だ。気を抜ぬけば、すぐに足は宙ちゆうに浮いてしまう。

（……うん。できる）

　目をつむって、深呼吸を一つ。

　それから、まっすぐと殿下を見上げた。殿下の眼差しが、私を案じる色を宿している。

　私は大丈夫だというように小さくうなづいた。

（視線が痛い……）

　もちろん、殿下に対しても熱い視線が注がれているけれど、この場で最も視線を集めているのは私だ。

（公式の場に出るのはほとんど初めてだからなぁ……）

　金管が澄すんだ高音を響ひびかせ、それに合わせてピカピカに磨かれた床の上で足を滑すべらせる。

　殿下はつないだ手を上にあげ、クルリと私を回転させた。

（足元は見ない）

　どんなにステップが危あやうかろうとも下を見る必要はない。

（殿下にお任せすればちゃんとリードしてくださるもの）

　クルクルと回りながらフロアを一周する。

　私はできうる限りの優ゆう雅がさでもって一緒に回りながら、柔らかな笑顔を振りまいた。
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「……ルティ」

　ナディが来たのは、ダンスが終わった直後だった。

　痛むつま先と攣つり気味のふくらはぎを気にしながら仮玉座の隣の椅子に座った瞬間、待ち構えていたかのようにやってきた。

　いつも思うけれど、ナディは時々すごくせっかちだ。

（あ、これ、終わるの待ってましたね。絶対）

　三分足らずの曲を踊るだけで精いっぱいだったので、ナディが来てくれてすごく嬉しい。ナディとお話ししていれば次のダンスに誘さそわれることはない。私はこっそりほっと一息ついた。

「……王太子殿下、妃ひ殿でん下かとお話しさせていただいてもよろしいですか？」

　ガウンをつまんで略式の挨拶をした後、ナディは、やや思いつめたような表情で口を開いた。

　最初は殿下とはまともに会話ができなかったナディだけど、何度も私のところに遊びに来るうちに慣れたみたいでだいぶ緩かん和わされていたのに、久しぶりに顔色が悪くなるくらい緊張している。

（まあ、兄きよう妹だいの親密さはあんまりないけど……）

　たぶん、殿下は自分が庇ひ護ごする対象ではない異母妹いもうとにどう接するべきなのかよくわかっていないのだと思う。

　もちろん、私も正解を知っているわけじゃないし、そもそも正解があるようなものでもないけれど、殿下のナディへの接し方は王太子が貴族令れい嬢じように対する時のそれでしかない。強しいて言うならば、名で呼ぶことだけが特別なくらいだ。

「構わない。……ルティア、ナディアとここにいなさい。飲み物を持ってこよう」

「ありがとうございます」

　大変の気の回る殿下は、私とナディを二人にしてくれる。

　自分がいたらナディが話しにくいということを理解しているのと同時に、私が熱があるせいで暑く感じているから冷たいものをと考えてくれたのだと思う。

　夜会の席では何も口をつけないようにと言われているけれど、殿下が持ってきて下さるのならば話が別だ。

「どうしたの？　ナディ」

　どう話していいかわからない様子のナディに、私から声をかける。

「ルティ、ごめんなさい」

「え？」

　いきなり謝あやまられて首を傾かしげた。

　視界の端では皆が思い思いに踊っていて、大広間は曲と同じ春の庭のように華やかだ。

「……いきなりこんなことを言って本当に申し訳ないのだけれど」

「……どうぞ」

「あのね……その……」

　躊躇ためらうナディは、何度も言いかけながらもなかなか言葉にできなくて口ごもる。

「……ナディ？」

　仮の玉座は上座に置かれていて、皆は一定距きよ離りからは近づかない。別に仕切りがあるというわけじゃないけれど、そういうルールなのだ。

（視線は痛いくらいだけど！）

　ナディは王族だから、自分から来ることができる。でも、王族ではない者は、呼ばれない限り自分でここまで来ることができない。

　そして、王女であるナディが私と話している限り、他の人間は彼女を押しのけて私に話しかけることはできない。

（王宮儀礼ってほんと細かいから……）

　でも、だからこそ、殿下は私とナディをここに置いて席を外したのだと思う。

　そうでなければ、私に過保護な殿下が私達だけで置いていくはずがない。

（この夜会での最大のお仕事は終わりましたからね。あとは、ナディルさまの隣でにこにこしてるだけです）

　退出しても構わないと言われているけれど、ダンスが終わってすぐに部屋に戻ったら、いかにも義務のためだけに出て来たみたいだから、ちゃんとタイミングははかるつもりだ。

（それに、ちょっと牽けん制せいもしておきたいんですよね！）

　とりあえず、いろんな噂うわさだけが先行している状態だからここで一つ、私と殿下は、実はすっごい仲良しなんですよ！　っていうところを見せておきたいのだ。

　私だっていろいろ腹黒く企たくらむのです。

「ナディ、新しいガウンですね。やっぱり、オレンジ色似合いますよ」

　私はナディににっこりと笑いかけて、話をかえた。

「ありがとう。この髪色に合う色は限られてるでしょうから……ルティが私にもオレンジが似合うって言ってくれたから」

　素す直なおなナディは嬉しそうにその話にのってくる。ナディは、ファッション関係の話が好きだし、流行にも詳くわしい。流行を作り出すタイプではないけれど、情報収集は欠かしていないのだ。

「ええ。すごく似合ってます」

　ナディのガウンはピンク系統が多かった。それも、割とどピンクな色合いの物が。

　もちろんナディに似合う色ではあったけれど、ちょっと子供っぽかったのは事実だ。

（同じピンクでも、もっと淡あわいものや、サーモンピンクっぽいのとか、グレイッシュピンクっぽいものだと違うと思うんだけど……あとはデザインよね）

　今の流行はレースが過か剰じようなくらい使われているものだ。これはある意味、財力の誇こ示じでもある。手編みのレースはすごく高価で、その模様が細かければ細かいほど値段は上がる。

　ナディの今日のガウンは二人でデザインを考えた。

　レースは流行ではあるけれど多用するのはどうかと思うので、使い方はポイントを絞しぼった。オレンジのガウンの色自体よりもやや淡い色合いのレースを胸むな元もとと袖そで口ぐちに使っている。手て袋ぶくろは白だけど、オレンジの小花の刺繡を散らしてある。

　成人しているナディの夜会用のガウンはデコルテを開いて、その胸元を大ぶりの首くび飾かざりで飾った。……このあたりは流行通り。基本を押さえつつ、自分なりの個性を出したっていう感じにまとめてある。

「その真珠の首飾りは、お母さまの物では？」

　見たことのあるデザインだった。

　白い小こ粒つぶの真珠と大おお粒つぶのコンクパールとで美しい模様を編み上げたそれは、ナディのお母さま……アルジェナ妃殿下の自じ慢まんの一品だったはずだ。

「そうよ。母からもらったの。もう大人なのだからって」

　ナディはちょっとだけ嬉しそうだ。

　ナディによればアルジェナ妃はつまらない嫉しつ妬とで、私に何かしようとしたりとか、ナディの生活の端はし々ばしに至るまで口うるさいこととか、ナディの結婚についてああでもないこうでもないといつも文句ばかりでどんな候補も結局、却きやつ下かすることとか……そのくせ、嫁いき遅れる心配ばかりしているのだという。

　うんざりするのに、何だかんだ言ってもお母さまのことを嫌きらいにはなれないのだと言っていた。

（どこの世界でも、こういう悩みは一緒なんだな）

　私はあちらでは十代の終わりに、こちらでは生まれた直後に亡くしていて、母という存在とあまり縁えんがないから話に聞くだけだけど。

（少し、羨うらやましい……）

　私には、近しい血けつ縁えん関係……つまるところ、親子や兄弟や姉し妹まい関係……にある疎うとましく思うほどの近しさを理解できない。

　あちらにおいても、こちらにおいても、『私』は家族の縁に薄うすいからだ。

（それでも、話にはよく聞くから……）

　口に出して言えば、あなたにはわからない、と言われるだけなので、私はそっと口を閉ざして話に耳を傾かたむける。そのせいで聞き上手と思われていて、実例だけはかなり豊富に知っていると思う。

　ナディの場合、アルジェナ妃殿下が郊こう外がいの離り宮きゆうに行かれて物理的に離れたことで、ほど良い関係に落ち着いたように思える。

　近すぎると嫌いやなことが目に付いて細かいことで角つのを突つき合あわせるけれど、離れていると互いに思いやることができるようになる。

「美しい真珠ばかりですね。さすがアルハン」

　真珠、と言えばアルハンの特産だ。だからなのか、アルジェナ妃殿下のアクセサリーは真珠がとても多かった。

　赤い髪だと白い真珠が映はえるということもある。

「白い真珠が一番人気があるのだけれど、真珠にもいろんな色があるの。中でも、これに使われているような薄うす紅べにのパールはすごく珍めずらしいのよ。伯お父じ様が次の誕生日に髪飾りを贈おくってくださるというから楽しみにしているの」

「へえ」

「ルティのガウンも素敵ね。王太子殿下はいつもご趣味がいいわ」

「……なんでそこでナディルさまなんです？」

「だって、ルティの物は全部王太子殿下のご指定でしょう？」

「そうですけど……え？　それ、有名ですか？」

「有名っていうか……基本、妻の身を飾る品は夫が贈るものだもの」

「……ああ、なるほど」

「基本っていうだけよ。ルティの場合は、お父様やユーリア様からいただいたり、亡くなられたお母様から受け継いだ物や、実家からの献けん上じよう品ひんなんかもあるでしょう？」

「ええ、そうですね」

「でも、こういう改まった席ではできるだけ王太子殿下のものにしておくのよ」

「はい」

「……そのカフリンクス、殿下の物でしょう？」

　真顔になったナディが私のガウンの袖口を注ちゆう視しする。

「ええ。……殿下がつけてなさいって」

　昼餐会のガウンから着替える時もリリアたちは忘れずにこれを付つけ替かえたのだ。

　幸いというか、計算通りなのか……紫むらさき水ずい晶しようは、私の今日の空色のガウンともよく合っている。

「いただいたの？」

「え、貸してくださっただけだと思いますけど？」

「そんなわけないじゃない。使いなさいってことは下さったってことよ。それに、殿下が新しく使っていらっしゃるカフリンクス、青せい玉ぎよく石せきだもの、ルティの色じゃない」

「え？」

「やだ。気付いてなかったの？　あれ、貴女あなたの瞳ひとみの色そのものの色合いよ。すごーくあの色探したと思うわよ」

「え？」

「あんなに濃こい色合いの青玉石は珍しいし、加工してあるとはいえかなり大きいと思う」

　ちょっと、何言うんですか、ナディ！　こんなところで!!

　顔がすごく熱い。絶対に赤くなってる！　と思って、慌あわてて扇おうぎで隠す。

「それに、その靴もとっても素敵ね」

「あー……見た目はとってもかわいいんですけど、これ、結構、拷問靴なんですよ」
















「拷問って……え？　大丈夫？」

「ええ。……すごく綺き麗れいで可か愛わいいんですけど、訓練しないと履けないんです。踵が高いから、慣れない人だとよちよち歩きになるんですよ」

「え、そうなの？」

「そうなんです。ここだけの話、私とナディルさまが何とかダンスを踊るための苦肉の策です」

「……身長差があるものね」

「ナディとエオル殿下が羨ましいですよ。あんまり差がなくて」

　ナディのパートナーは双子の兄弟のエオル殿下だ。

　おそらく、どちらかに婚約者ができるまではずっとそうだろう。

「双子だから……でも、エルは不満みたい」

「何がです？」

「私とパーティーに出るのがよ。不満だったらさっさと婚約でも何でもすればいいのに」

「それ、お互い様になるから言わないほうがいいですよ」

「そうなんだけど……」

　ナディは不満げに少しだけ口を尖とがらせる。

　そんな他愛のない話をしていたからか、ナディの顔色が少し良くなった。だんだんと落ち着いてきたのだろう。

「……それで、どうしたんです？」

　何か困ったことでもありましたか？　と話を促うながすと、ナディは小さく首を横に振った。

「……私じゃないの」

「ナディでなければ、エオル殿下ですか？」

「違うわ」

「では、誰の困ったことなんです？」

「貴女よ、ルティ」

「私？」

「ええ。……私の従姉いとこ……アルハン公爵令嬢であるレナーテを知っていて？」

「はい。今日の昼餐会でお会いしました」

　あの食べるの大好きっぽいご令嬢ですよね。

「……もしかしたら、レナーテが後宮に入るかもしれないわ」

　周囲が憚はばかられたのだろう。ナディは扇で口元を隠して、ものすごーく小さな声で言った。

「……えーと、それは、ナディルさまの妃として、という意味ですか？」

　私も自分の扇で口元を隠して問う。

　寝耳に水の話だけど、ナディはたぶん令嬢側から聞いたのだから、間違いというわけではないのだろう。

（ナディルさまに話がとおっているかどうかは別にして）

「ええ」

　ごめんなさい、とナディが顔を伏ふせた。私には何もできなくて、とつぶやく声こわ音ねに口く惜やしさが滲にじんでいた。別にナディが謝ることじゃないのに。

「ナディが気にすることじゃないですよ」

「でも……アルハンから、貴女のライバルを送り込むなんて」

　ナディは己が王女であることをよく理解している。そして、同時に母の実家であるアルハン公爵家とのつながりを大切にしていた。

「……ライバル、ですか？」

　ピンとこなかった。

（というか、私が産んだ子供しか世よ継つぎになれないことがわかっているのに、自分の娘を妃にというのはどういう意図なんでしょうか？）

　ライバルというには最初から立場に差がありすぎる。

　他の国であれば、子供さえできてしまえばこっちのものだと考えるのかもしれないけれど、ダーディニアではそれはあり得ない。

　それに、昼餐会でお目にかかった限りでは、アルハン公爵もご令嬢も悪い方には見えなかった。

（悪い方っていうか……裏で腹黒く立ち回るタイプじゃないですよね、お二人とも）

　人は見た目ではわからないというけれど、見た目でわかることだってたくさんある。

　裏で立ち回るタイプなのは、おとーさまとか、殿下とかだろう。

「レナーテ様は、ナディルさまのことがお好きなのですか？」

　昼餐会の様子を見る限り、そういう気配はなかったのだけれど。

「……たぶん、そういう意味では別に好きじゃないと思うわ。……レナーテの好きな人を知っているわけじゃないけれど」

　ナディは少し考えてから、口を開いた。

（ナディルさまを好きで好きでしょうがなくて、ただ傍にいたいからってわけじゃないのか）

　そういう理由で押しかけ嫁に来るというのなら、話はわかる。令嬢を殿下の第二王おう妃ひとしても、今の状じよう況きようではアルハン公爵家としてはまったくメリットがない。むしろデメリットの方が多い。それでも、娘の希望を叶かなえたいというのなら納得できる。

　でも、そうではないというのなら、一体何を考えているのだろう？

「……あの、失礼ですけど、レナーテ様って公爵家で持て余されているのですか？」

　扇を持ち直し、その陰かげで再びこっそりと尋たずねる。

「え？」

　ナディが目を丸くした。何を言われたのかわからない、という顔だ。

「そんな風には見えませんでしたけれど、アルハン公爵に嫌われているとか？」

「ないわ。それは絶対にない。……伯父様にとってレナーテは自慢の娘よ。だからこそ、これまで再さい婚こんもさせずに手元に置いていたのだから」

「再婚？」

「……遡そ及きゆう離り婚こんしているから。形式上はレナーテは未み婚こんの公爵令嬢だけど、本当は一度結婚しているのよ」

「へえ……」

　昼餐会前に簡単に教えられた出席者のプロフィールやその後に教えてもらったいろいろな話の中に、その情報はなかったように思う。

「結婚していた相手は私達の従兄いとこなのだけれど……身体が弱くてね。まあ、だからこそ身内で、当時からしっかりしていると有名だったレナーテが花嫁に選ばれたの。レナーテが公爵家を差配することも考こう慮りよの上でね」

「お相手はもう亡くなっているんですね？」

「そうよ。結婚生活なんてほとんどなかったんじゃないかしら」

「……それは哀かなしいことですね」

「そうね。……でも、そういえば、レナーテはその時のことは全然話さないわ」

「遡及離婚をなさったのでしたら、表立って口にできることではありませんから……」

　誰もが知っていることであったとしても、教会がその記録を抹まつ消しようした以上、それはなかったことなのだ。口にできるはずがない。

（そこまでして未婚にした令嬢を、第二王妃にする理由はまったくないと思う）

「……意味がわかりません」

「……何が？」

「アルハンのメリットがまったくありません」

「でも、レナーテはもう子供が産めるわ。後宮に入れば、たぶん、ルティよりも先に子供を産む」

（もし実現すればそうですけど。……でも、その子供は玉座に座れないんです）

　言葉にはできないけれど、それは決定事項だ。

「……たとえば、レナーテ様がナディルさまの第二王妃になって、子供が生まれて……それで、私が後で子供を産んだら、どちらの子供が後を継つぐと思います？」

「…………たぶん、ルティの子供だと思う」

　少しだけ考えて、ナディが言った。

「ええ。私もそう思います。では、ナディにわかるそういうことがアルハン公爵にわからないと思います？」

「ううん。伯父様は剣けん術じゆつ馬ば鹿かだけど、それはわかるわ。それに、伯父様はレオン……後あと継つぎの息子よりもレナーテに婿むこを取って継がせるつもりじゃないか、なんていう噂もあったくらいだから、レナーテに後宮にあがることを奨すすめたって聞いて私もちょっとびっくりしたくらいなの」

「……逆にそのせいかもしれませんね」

「え？」

「公爵は後継ぎを替かえるおつもりはないですけれど、レナーテ様を大事にしていたらそういう噂が出てきてしまった。……否定しようにも、そういうことって面と向かって聞く人間がいませんから、否定のしようがありませんよね」

「普通、聞けないと思うわ」

「でも、否定しないと後継ぎのレオン様にも、レナーテ様にも外がい聞ぶんがいいことではありませんから……特定の個人の名をあげるといろいろ噂になったり問題になりますけど、そこでナディルさまの名をあげるのはセーフだと思うんですよね」

　殿下の元にあがるという話をすれば、後継ぎに関する公爵の真意がどこにあるのか察することは難しくない。

「せーふ？」

　ナディが可愛らしく首を傾げる。

「えーと、大丈夫ってことです。ナディルさまの元にあがるとかあがらないとかというのは、話だけなら毎日山盛りですから、決まるまで誰も本気にしませんし、その話が立ち消えても誰も気にしないでしょう」

　少なくとも、私は本気にしない。

（それに、何か違うんですよね。レテーナ様って……）

　昼餐会でお会いした印象だけしか知らないけど、殿下狙いのご令嬢方とは一線を画かくしているのだ。

（ナディの考えすぎだと思うんですよね、この話）

「でも、そういう話をレナーテ様やレオン様にしておけば、お二人にもちゃんと公爵のお考えが伝わると思うんです」

「そうね」

（あと考えられるのは、公爵がよっぽど殿下に心しん酔すいしてる場合かな……）

　その場合は、レナーテには酷ひどい話になるだろう。

「……もし、本当にそういう話になったら私、絶対に反対するから！　だから、ルティ、私のこと、信じてね」

「もちろんです」

　互いに扇の陰かげで内ない緒しよ話ばなしをする私達の姿は、おそらく会場中の注目の的だっただろう。

　それがどういう意味を持つのか……第三者の目にどういう風に映るかを私はわかっていなかった。




「ルティア」

「……ナディルさま」

　振ふり向むくと、そこには殿下がいた。

　手にはガラスの杯カツプを二つ。

「少し、飲みなさい」

　殿下は一口自分で口にしてから、私に杯を手渡す。わざわざご自分で毒味をして下さったのだ。

「ありがとうございます」

　中に入っていたのは檸檬れもんの輪切りを浮かせたハーブ水だ。

「……これは？」

　舌にとても慣れた味だった。

「秘書官が、君にはこれだと君の厨房からこちらに持ち込んで用意していた」

「まぁ、ラーダ子し爵しやくにお礼を申し上げておいてくださいませ」

　殿下が昼餐を完食したのがそんなにも嬉しかったんだろうか。

　口にするかわからない私の飲み物まで準備してくれていたなんて、有あり難がたい心こころ遣づかいだ。

「……ナディア」

「え、あ、はいっ」

　相変わらずナディは、殿下に弱い。

　名を呼ばれただけで、しゃちほこばったすごーく怪あやしい動きになる。

（ほんと、可愛いなぁ、ナディ）

　たぶん、ブラコンなんだと思う。

（ナディルさまのご兄妹は皆そうだわ）

「どうぞ、ナディア姫ひめ」

　殿下の後から顔を出し、ナディに杯を差し出したのは、レイモンド・ウェルス執しつ政せい官かんだ。

　フィル＝リンほどではないけれど、何度かお話ししたことがあるので顔なじみと言ってもいいだろう。

「ありがとう」

「中は妃殿下と同じですよ」

　私の方を窺う緑の瞳に、すぐに教えてあげた。

「いつものハーブ水です」

　ナディは少し安心した表情で杯に口をつける。

「……私、ハーブ水をいただくようになってから、おなかを壊こわさなくなったわ」

　私の宮では、生のままでは水を飲まない。

　お茶だったり、ハーブ水だったり……最低でも湯冷ましを用意している。

「ああ、それは、火をいれるからですね。生水はあまり飲まないほうがいいですよ。私も飲まないようにしています」

「一度沸わかしたほうがいいってこと？」

「ええ。……ハーブ水は、ハーブを煮に出だすために沸かしていますから、殺さつ菌きんされるんです」

「さっきん？」

「はい。えーと……生水にはおなかによくないものが入っていることもあるんですけど、沸ふつ騰とうさせるとそれがなくなるので……」

「そう。……今度から、私の宮でも飲み物は全部沸かしたお水を使うようにするわ」

「それがいいですね」

　あと大事なのはうがいと手洗いですと教えておく。

「わかったわ。……ルティ、少し体調が悪いのではなくて？　顔色が良くないわ」

「そうですか？　……自分ではあんまりわからないんですけど、少し熱があるみたいなんです」

　たぶん、わりとアドレナリンが過剰分ぶん泌ぴつ中ちゆうなんだろう。疲ひ労ろうとか体調悪いのとかがあまりわからない。

「……ダンスももう終わってるのだから、部屋に下がっても良いんじゃないかしら。無理はしないで」

「ええ。ありがとう、ナディ。……落ち着いたら、またお茶しましょうね」

　私の言葉に、ナディがぱあっと表情を明るくする。

「ええ。……それまでにもう少しレナーテから話を聞いておくわ」

「ありがとう」

　またね、というように、そっとお互い手を振り合った。





[image: ]






「……話は終わったか？」

「はい」

「では、そろそろ部屋に送ろう」

　殿下が立ち上がるのと同時に、周囲の視線もまた動く。

「よろしいんですか？」

「ああ」

　殿下とお話しをしていた黒髪の鋭するどい目つきをした人が、私と殿下を何度か見比べて、目をしばたたかせる。そして、その人は流れるような動作で膝をついて乞こうた。

「……王太子殿下、どうか私に妃殿下をご紹しよう介かいくださいませんか？」

「……不本意だ」

　殿下がボソリとつぶやいた。

（……不本意って何が？）

「この期ごに及およんで往おう生じよう際ぎわが悪いと思いますが？」

　くすくすと笑い声がする。

「……致いたし方があるまい」

　ナディル殿下は深いため息をついて言葉を続けた。

「……ルティア、これはディハ伯爵クロード・エウス。北ほつ公こうの嫡ちやく孫そんで妹の夫だ」

「……素直に義弟おとうととおっしゃって下されば良いのでは？」

「まあ、そうとも言うな。だが、私にとっておまえは義理の弟というよりは副官という認にん識しきが強いからな」

（フィルが右みぎ腕うでなら、この人が左ひだり腕うでってところなのかな……）

　ナディル殿下の空気が少し和らいでいる。

　たぶん、殿下にとって特別な人なのだ。

「……ありがとうございます」

　クロードは、わかりにくいけれどほんの少しだけ頰を緩め、そして私を見上げた。

「ご紹介に預かりました、クロード・エウスと申します。かつて、殿下が近この衛えに在ざい籍せきしていた当時、副官としてお仕えさせていただいておりました」

（ああ、この人が……）

　殿下のお話にたびたび名が出ていた。

「うかがっております。……どうぞ、今後とも殿下に忠実にあってください」

　軽く目礼して、手を伸べる。

「はい」

　クロードは私の手をとって、そっと唇くちびるを寄せた。

　これ、すごく恥はずかしいけど、王太子妃が男性貴族から挨拶をうけるときの一いつ般ぱん的てきな作法なの。

　手を伸べて甲こうに口付けを許すのは、あなたの忠誠を受けますよ、という意味だ。もちろん、手袋はしたまま。

　手袋を外した手に口付けを許すのは、特別な意味になる。

（そもそも、公式行事の席で手袋なしというのはありえないけどね）

　顔を上げたクロードは微び妙みような表情で何か問いたげに私を見る。

　私は問われている意味がわからなくて首を傾げた。

「……では、クロード、あとは頼たのむ」

　殿下はもちろん完全スルーだ。そして、今度こそ私の退出のために手を差し伸べる。

「かしこまりました」

　クロードは軽く肩をすくめると恭うやうやしく頭を下げた。

「よろしいのですか？」

　私は殿下の手に自分の手を重ねながら問うた。

「構わない。元々、私はあまり夜会には出席しない」

　そう。こういう夜会への出席をいつもされていたのは陛下だ。

　ナディル殿下の仕事量を考えたら、今後の夜会の出席は必要最低限になるだろう。つまり、国王となったナディル様がご自身で主催されるものだけになるのだと思う。

「私が代理で出席できるようになればいいのですけれど……」

「必要ない。代理なら執政官でも、秘書官でもかまわない」

「そうなのですか？」

「ああ。彼らが代理で出席できないようなものは、元々、私が絶対に出席しなければいけない類たぐいのものだけだ」

　痛む足をおして、殿下のエスコートで出口へと足を向ける。

（あともう少し……）

　もの言いたげな人々には、笑みを浮かべて手を振った。

　ダーディニアでは、下位の者が高位の者に話しかけることは不作法とされている。だから普通なら、ナディル殿下にも私にも自分達から話しかけることはしない。

　なのに、声がした。




「ごきげんよう、王太子殿下」




　おっとりとした声音はどこか不思議な艶やかさを帯びている。

（……グラーシェス公爵妃エレーヌ様）

　昼餐会でお会いしたその人が柔らかな笑みを浮かべてこちらを見ていた。

　殿下は冷ややかな一いち瞥べつを公爵妃に向けたが、公爵妃は殿下の険しい表情にはまるで気づかないかのようににっこりと笑った。

「殿下、どうか、お時間をいただけませんこと？」

　小さく首を傾げる。たぶん、自分が断られることなど考えたことがないのだろう。

　だが、殿下はあっさりと一いつ刀とう両りよう断だんした。

「断る」

　公爵妃が何を望もうとしているのかまったく私にはわからなかったけれど、ナディル様が断ってくれたことが嬉しかった。

　さっきまで何も感じていなかったのに、少し気がゆるんだのか今は身体が重い。一気に身体に重石おもしがのしかかってきたかのような疲労を感じていた。

（別に薬なんか飲んでなかったけど、まるでドーピングが切れたみたいだ）

　頭や身体は重く感じるのに、足元だけがふわふわしている。

（……眩暈がしてるのかな？）

　一刻も早く宮に戻りたかった。

「……殿下、私が大おお伯お母ば様にお願いしたのです」

　公爵夫人の背後から見知らぬ女性が顔を出す。

　ナディル殿下の表情がさらに冷ややかなものになった。

「アルティリエ妃殿下、どうぞ、私が王太子殿下のお時間をいただくことをお許しください」

　先ほど、殿下がはっきりと断ったからか、私を名指しした。

　淡い金の髪に紫の瞳……年のころは二十二、三といったところだろうか。でも、こちらの貴婦人と呼ばれる人達は美容にとても力をいれているせいか、皆若く見えるので、もう少し年上かもしれない。

　私は返事をする代わりに軽く首を傾げて、どうしましょう？　というように、殿下を見上げる。可であれ不可であれ、ここで返事をしてしまうと彼女の不作法を許したことになる。

（……幼い私なら聞き入れると思うのは大間違いです）

　これを許してしまうと、この先、こんな風に一方的に呼び止められることをすべて許すことになってしまう。

　まあ、いろいろ理由をくっつけても、結局のところ私は、虎とらの威いを借るキツネ的な必殺技わざ『殿下に丸投げ』を出すだけなので、殿下にお任せしますという顔でぎゅっと殿下の手を握にぎり締しめた。

　瞬しゆん間かん、ゾクリと悪お寒かんがした。何かこう背筋がひんやりとしたものに触ふれたような……。

　そぉっと私は上を見る。

　何度見ても美しいその顔に、笑みが浮かんでいた。
















（……あ……）

　これ、すっごくヤバいやつ！　と反射的に理解した。考えるとかそんな間もなく、ただ本能がそう判断した。

　穏おだやかでにこやかな笑み……まるで上じよう機き嫌げんに見えるほどの。

　でも、これ反対なのだ。絶対に怒おこってるから！

「……グラーシェス公爵」

　低い低い声で殿下が老公爵を呼んだ。

　さざめいていた空気が凍こおり付ついたように静まり返ったため、その声は思いのほか会場に響いた。
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「ごきげんよう。フィル＝リン」

　どこか冷ややかな響ひびきの声がした。

　ギクリとして恐おそる恐おそる振ふり向むく。

　淡あわいミントグリーンに金糸で大輪の薔ば薇らを縫ぬい取とったガウン姿。豪ごう奢しやな装よそおいをあたりまえのように着こなした貴婦人が口元に扇おうぎをあてて笑っていた。そう。口元が見えていなくても笑っていることが俺にはわかった。

　一児の母とは思えないすらりとしたプロポーション……ナディルと同じ色合いの銀の髪を複雑に結ゆい上あげ、緑を基調とした宝玉をちりばめた髪留めを飾かざっている。そのほっそりとした首元にはグラーシェス公こう爵しやく家けに伝わる『緑の王の庭』と呼ばれる素す晴ばらしいエメラルドの首くび飾かざりがきらめいていた。

（どっからどう見ても大貴族の正夫人ってやつだな）

　あんまり会いたくないが、たぶん、会うだろうと予想していた相手だ。

「……こんばんは、ディハ伯はく爵しやく夫人。相変わらずお美しい」

　ディハ伯爵夫人……アリエノール・ナルフィア王女だ。

　アル殿でん下かとは年子……シオン猊げい下かの二歳年長の第一王女は、長ちよう兄けいであるナディルに殊ことの外ほか懐なついていたため、俺ともそれなりの面識がある。

（幼おさな馴な染じみっつーか、まあ、そんなもんだな）

　あちらがどう思っているかは知らないが。

「そんな心にもないお世辞は言わなくてもいいわ。どうせフィルの目にはわたくしなど、幼い頃のちんくしゃな小こ娘むすめのままなのでしょう？」

　くすり、とおかしげな表情を見せる。

「あー、人妻となり、お子もおられる方を小娘などとは……」

「だって、どれだけ美しく装っても、フィルは見み惚ほれてくれないものね」

（それは、中身を知ってるからだっての）

「俺には、幼い頃の印象が強すぎましてね……」

　あははは、と空笑いをしてごまかす。

　口を開かずにいれば、いかにも王女然とした美び貌ぼうの姫君に見える。

　けれど、中身はなかなかのもので、男に生まれなかったことをよく残念がられた。

　ユーリア王おう妃ひ所しよ生せいの末まつ弟ていであるシオン猊下にやや女性恐きよう怖ふ症しようの気があるのは、何もユーリア第一王妃殿下のせいだけではない。この目の前の美しい貴婦人の責任も多分にあるだろう。

　言葉を飾らずに言うならば、どうしようもないじゃじゃ馬のはねっかえりだ。

（どれだけ大人しやかに見せてはいても、三つ子の魂たましい百までっつーくらいだからな。ぜってー、見せかけに決まってる）

　ディハ伯はく爵しやくクロード・エウスと彼女の結けつ婚こんが決まった時には心底驚おどろいたし、クロードを勇者として称たたえもした。

「あー、何か御ご用ようですかね？」

「久きゆう闊かつを序じよしたかっただけよ。……王都に来るのは久しぶりなんだもの」

「ああ……そうですね」

　結婚してしばらくは王都の屋や敷しきで過ごしていたが、翌年には領地の方に行ったはずだ。

「……あれが、お兄様が溺でき愛あいしてるっていう幼おさな妻づまなのね」

「……伯爵夫人、その棘とげのある言い方はやめた方が良いと思いますよ」

　視線の先ではちょうど、ファーストダンスが始まったところだった。

　ダーディニアにおいて、夜会はダンスからはじまる。

　堅かた苦くるしい挨あい拶さつなどはなく最も身分の高い者が最初に踊おどり、それが終われば後は自由に踊っていい。

　踊りが苦手だったり、嫌きらいな者は踊らなくともかまわないし、そういう者は壁かべ際ぎわのテーブル席で料理を楽しんだり、ダンスのために奏かなでられる音楽を楽しんでもいい。

　そうやって互たがいにいろいろなものを楽しみながら交流していくのが、ダーディニア貴族の社交だ。

「あら、わたくし、何か間ま違ちがったことを言って？」

　睥へい睨げいするその瞳ひとみの色もナディルとよく似た色合いの蒼で、幼い頃のアリエノールは、自分がナディルと同じ色を持つことを何よりも自じ慢まんにしていた。

「間違ったことを言わなければいいというわけじゃないし、今の言い方には悪意がありますから」

　あとで殿下に報告しておきますね、と言うと、アリエノールはあからさまに顔色を変えた。

「……ちょっと待って、別に何かしたわけじゃないじゃない」

「今の言い方は、する気があったということですね」

（まったく、このじゃじゃ馬は！）

　油断も隙すきも無い、と心の中で小さなため息をつく。

「別にそんなにひどいことをしようと思ったわけじゃなくて……」

「……昔馴染みの誼よしみで忠告しておく。やめておけ。どんなにささやかないたずらであっても、ナディルは許さない」

　真顔で言ってやった。

「……お兄様は、本気なの？」

　不満げな表情は、麗しい人妻であるはずのアリエノールをひどく幼く見せた。

「ああ」

（本気も本気。絶対的なナディルの唯一だ）

　口に出さずに呟く。

「フィルの目から見てもそう思えるのね？」

　頼たよりない子供のような表情でアリエノールが問う。

「ああ」

　だから、間違いないのだとうなづいてやった。

「……なんで、今いま更さら」

「今更も何も、別にもう嫁に行った貴女あなたに関係あることじゃないだろう？」

　ナディルを慕したうあまり、アリエノールはナディルの周辺にいる女に対して非常に厳しい態度をとることで有名だった。

　ナディルとの関係を噂うわさされた令れい嬢じようは、アリエノールから無視されたり嫌いや味みを言われたりすることもしばしばだったし、ナディルの女官達もそれは同様だった。陛下や王妃殿下から何度か注意を受けたこともあるし、ナディル本人にこっぴどく説教されたこともある。

　それでもアリエノールはめげなかった。ナディルから説教を受けても決してへこたれないその根こん性じようだけは、皆みなが感心していたのだ。

（だから、気が強いとかいろいろ言われてたんだけどな）

　実際に勝気であることは間違いない。王女なんていう立場は勝気でなければやっていけないものだろう。

（ナディルにはそんな妹は理解の対象外だったんだが……）

　何度説教しても懲こりない妹を、ナディルは言ってもわからないバカな子と思っていたフシがある。

　アリエノールにとって幸いだったのは、彼女が自身の王女という肩かた書がきを盾たてにしたことが一度もなかったことだろう。彼女は取り巻きを引き連れたり、自身の女官を引き連れてそういうことをしなかったし、言われる方の態度が酷ひどい場合も多かったので、どっちもどっちだという理由でナディルの処分対象には引っかからなかった。

「お兄様の妻だったら、わたくしにとっては義あ姉ねになるのよ。関係ないわけじゃないわ」

「王女はどこに嫁かしても王女ではあるが、貴女はもうグラーシェスの家の人間だ。以前と同じつもりでいると、疎うとまれるぞ」

　ため息を一つついて、釘くぎを刺さす。

「疎まれるって……お兄様に？　わたくしが？」

　思ってもみなかったという表情で、彼女は目を大きく見開いた。

「ああ」

　俺はそれを肯こう定ていした。衝しよう撃げきを受けたという顔にやや同情を覚えたが、言いすぎだとは思わなかった。

　アリエノールには可か哀わい想そうだが、彼女が思っているほどナディルはアリエノールに関心はない。すでに成人し嫁に出した妹だ。クロードに任せて肩の荷が下りたと言っていたから、何事もなければ特に気にもしないだろう。

（でも、姫さんは違う）

　アルティリエは、ナディルのものだ。

　ナディルが守護する、ナディルだけの大切な姫君だ。

「可か愛わいい妹のままでいたかったら、姫さんには手を出すな」

「……あの子は、お兄様にとって唯一の特別なのね？　あなたの目から見ても」

「ああ」

「……クロードも、そう言ったわ」

　アリエノールが悔くやしげに言う。

「……だろうな」

　彼女の夫となったクロード・エウスは、かつてナディルが軍にも籍せきを置いていた時の副官だ。俺とは別な位置でナディルを見てきたし、その心の一いつ端たんを知りえる人間だ。

（まあ、誰だれの目から見ても特別だと思うぜ、あれは）

　今やそれを知らない人間など、この王宮にはいないだろう。

「……これまで、ずっとお兄様をお一人で夜会に出させ、恥はじをかかせてきたくせに」

　アリエノールが唇くちびるを嚙かむ。

「妃殿下の事情を知っている貴女の言うことではないな」

「そんなの関係ない。だって、お兄様は王太子なのよ。それも、お父様が仕事をなさらないから、すべて一手に引き受けてきた……妃きさきだというなら、少しはそれを肩代わりするべきではなくて？」

　夫に守られて娘時代のまま暮らしている公爵妃に代わり、家政を一手に引き受けているアリエノールらしい言い分だった。グラーシェス公爵家の一員として代わりがきかない者である自信からの言葉だろう。

（まあ、それなりに頭はいいんだけどな……）

　頭脳的な意味では、アリエノールはバカではない。

　ただ、俺に言わせれば、ナディルがかかわった時の判断力の点で非常にバカだ。

「あのな、昔馴染みの誼ってやつで言葉を飾らずに言わせてもらうけど、やっと十三歳になったばかりの子供に貴女は何を求めるわけ？　貴女が十三歳の時なんか、ナディルの後追っかけまわして仕事の邪じや魔まはするわ、勝手に夜会に参加して王妃殿下から怒おこられて謹きん慎しんさせられるわ……で、その謹慎期間中に王宮を抜け出して大学にまで勝手についてきて護衛と女官を死ぬほど心配させた。ついでに逆らえないのをいいことにシオン猊下まで巻き込んで大おお騒さわぎになったことあるよな？　あの時の護衛と女官の責任者が処分を受けたことを知っているか？　で、そういう自分の過去を踏ふまえた上で、もう一いつ遍ぺん言ってみ」

「……フィル＝リン……」

　その蒼い瞳が大きく見開かれ、唇が戦慄わなないた。

　確かにその表情は美しい。

（でも、それだけだ）

「花か冠かん前の未成年者は夜会には出さない。それが基本ルールだ。今夜、妃殿下が出席しているのは、美しいガウンが着たいから夜会に出たいなんていうわがままからじゃない。どうしてもナディルにパートナーが必要だからだ。……本来なら、建国祭の後……成人するまでは夜間に行われる公式行事には出席せずともよいとナディルが決めていたのに、どういうわけか、陛下がお亡なくなりになってから、殊こと更さら、ナディルにパートナーがいないことをあげつらう人間が出始めたから、こういうことになったんだ」

　言外に、あんたのせいじゃないのか？　という声なき疑念を織り交ぜる。

「……わたくし……」

「クロードが惚ほれた弱みで言わないことを俺は言ってやる」

　俺はそこでまっすぐと美貌の王女を見た。

「貴女には思し慮りよが足りない。もう少し考えて行動しろ。周囲が美しさにごまかされてくれるのは若いうちだけだぞ」

「なっ、なっ……わ、わたくしがバカだって言うの、あなたは」

「バカだろ。いいか、周りが貴女を褒ほめたたえてくれているのは貴女が王女だからだ。じゃなきゃ、出しゃばりで、気が強くて、自分勝手で、空気の読めないわがまま女なんか、とっくに爪つま弾はじきにされてるっての」

「な……な……なんて……」

　アリエノールの瞳が揺ゆらぐ。

　目のふちに盛り上がる水すい滴てきに、内心、狼狽うろたえた。

（やっべ……言い過ぎたか……）

　物心がついた時にはもう王女として扱あつかわれていたアリエノールは、幼い頃から周囲に甘あまやかされてきた。幼くとも華やかな美貌や頭の回転が良く機転が利きくところを褒めたたえられてきたため、自負が強いところがたぶんにある。

　多少、わがままなところもあるとはいえ、大貴族の令嬢など皆そんなものだ。アリエノールの性格が特別酷いというわけではない。

（まあ、良いところもたくさんあるっていうのは、わかっているんだけどな）

　正義感が強く、曲がったことが大嫌いで、弱い者を庇ひ護ごしようというその心意気は褒められてしかるべきものだ。ただ、それが行きすぎると権力を振ふりかざす王女の傲ごう慢まんな振る舞いにつながる。その加減が、アリエノールにはわかっていない。

（これまでさほど問題にならなかったのは、この人には最高のストッパーがいたからなんだよな……）

　アリエノールの乳う母ばであるレライラ夫人はそれはそれはデキた人だった。俺の見たところ、『よくデキた美貌の王女殿下』というアリエノールの評判は、レライラ夫人が作り上げたものだ。

　少しわがままで、感情のままに振る舞いがちなところのあるアリエノールをうまく誘ゆう導どうし、時には叱しかり、窘たしなめ、よくデキた王女殿下の評判を決して崩くずさぬようその身を慎つつしませた。

　だが、残念なことにレライラ夫人は、二年前に流は行やり病やまいで亡くなっている。

「……ほんとに、わたくしは何もしていないわ。言いたいことはあったけど、わたくしだって、わたくしが十三歳の子供に言ったらいじめにしかならないってわかってるもの」

　手巾ハンカチをぎゅっと握にぎり締しめ、半べその顔で悔しげに言う。

「それがわかっていて幸いだ。……それに、貴女だって知っていただろうが」

「え？」

「知らなかったとは言わせない。……貴女は後宮に居たんだからな」

　アリエノールの顔色が変わる。

「知っていて、見て見ぬふりをしていたくせに、姫さんが人形じゃなくなったからって絡からんでくるようなら、本気で処分するよう進言するところだった」

「……わ、わたくしは……」

「姫さんは、昔のことは覚えていない。覚えていないからこその現在だ。やっと落ち着いてきたところだから、引ひっ搔かき回まわすなよ」

　姫さんは、ナディルがやっと手に入れた幸せなのだと俺は思っている。

（幸せってもんがよくわかってないあいつに、それをわからせることができるのは姫さんだけだ）

　だから、それを傷つけることは、たとえ実妹いもうとであっても許されない。

「……はい」

　アリエノールは素す直なおにうなづいた。

（最初っからこれなら、この人も可愛いもんなんだけどな）

「……あのね、フィル＝リン」

　扇の陰かげからそっと顔を出し、おずおずと言う。目元がほんのりと赤い。

「何だ？」

「……フェリシアが、お祖ば母あ様に泣きついていたわ」

「説明してくれ」

「クロードの又また従妹いとこのフェリシアが、公爵妃に泣きついていたの。後宮にあがりたいって」

「へえ……え？　あ？　おっせーよ、その情報」

「え？」

　ちょうど視界の端はしに公爵妃に呼び止められたらしいナディルの姿が映った。

　公爵妃の陰にいるのが、フェリシア……ローデリア侯こう爵しやく令嬢だろう。

　そっと壊こわれ物ものでも扱うかのように姫さんの背に手を回しているナディルの様子は、俺からすれば微笑ほほえましく感じられるもの。何か事あれば抱だき込こんで何からも庇かばうか、そのまま安全な場所に避ひ難なんすることができる体制である。

（あー、退出しようとしたとこ、狙ねらわれたか～）

　玉座に在あるナディルに臣下たる身で己おのれから話しかける不ふ遜そんな者はそうそういないだろうが、退出する時ならば話は別だ。ただし、ナディルのあの誰も話しかけるなオーラを物ともせずに話しかけることができる勇気があれば、だが。

（まあ、公爵妃は、マイペースな人だからな……）

　独自の世界に生きているというか、浮うき世よ離ばなれしているというか……あの方は、よく言えば究極のマイペース、悪く言うならば、空気を読まないお花畑の住人だ。

　わりといろいろ問題を引き起こすにもかかわらず、心底善意の人なので、周りも憎にくめないと言うか突つき放はなすことができない。そして、身分が身分でもあるので、無視もしきれない。

（たぶん、好こう悪おを抜きにしたとこでナディルが一番苦手にしてる人だよな、あの人）

　用がなければ近づきたくないというか、わりと避さけてると思う。まあ、あちらからこられれば致いたし方ないが。

　そして、遠目ではあったが、俺の目にははっきりと見て取れた────にこやかなナディルの笑みが。

（あー、あれは相当キてる）

　大だい魔ま王おうが降こう臨りんした、と俺は胸の前で魔ま除よけの聖印を切った。
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「……王太子殿でん下か。このグラーシェス、お召めしとうかがい参上いたしました」




　殿下の前で、黒地に金の装そう飾しよくの施ほどこされた夜会服の公こう爵しやくが胸の前に右手をあてて深く腰こしを折る。教本になりそうな美しい礼だった。

　ナディル殿下は私をそっとご自分の腕の中へと抱き込んだ。

　真っ白になってしまった髪も髭ひげも、かつてはナディル殿下のような美しい銀色をしていたという。美び貌ぼうで有名だったらしい若い頃の面おも影かげは、常に険しい表情の陰かげに隠かくれてしまっているみたいだ。

（見た目は最高に恰かつ好こう良いいおじいちゃんだよね。……ものすごく頑がん固こそうだけど）

「……公爵、私と妃きさきは退出するところだったのだが、そなたの妃が私に用があると言って私達を遮さえぎったのだ」

　殿下の口調はとても明るかったが、公爵の表情は曇くもった。

「……しかも、実際には用があるのはそなたの妃ではなく、そこの娘だという」

　公爵はエレーヌ妃を見、エレーヌ妃はふわりと小さな笑みを見せた。

（……何だろう。何か、ひっかかるんだよね）

　お二人を見るたびに、何か小さな違い和わ感かんを覚える。

　公爵は、じろりと令れい嬢じようの方を見やった。

　その視線に、令嬢はびくりと身体を震ふるわせる。

　それを、ふん、と嘲ちよう笑しようするような表情で切り捨てた公爵は口を開いた。

「……王太子殿下」

「何だ」

「このグラーシェスへの温情を持ちまして、どうかこの娘の話を聞いてやっていただけますでしょうか」

「……正気か？」

　殿下が驚おどろいた表情を見せる。

「はい」

　グラーシェス公爵は恭うやうやしく頭を下げた。

「……わかった。では、それの話を聞くことをそなたの功への礼とする」

　殿下は小さなため息をつき、そして、私の耳元に「すまぬ。すぐに済ませる」と囁ささやいた。私は大だい丈じよう夫ぶです、というように重ねている手を軽く握にぎる。すべらかなはずの手て袋ぶくろが少しだけ湿しめっているような気がして、早く外したいとちらっと思った。

「ありがとうございます、大おお伯お父じ様」

　語ご尾びにハートマークがつきそうな甘あまい声こわ音ねと喜き色しよくを隠せない笑顔で彼女は公爵に礼をのべ、殿下に向き直った。

「王太子殿下にお願いがあるのです」

　その言葉に空気がややざわめいた。

　令嬢の不作法に苦々しい顔をする者、何がはじまるのかと好こう奇き心しんで顔を輝かがやかせている者、さまざまな表情が見られるけれど、大半はうんざりしたような表情をしている。

「……まずは名乗りなさい」

　公爵が冷ややかに言う。

「え？」

　自分のことを知らぬはずがない、とでもいうような顔だった。

　確かに令嬢ははっと目を引く美貌の持ち主だ。そのうえ、グラーシェス公爵を大伯父様と呼ぶような家いえ柄がらに生まれているのだ。きっと、誰だれもが知るような名家のご令嬢なのだろう。

（すでに成人なさっているから、ナディルさまと面識もあるのでしょうし……）

　花か冠かんが済んだ貴族の令嬢は、親に連れられて必ず一度は謁えつ見けんするのが決まりだ。

　そして、一度でも会えば、殿下の記き憶おく力りよくならば忘れることはない。

　不自然にならぬように私達を取り囲んでいる人ひと垣がきの間で、フェリシアという名が呟つぶやかれているところをみると、それが令嬢の名なのだろう。私が彼女を知らないのはこれが私にとって初めての夜会だからだ。

「まずは名を名乗れ」

　わずかに苛いら立だちが入り交じる公爵の口調はさっきよりも更さらに冷ややかで、令嬢は文もん句くの口を封ふうじられて、あわてて名乗った。

「わ、私は、ローデリア侯こう爵しやくアロンドが三女フェリシア・ユディエールと申します。王太子殿下にお願いの儀ぎがあり、この場を設もうけていただきました」

　別に設けてないだろ、と誰かの揶や揄ゆした言葉が聞こえる。

（……ローデリア侯爵家は、グラーシェス公爵家の親族の中でも結構有力な家だ）

　元々は、七代目グラーシェス公爵の妾しよう腹ふくの子であった剣けん豪ごう将軍バルティスがその武ぶ勲くんゆえに爵しやく位いを賜たまわり、別家したのがローデリア侯爵家のはじまりだ。以降、グラーシェス公爵家と代々婚こん姻いんを重ねている。アリエノール王女が嫁とつがなければ、おそらくディハ伯はく爵しやくの花嫁はローデリア侯爵家から選ばれていたはずだ。

「随ずい分ぶんな不作法をするのだな」

「申し訳ございません」

　殿下の表情はにこやかだ。だから、令嬢は咎とがめられているとは思わなかったのかもしれない。言葉では謝罪をしながらも、殿下に笑顔を向けた。

「……それで、何を願い出るためにわざわざ呼び止めたのだ？」

「このような騒ぎを起こすつもりはございませんでした。ただ、私の想いをどうしても王太子殿下にお伝えしたかったのです」

　フェリシア嬢じようはそっと胸の前で手を組み、目を潤うるませる。

（……あれ、本気でやっているんだろうか？）

　何だろう。すごくムズムズする。

　わざとだよね？　本気じゃないよね？

　いや、だって、あまりにもわざとらしいっていうか、すごく演技っぽいよ。力入りすぎというか、自分に酔よいすぎている感じ。

　潤んだ瞳ひとみで殿下を見上げ、そのお言葉を待っている様子は何だか作り物めいている。

　ナディル殿下は小さなため息を一つついて言った。

「……………では、その想いとやらを述べるが良い」

　グラーシェスが忠義に免めんじてしばし耳を貸してやろう、との言葉に、令嬢は綺き麗れいな紫むらさきの目をぱちぱちとさせた。

（たぶん、何か違うって思ってるんだよね）

　フェリシア嬢は確かに美しい人だ。

　そのほっそりとしていながらしっかりと胸がある身体つきは、同性でも見み惚ほれるほど。

（……ナディの従姉いとこ姫ひめとはちょっと違うタイプの美女だな）

　昼ちゆう餐さん会かいで会ったレナーテ嬢も美しかったが、フェリシア嬢のような線の細さはない。

「……殿下、私はずっと殿下をお慕したいしてきました。それゆえ、これまであった縁えん談だんもすべて断ことわってまいりました。妃ひ殿でん下かでは、足りぬこともいろいろございましょう。……どうぞ、殿下のおそばでお仕えさせてくださいませ」

　言いながら、フェリシア嬢は俯うつむいた。

　そういうしぐさが、健気けなげに見えることを知りぬいているのだと思う。

（……どうしよう、腹が立ってきた……）

　私では足りないことがあるのはわかっているので、それについて腹が立ったわけではない。

　正直なところを言えば、無関係の貴女あなたに言われる筋合いはないからね！　と言いたいけれど、私は温和な王太子妃の印象を崩くずしたくないので口を噤つぐんでおく。

　慕ってきたという言い分を噓うそだとは言わない。殿下を慕う令嬢なんて珍めずらしくない。そこに打算があったとしても、王太子という地位に目がくらんでいたとしても、それも仕方がない。そういうのも全部ひっくるめて『慕っている』のだとしてもかまわない。

　でも、これまで縁談を断ってきた理由が殿下なのだと言ったことは許せない。

（だって、縁談断ったのは、ただの自分のわがままでしょう!?）

　フェリシア嬢は、たぶん二は十た歳ちを超こえている。

　特別な理由もなくまだ未み婚こんなのだとしたら、本人に何らかの問題があったのだと思う。

（本当にナディルさまが好きで、それで縁談を断ってきたとしても、ナディルさまにその責任を押し付けるのはおかしいから！）

　そういう気持ちの押し売りみたいなのはすごく腹立たしい。

「……ローデリア」

　殿下が笑みを浮うかべて、令嬢の父親であるローデリア侯爵を呼んだ。

「……は、はい」

　遠巻きにしていた人垣の間から、転がるように出て来た前まえ髪がみの薄うすい中年男性が、酷ひどい顔色で殿下と私の前に跪ひざまずく。

「そなたの娘が申すには、そなたの娘がこれまで縁談を断ってきたのは私のせいらしいが、そうなのか？」

「と、とんでもないことでございます。申し訳ございません、王太子殿下。娘は分不相応な夢を見ているだけでございます。無骨な男手一つで育てたせいで行き届かず、まことに、まことに申し訳ございません」

　侯爵は、侯爵という高い地位にあるとは思えぬ腰の低さで何度も何度も頭を下げる。

　このような衆しゆう人じん環かん視しの中でそんな姿を見せることは、貴族でなくとも屈くつ辱じよくと感じるに違いない。

（でも、それどころじゃないんだろうな……）

　侯爵は頭を下げることをやめない。こちらにそういう習しゆう慣かんがあれば土ど下げ座ざも辞じさない勢いだ。

　令嬢にどれだけの御お咎とがめがあるかはわからない。そしてこれは、間違いなく父である侯爵の監かん督とく不行き届きを咎められる出来事だ。

「お父様、どうして！　私は殿下のお傍にお仕えしたいのです」

「黙だまりなさい、フェリシア。そなたは何たる不作法を！」

「確かに不作法ではありましたが、直接お伝えしなければ、殿下は私の想いを知ってくださいません」

（……何だろう、この世界が違うって感じ）

　ジェネレーションギャップとかそんな生なま易やさしいものじゃなくて、もっと相あい容いれないというか、わけがわからない感じがある。

「お父様は何度申し上げてもわかってくださいません！　でしたら私が自分で伝えるしかないじゃないですか！」

「そなたは、殿下にお仕えできるような者ではないっ」

　悲鳴のような声音で侯爵が言った。

「ひどい、お父様」

　令嬢は自身を抱だきしめるように身を縮めて、私達の方に身を寄せようとする。

　その瞬しゆん間かん、フェリシア嬢の眼前を銀色の軌き跡せきが通り過ぎた。

「え？」

　ハラリと数本の髪が落ちる。

「ひっ……」

　それは、鋭するどい刃やいばだった。

「……これ以上、近づくな、無礼者」

　それは、さきほど紹しよう介かいされたばかりのディハ伯爵だった。

　一見穏おだやかそうに見える殿下と違って明らかに激げき怒どしている。

「……クロードさま……」

　大きく目を見開き、身を震わせるフェリシア嬢を一いち瞥べつしたディハ伯爵は、流れるような動作で剣けんをおさめて膝をつく。

「我わが親族が申し訳ないことをいたしました、殿下」

　伯爵は、深々と頭を下げる。

「……そうだな。サグリザの夜会が台無しになったな」

　殿下はにこやかなままの口調だった。

　御み世よのはじまりを告げるサグリザの鐘かねにちなんで、はじめてひらく夜会をサグリザの夜会と呼ぶのはとても古い言い回しだ。

（……確かにめちゃくちゃになりましたね）

　特別な意味がある夜会だったわけではない。ただ、殿下がご自身の御み名なでひらく初めての夜会というだけだった。何事もなく終わればそれで成功だったのだけれども、これは控ひかえめに言っても成功したとは言い難がたい状じよう況きようだろう。

（ああ、でも、私の目的としてはわりと成功かも……）

　この夜会での私のミッションは二つ。

　一つはファーストダンスを成功させること。

　そして、もう一つは内ない緒しよだけど、私と殿下の仲を見せつけること。

　殿下との仲って何だよ、とか、そんな仲というほどのものがあるのか、とか言われるとちょっと苦しいけど、つまり、私と殿下は単なる政略結婚だけじゃない絆きずながあるんだよっていうところを見せておきたかったのだ。

（諸事情というか、私の年齢的な事情で身体的な関係はまだないんだけど、でも、精神物理的にちゃんとそれなりに絆をはぐくんでいるんだから────主おもに胃い袋ぶくろを摑つかむという形で！）

　いずれ来るだろう側妃志願者を牽けん制せいしたいと思っていたのだ。

（この場で志願した人がいたのは、すごーく計算違いだったけど）

　私達のダンスが終わった後の拍はく手しゆや歓かん声せいからすれば、ダンスは大成功だったと思う。皆みなの反応もそれほど悪くなかったから、及きゆう第だい点てんはもらえるはず。

　もう一つのほうは、ちょっとすぐに効果はわからないけれど、殿下が私をとても気き遣づかってくださっていることはここにいる皆が理解してくれただろう────この騒ぎの間中、殿下はずっと私を腕の中に囲っているのだから。

「妃殿下にも誠まことにお詫わびのしようもなく……」

　ディハ伯爵が眉をひそめ、深く頭を下げる。

「いいえ。以後、このような騒ぎがないことを願います」

　首を横に振ふる。過分な謝罪は私には必要ない。

「どうして！　どうして、わかって下さらないのです。私はナディル様をお慕い申し上げているのです」

　悲ひ嘆たんにくれる声音。

「黙れ。殿下の御名を許しなく口にするな」

「クロードさま!!」

　フェリシア嬢は悲痛な表情で涙を浮かべていた。

　なんだかすごくわざとらしく見えるけれど、本人は気づいていない。

「……私ほど美しければ殿下の御心も摑めるかもしれぬと、お父様だっておっしゃったじゃないですか」

　誰も味方をしてくれない、と令嬢は父親を振り返った。

　ローデリア侯爵の顔色が蒼そう白はくを通り越して、青黒くなっていく。

　大丈夫かな、呼吸できているかな。ちょっと心配してしまう。

（……あのね、それは親の欲目からのリップサービスだから。真まに受けちゃだめだよ）

　たぶん、彼女が口にしたことそのままではないにせよ、それに近いことを侯爵は口にしたのだろう。

　でもきっとそれは、彼女を扇せん動どうするつもりではなかったのだ。

　侯爵にとって、フェリシア嬢はそれくらい可か愛わいい娘だったのだろうし、男手一つで育ててきたというのなら、多少、親ばかが過ぎても仕方がないといえる。

「……皆も私ならば殿下も気に入ってくださると！　妃殿下よりもずっと私の方が似合いだと!!」

　令嬢はぐるりと周囲を見回す。何人かが目を逸そらした。

　たぶん、侯爵の友人や部下や、家に仕える人たちならば、問われたら賛同しただろう。

　もしかしたら、親しい者達だけの宴えん席せきでの軽口だったのかもしれない。

　フェリシア嬢は確かに美しいし、年齢的に私よりもずっと釣つり合あいがとれている。

　うんざりだというように、ナディル様が長い長いため息をついた。

　そして、殿下の手がそっと私の耳を覆おおう。

「……殿下」

「これ以上は聞かずと良い。ローデリア侯爵令嬢は、少し正気を失っているのだろう」

「私は大丈夫です」

　好んで聞きたいものではないけれど、別に彼女に何を言われても気にはならない。

（でも、ちょっともう限界です）

　精神的にも。肉体的にも。

　だから、私は口を開いた。

「……ローデリア侯爵令嬢」

「……はい」

　急に私に声をかけられて、フェリシア嬢はほんの一いつ瞬しゆん、虚きよをつかれたような表情をした。そしてすぐにそんな自分の表情を隠すように俯いた。

「……殿下にお仕えしたいと言いましたが、何ができますか？」

「え？」

　思わず……という様子で顔を上げる。

「私は、微び力りよくではありますが、ナディル殿下の健康を保つための一助を担になわせていただいております」

　とってもえらそうに言っているけど、殿下の食生活に関して皆の協力を得ながら改善を進めている立場ってことだよ。

　放っておくと殿下は際さい限げんなく不ふ摂せつ生せいするから、バランスの取れた食事は大事なのだ。最近はあの手この手で野菜を食べさせる人みたいになってるけど、殿下がおいしくご飯を完食してくれればそれでいい。

「殿下にお仕えする者は皆、優ゆう秀しゆうな人達ばかりです。秘書や執しつ政せい官かんはもちろんのこと、女官や侍じ女じよも選び抜かれています。貴女は、彼らをさしおいてナディル殿下のお役に立てる何かをお持ちですか？」

「……わ、私は殿下の御心に安らぎをさしあげることが……」

「殿下の御心は、殿下にしかわからぬものです。それを勝手に推おし量はかるのはどうかと思いますけど」
















　どうでしょう？　と私はナディル殿下を見上げる。

　殿下は呆あきれた顔で首を横に振った。

「そ、それに、私は妃殿下と違い、成人しております。妃殿下にはできぬ方法で殿下のお望みをかなえることもできます」

　あー、それはつまり閨ねやのお相手ができますっていうことだよね。

　あからさまではなくとも、こういう席でそういう事を言うのはどうかと思うよ。

　それは確かに事実だし、その点では私より令嬢の方がふさわしいのかもしれない。

（でも、それだけではないのです）

「必要ない」

　殿下は一刀両断した。

「どうしてですか！」

「私にはルティアという妃がいるのだし、公こう妾しようを必要としたこともない」

　そして、ナディル様は真顔で続けた。

「安らぎというのならばルティアがいる。……これ以上、何を必要とするのだ？」

（！！！！！！！！！！）

　そっけない口調なのに、おっしゃっていることがとても甘い。

（殿下の馬ば鹿か、殿下のばか、殿下のバカ！　こんなの不意うちすぎます！）

　心がどうしようもなく震える。

　きっと殿下は特別に意識したわけではないのに。

「……クロード」

「はい」

「……そなたの身内の事ゆえ、グラーシェスの忠ちゆう義ぎに免めんじて処分はそなたに一任する。二度とこのようなことがないように」

「かしこまりました」

　目の前で淡たん々たんと処分が決められてゆくのを、私は何だか現実感のないふわふわした気分で眺ながめていた。

「王太子殿下、私は心の底から殿下をお慕いしているのです」

　猶なおも涙ながらに訴うつたえる令嬢に、ナディル殿下は何の感情も浮かばない無表情を向けて口を開きかけたが、ディハ伯爵がぴしゃりとそれを遮った。

「……だから、何なのだ？　殿下にそなたの一方的な感情を押し付けるな」

　身内だからなのか、ディハ伯爵の口調は容よう赦しやがない。

（……あと、ちょっと頑がん張ばろう）

　ふっと意識が遠のきそうになるのを、意地と根こん性じようで引き戻す。

「……ルティア、もう良い」

　ふわりと抱き上げられた。

「でも……」

「無理をさせてすまない」

　耳元で囁かれる、声。

　頑張ってとどめようとしたけれど、殿下にもう良いと言われてほっとしたせいか、私の意識はそのままホワイトアウトした。
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（私に何ができるんだろう）

　それをずっと考えていた。

　この世界で生きていくのだと決意した時から、『私で良いのだろうか』という気持ちが心のどこかにあった。

　私がここで生きるということは、王おう太たい子し妃ひという特別な人間として生きていくということで、私にはそれが自分にふさわしい地位であるという自信がなかった。

（あちらでの私は、ただの一いつ般ぱん人じんだったから……）

　自分がアルティリエであることを疑う気持ちはなくとも、己おのれに対してネガティブな感情を持たずにいることは難しかった。

　失われてしまった記き憶おく……十二歳さいまでのアルティリエ・ルティアーヌ。

　エルゼヴェルト公こう爵しやく令れい嬢じようとして生まれ、王太子妃として育った特別な少女。

（もう一人の私……）

　それは己自身なのだと思いながらも、別個の自分のようにも思える矛む盾じゆんした存在だった。

（もう取り戻すことのできない、私……）

　それでも私はここで生きていかなければならなくて、だったら、何ができるのだろうと考えた。

　引きこもりのような状態ではあったけれど、王太子妃としての生活に困らないだけの知識は己の中に最初から在あった。

（……身体にしみつくほどの努力）

　作法も儀ぎ礼れいも舞ぶ踏とうも……それを記憶としては思い出せずとも、身体がちゃんと覚えていたから、それを自分のものとして再び憶おぼえなおすことは難しくはなかった。

　でもそれは、記憶を取り戻すこととはまったく違っていた。

　そうやって一つ憶おぼえなおすたびに、失われた記憶の重さを実感した。

　いろいろ耳みみ触ざわりのいい言い訳もできるけれど、餌え付づけ作戦をはじめたのは、胃い袋ぶくろを握にぎって己の身の安全を図はかることが一番の目的だった。つまりは、保身だ。

　でも、本当はそれだけじゃない。

（失われた私じゃない、今の私を認めてもらいたいって気持ちがあったから）

　失なくしてしまったアルティリエにはなかったもので認められることが、新しい自分を受け入れてもらうのと同じことのように思えたのだ。

（ナディルさまの隣となりに立ちたい。ふさわしくありたい……）

　なのに、そう思うたびに失われた自分のことを考えずにはいられなかった。

　喪そう失しつ感かんは、ぽっかりと空あいたままで埋うまることはない。

　これは誰だれかにわかってもらえるようなものではなく、たぶん、誰とも分け合うことができない────失ったものの代わりがどこにもないからだ。




　まず最初に視界に入ったのは、萌もえ出いずる緑と春の花々だった。やっと見慣れてきたその景色に、ここが自分の寝しん台だいなのだと理解した。

（……夢を見ていた？）

　何の夢だったのか、覚えていない。

（……あ……）

　ただ、哀かなしみの輪りん郭かくだけが胸に残っていて、頰ほおが濡ぬれている。

　寝台の上に起き上がると、人の気配がした。

「……妃ひ殿でん下か、お目覚めでございますか？」

「アリス？」

「はい」

　失礼いたします、と声をかけてから、アリスが入ってくる。

「お熱は下がりましたか？」

「……どうかしら？　まだ少しぼーっとしてるけど」

「お医者様を呼んでまいりますね」

「はい」

　大げさだと思うのだけれど、仕方がない。

（王太子妃なのだもの）

　自分の立場はちゃんとわかっているから、口は閉じておく。

（あれから、どうなったのかしら）

　寝台の中にいるとどのくらい時間がたったのか、まったくわからなかった。




「失礼いたします。妃殿下、ご気分はいかがですか？」

「リリア。……少しぼーっとしているけど、もう平気」

「ご無理をなさらないでくださいませ。……殿下に抱き上げられてお戻りになられた時は、一いつ瞬しゆん、息が止まりました」

「ごめんなさい。退出の時に呼び止められてしまって……」

「事情は存じております」

　リリアはエレーヌ様にも困ったものです、と一つため息をつく。

「……どうして公爵妃なの？」

　私が迷めい惑わくをかけられたと思うのはローデリア侯こう爵しやく令れい嬢じようなのだけれど。

「エレーヌ様が呼び止めなければ、妃殿下の具合があそこまで悪化することもなかったでしょう」

「……そうですね」

　もし、最初に呼び止めたのが侯爵令嬢だったら、殿下はたぶん足を止めなかった。

　公こう爵しやく夫ふ人じんだからこそ、グラーシェス公爵の妃だからこそ、話に耳を傾かたむけたのだ。

「妃殿下ご自身は悪い御方ではないのですが……」

「そうね。……でも、そのせいで利用されてしまうのね」

「はい。……疑うということをご存じないのでは、と思うくらいです」

　それだけ利用されていても、気付かないというのが不思議だった。

「それで？　夜会の夜からどのくらい時間がたったのかしら？」

「妃殿下は、丸二日ほど寝ね込こんでおられました。今はあれから三日目の夕刻です。おなかが減ったのではありませんか？」

　そう言われると急に身体が空腹を訴えてくる。

「……そうね。軽食をお願い。急に食べると胃が驚おどろくかもしれないから、消化に良いものを」

「妃殿下のお好きな玉子のリゾットをお持ちしましょう」

「ありがとう」

「どうぞ、できあがるまでもう一度お休みください」

「あんまり寝ねてばかりだと、身体が鈍なまってしまうわ」

「まだ、お顔の色がよくありませんから……。おみ足はいかがです？　痛いたみませんか？」

「今は大だい丈じよう夫ぶみたい」

　そっと毛布の中を覗のぞき込こむ。

　つま先にガーゼがあてられているところを見ると、マメか何かができてしまったのかもしれない。

「眠らなくてもいいので、横になっていてください」

「……わかりました」

　そこまで言われてしまうと、まだ起きていたいというわがままは言えない。

　成人して久しい記憶があるから、子供の駄だ々だみたいなことには恥はずかしさを覚えるのだ。

「……ねえ、リリア。夜会の後、どうなったのかわかる？」

「ローデリア侯爵令嬢の処分でございますか？」

「あー、それも含ふくめて諸もろ々もろ」

「とりあえず、ローデリア侯爵令嬢は領地に送られました。今後は自領の教会で修道生活を送ることになるようです」

「……教会に？」

「はい。厳しい戒かい律りつで自らをしっかりと律するように、というのが、グラーシェス公爵とディハ伯爵の命令だそうです。反省するまで出てこられないでしょう」

「……反省ね」

　ちゃんと反省できればいいけど、と思いながら、再び、私の意識は眠りの渦うずへと落ちていった。
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　結局、私が本調子に戻ったのは、夜会のあった夜から十日が過ぎてからだ。

「おはようございます、ナディルさま」

「おはよう、ルティア」

　十日ぶりの朝食の席だった。もちろん、殿下とお会いするのも十日ぶりになる。

　テーブルの上には、バターがふわりと香かおるプレーンなオムレツに、最近やっと満足のいく出来になりつつあるさっくさくのクロワッサン、それから、ゆでたてで湯気を立てているソーセージが並ぶ。

（素す晴ばらしいわ）

　私が何も言わずとも、温かいものは温かいうちに出す工く夫ふうをしているし、そっと触ふれた皿も温めてあった。

　最初の頃から考えると驚くほど洗練されたと思う。何よりも味だって格段に進歩している。

「ナディルさま、お見舞い、ありがとうございました」

「いや……」

　何度かお見舞いのお花やカードをもらったのだけれど、ご本人は忙いそがしくて顔を見せることはなかった。

「ご心配をおかけいたしました」

「もういいのか？」

「はい。お医者様ももう大丈夫だと言ってくださいました」

　心配性の過保護人間ばかりなことがわかっているので、お医者様を味方につけておかないと、寝台から出してもらえないのだ。

　殿下はこつん、と私の額にご自身の額をあてる。

「……確かに、熱は下がったようだ」

「はい。正直、寝すぎなくらいです」

　驚くほどの近さでナディル殿下の蒼の瞳ひとみをのぞいていた。

　ドキッと鼓こ動どうが一つ大きく高鳴る。

「ならば、良い」

　お医者様の報告は殿下のところにも行っているはずなのにと思う反面、こんな他愛のないスキンシップがすごく嬉うれしかったりする。

「……もう大丈夫なようだから、これから少し、散歩はどうか」

「はい。嬉しいです」

　反射的にうなづいた。そして、じんわりと喜びが身体にしみていく。

（もしかして、これって、デートかな？）

「お仕事は大丈夫ですか？」

「ああ、大丈夫だ。今は特に問題を抱かかえているわけではないから」

　ナディル殿下の表情がとても柔やわらかいように思えた。

（……何だろう。殿下をまっすぐ見るのが恥ずかしい気がする）

　さっきから、胸の鼓動が高鳴りっぱなしで心臓に悪い。

（意識しすぎだよ……）

　おかげで、せっかく久しぶりの固形物の朝食だったのに、味がよくわからないまま食べ終わってしまった。
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　追おい詰つめられた人間が考えるのは、たぶん、皆みなそう代かわり映ばえのしないことだ。

　なぜ？　どうして？

　でも、その理由を直視するのは嫌いやで、疑問ばかりが頭の中を渦うず巻まく。

（……どうして、こうなった……）

　どんなに考えても私の頭ではわからない。

　かく言う私も、いつも『どうしてこうなった』のかって思っているし、今はもっと切実に思っている。

（……だって、これは散歩とは言わない気がする）

　散歩の定義にもいろいろある。

　けれど、自分の足で歩かなければ散歩ではないはずだ。少なくとも、私の定義では。

「あの……ナディルさま」

「何だ」

「私、もう足も治ってます」

　だから、自分で歩きます、とその腕からおりようとしたら、しっかりと抱きなおされた。

「このままでいい」

（よくないです！　絶対によくない!!）

　嬉しいのに嬉しくないというか、もうどうしていいかわからないんだけど、見み栄えっ張ぱりの私は平然とした顔をしてしまう。

（……こうして抱きかかえられるのは久しぶりかも）

　腕に抱えられていても、全然違い和わ感かんも恐きよう怖ふも感じない。むしろ、守られている安心感がある。懐なつかしさすら感じるほど。

（でも、でも、これはダメです）

　すごく意識してしまって、落ち着いていられない。

「……どこに行くんですか？」

「着いてからのお楽しみだ」

　殿下が楽しそうな顔をしている。

　こんなにも楽しそうな表情を見るのは初めてかもしれない。

（なんか、私まで楽しい）

「……殿下」

「何だ？」

「ありがとうございます」

「何に礼を言っている？」

「お散歩に連れてきてくださったことです」

　今の私達のこの状態を散歩と言ってしまっていいのかは謎なぞだけど。

（……歩いてないし）

「……礼を言われるほどのことはない」

　殿下は少しだけ照れくさそうな表情を見せた。

（あ、今の表情、すごく好きかも……）

　きっと、ナディル殿下のこんな顔はすっごくレアだと思う。

　後宮から正宮に抜けたことは何となくわかった。

　どちらも同じ年代にアルセイ＝ネイによって造られた建物だったけれど、プライベートに利用する部分と公的に使う部分の目的の違いが、装飾や雰ふん囲い気きの違いにあらわれているのだろう。

　長い回かい廊ろうの途と中ちゆうを曲がり、大きな扉とびらの前に立った。

「ここが私の執しつ務む室しつだ」

「それほど広くないんですね」

「広すぎると集中できない」

「そうですよね」

　それはすごくよくわかる。

　寝台の中が落ち着くのは、天てん蓋がいと帳とばりのおかげでそこが小さな部屋のように区切られた空間になるからだし、自分の図書室のソファがあるところが落ち着くのも、本ほん棚だなで囲んであって小さな部屋みたいに区切られているからだ。

「……誰もいないのですね」

　秘書くらいはいるのかと思っていたけれど、無人だった。

「ああ。皆、調査に出で払はらっている」

「調査、ですか？」

「そうだ。秘書の仕事は多た岐きにわたる。いろいろ裏付け調査をしたり調べたりすることがたくさんある」

　それから、執務室の隣の資料室に足を踏み入れた。

「ルティア」

「はい」

「……この棚たなを押してみなさい」

　言われた通りに、壁かべ際ぎわの三つ目の本棚を力いっぱい押す。でも、私が全ぜん身しん全ぜん霊れいでがんばっても、本棚はうんともすんとも言わない。

「……まだ無理か」

　殿下は苦く笑しようして、それで一いつ緒しよに本棚を押す。

　すると、すっと本棚が横にスライドした。

「え？」

「地下通路だ」

「……絡から繰くりなんですね」

「ああ。……これも、ネイの作ったものだと言われている」

（アルセイ=ネイ……古いにしえの天才建築家……レオナルド・ダ・ヴィンチみたいな。本当に何者なんだろう）

　黒いぽっかりと空いたその空間に、殿下の腕に抱き上げられたまま足を踏み入れた。

「ここから階段になっているから、しっかり摑つかまっているように」

「はい」

　しっかり摑まると、殿下がすごく鍛えている人であることがよくわかる。胸板が厚く、見た目以上にがっしりしているのだ。

（こうして抱えられていると、道ってわからないし覚えられない気がする）

　送ってもらわないともう自分の室へやにもたどり着けないだろう。

（……抱えられていないで自分で歩いていたとしても、たぶんもうわからなかったと思うけど）

「……これは、地下、ですか？」

「そうだ。王宮の地面の下には広大な地下宮きゆう殿でんが広がっている。……王宮だけではない。アル・グレアはその地下部分に広大な地下迷めい宮きゆうを持つ都市だ」

「迷宮、ですか？」

「ああ。複雑怪かい奇きに迷めい路ろ化かしている。一番最下層は統とう一いつ帝てい國こく以前の都市遺跡で伝でん承しようによれば、時々その迷路が組み変わるらしい」

「……どうやってですか？」

「あくまでも伝承に過ぎない。まだ、確かく認にんできていないからな」

　残念そうに言う。

（本当に学問がお好きなんだ）

　学者になりたかったのだと何度も言っていたし、他の人達も言っていた。

（そういえば、あの図書館はどこにあるんだろう……）

「……どうした？」

「いえ。……前に亡なくなられた陛下と一緒に歩いた地下通路を思い出したんです」

「王太子宮付きの聖堂から地下通路を通って、どこかわからない図書館へ、だったな？」

「はい」

　私はキョロキョロと周囲を見回す。見覚えのある何かがないかと思ったけれど、正直、通路なんてどこも同じで特とく徴ちようなんてあるはずもない。

「私はたぶん一番地下に詳くわしい人間だという自負があるが、残念ながらその図書館に心当たりがない。地下は迷宮化しているも同然だから、すべて知っているわけではないしな」

　見つけるのが楽しみだ、と殿下は少しだけ笑った。

　図書館というのは知識の宝庫だ。新しい図書館を一つ手に入れるのは一国を手に入れるのと同じ価値があるとも言われている。殿下のように知識欲旺おう盛せいな人にとっては何よりも興味深いものなのだろう。

「いつか、一緒に探しに行きましょう。おやつとお昼をもって」

「……そうだな。確かぴくにっく、だったな？」

「そうです。ピクニックです」

　お互いに笑みを浮かべ合う。

（なんか、こういうのいいと思う……）

　温かくて、ぬくぬくしていて、くすぐったい気持ちに満たされていた。




「ナディル様」




　静かな声に呼ばれた。

　声の方向に視線をやると数人の男の人がいた。

　全員が白衣を着ている。胸には同じロゼフィリアの学章をつけていた。

（……『学者』だ……）

「ナディル殿下、こんな時間においでになるとはお珍しい」

　年のころは五十を幾いくつか過ぎたくらい。左にモノクルをかけたダンディなおじさま然とした風ふう貌ぼうの人がにこやかな笑みを向ける。

「ああ。今日は時間に余よ裕ゆうがあったからな」

「そんなことおっしゃって、またすぐに呼び戻されるんじゃないんですか？」

「まあ、その可能性はあるな」

　よく知っている相手なのだろう。気安く軽口をたたき合う。

「殿下、腕の中の御方をご紹しよう介かいしていただけませんか？」

「……不本意なのだがな」

　殿下はため息を一つつく。

（確か、前の……ディハ伯はく爵しやくの時も同じことを言っていた）

「愛らしい妃殿下を俺達に紹介するのはそんなに不本意ですか？」

「ああ、不本意だとも」

（え？）

　殿下は真顔だった。

（え？　何？　不本意ってそういう意味？）

「……本当は外には出さずに、閉とじ込こめておきたいのだ」

　殿下はぎゅっと私を抱きしめる腕に力をこめる。

「……え？　ええ？」

「ナディル様は、相変わらずお好きなモノへの執しゆう着ちやくが強いですな」

「……心惹ひかれるようなものがさほどないからな」

「そりゃあ、仕方ありませんな。ナディル様は好き嫌いが多すぎます」

　そして彼らはにやにや笑いながら顔を見合わせ、それから、私の方を見る。

　ナディル殿下は彼らを見み渡わたし、それから私を見てため息を一つつくと紹介してくれた。

「……ルティア、彼らはこの王宮の発はつ掘くつ調査を担当している学者達だ」

「発掘調査……ネイの建築のですか？」

「ああ。……そして、喜べお前達。彼女こそが私の唯ゆい一いつの妃にして、当代の『鍵かぎの姫ひめ』だ」

　おおーっと彼らの口から歓かん声せいがもれる。

「……妃殿下」

　学者の内の一人が私の目の前で膝ひざをつく。

「はい？」

「お暇ひまな時でかまいません。どうぞ、わたくし共にお力ちから添ぞえをいただきたく存じます」

「……力添え、ですか？」

「はい」

「いったい何を？　私は何もできないです」

「実験にお付き合いいただくだけでいいのです」

「……実験ですか？」

「はい」

　首を傾かしげる私に、彼らは力強くうなづいた。

「迷宮都市の謎が解明されるかもしれません」

「王宮をはじめとした、この地下遺跡がなぜ迷宮と化しているのか、なぜ王宮だけに番人がいるのか、はたまた『鍵』とは何なのか。我らが数世紀にわたる研究に初めて解が与えられようとしているのです」

（何か、ちょっと怖こわいかも……）

　実験という単語に含まれるどこか不ふ穏おんな響ひびきに、思わずすがりついてナディル様に問うような視線を向けてしまう。

「おまえ達、ルティアが実験に付き合うのは、私が共にいる時だけだ」

「そんな殺せつ生しような」

「ナディル様は実験の時間などほとんどとれないでしょうに」

　口々に皆が文句を言う。

「馬ば鹿か者もの。お前達のような頭がおかしい学者に大切な妃を任せるなど、正気の人間のすることではない」

　そういって、ぎゅうっと私を抱きしめる。

　そこには色めいたものは何もなかった。ただ、大事なぬいぐるみを抱きしめるだとか、あるいは抱き枕まくらを抱きしめるだとか、そういう類たぐいの執着のような何かがあった。

「妃殿下、我々はいつでもお待ちしております」

「どうぞ、いつでもご自由においでください────ナディル殿下なしでも」

「ありがとうございます」

　殿下が何だか苦虫を嚙かみつぶしたような顔をしている。

　その顔がおかしくて、私は小さく笑ってこっそりと殿下の耳元でつぶやいた。

「……大丈夫ですよ。私、ここまで一人では来られませんから」

　方向音おん痴ちなんです、という私の言葉に、殿下はくすくすとおかしげに……でも、どこか満足げに笑った。
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　二人きりで地下への冒ぼう険けんをした日の午後、私の建国祭用のガウンの最終チェックをした。

　ダーディニアにおいて、もっとも重要な国家行事は建国祭である。

　特に今年の場合は、戴たい冠かん式しきも同時に行われるため、ほとんどの貴族が王都に集まっている。

　そして私が花冠を迎えるのに合わせてか、今年の建国祭で花か冠かんないし帯たい剣けんの儀ぎ式しきを行う者は近年で最も多いらしい。

「お似合いですわ、妃殿下」

「そう？　ありがとう。……ここの脇わきのところ、もうちょっと緩ゆるめに縫ぬいなおしてくれるかしら」

「かしこまりました」

「妃殿下、総料理長からメニューが届いております」

「ありがとう、そこにおいて」

　ガウンの手直しの間にも、やらなければいけないことが積み重なっていく。

（まあ、私のお仕事なんてまだまだ序の口なんですけど）

　ナディル殿下に比べればないにも等しい。

　ましてやまだ儀式まで一週間以上ある。時間に余裕があるのだ。

「リリア、ナディルさまのもとに差し入れをお届けしたいの。調整してくれる？」

「かしこまりました」

　一礼してさがる後ろ姿を見送りながら、仮かり直し中のガウンを脱ぬぐ。

「ミレディ、朝に作ったマフィンとクッキーを持っていくわ」

「では、籠かごに詰つめてまいりますね」

「ありがとう」

（少しでもお会いできると嬉しいのだけど）

　朝食を一緒にとる時間がなければ差し入れをするし、会いたいと思ったらこうして会いに行く算段ができる。

（ここが前との一番大きな違いだよね）

　直接会えないことのほうが多いけれど、自分で差し入れに行けるだけでも私は充じゆう分ぶん満足だった。

「妃殿下、ご準備が整いました」

「ありがとう」

　手巾ハンカチのかけられた籠をしっかりと持つ。

　ふわりと紅茶の優やさしい香りが漂ただよってきた。

（マフィンはブルーベリークリームチーズで、クッキーは紅茶です）

　本当はもうちょっと甘あまく作ればよかったかなと思わないでもないけれど、殿下は甘さ控ひかえめの方がお好みだからしょうがない。

「では、行ってくるわね」

「お供いたします」

　ミレディが私の後ろに付き従う。

「ありがとう。お願いします」

　そして私は正宮のナディル殿下の執務室へと足を向けた。




「……妃殿下」




　おっとりとしたその声に呼び止められたのは。回廊の途中だった。

（エレーヌ様……）

　淡あわいクリーム色のガウンを纏まとったグラーシェス公爵妃は、私の目の前で『誓願』のための正式な礼をとって頭を下げた。

『誓せい願がん』は、身分の低い者が自分から話しかけることができない相手に直じき訴そするときの作法だ。

　正式な礼をとられてしまった以上、私はこれを無視することはできない。

「どうぞお顔を上げてください。……私に何か？」

（間が悪いなぁ……）

　早く殿下に差し入れを渡しに行きたいのに、無視して進むことができない。

「お呼び止めして申し訳ございません」

「いえ……」

（何の用だろう……）

　殿下ならともかく、私に用がある場合、警けい戒かいが必要になる。

　かつてのような危険はもうないとはいえ、それを差しひいたとしても『私』には狙ねらわれる理由がてんこ盛りだ。

（……でも、この方は狙う方ではないな……）

　狙われることはあっても、誰かを消したいとか思うような方ではない。

「……少しだけ、お時間をいただけますか？　ほんの五分ほどでよろしいのです」

　公爵妃の美しい顔がほんの少しだけ強こわ張ばる。

（緊きん張ちよう、してるのかな？）

　私達は連れ立って、回廊から庭へと降りた。

　花か壇だんはちょうど早春の花がつぼみをつけている。

（建国祭のころに、ちょうど咲さくかもしれないし……）

　そうしたら、建国祭の伝承そのものの風景が見られる可能性がある。

「……先日は、申し訳ございませんでした」

　少し躊躇ためらっていた公爵妃が口を開いて、深々と頭を下げた。

「え？」

「私がフェリシアの願いを聞いて呼び止めたばかりに……お加減のよろしくない妃殿下に無理をさせてしまいました」

「あ、いえ……」

（何だろう、この間と何か違う……）

　昼ちゆう餐さん会かいや夜会で会った時とは明らかに、空気が違っていた。

　どこか空くう虚きよで儚はかなく見えていたエレーヌ様は、不思議といきいきしているように見えた。

「……あのあと、結婚して初めて夫に怒おこられました」

「え？　初めてですか？」

「はい。初めてです」

　怒られた、と言っているのに、エレーヌ様はどこか嬉しそうににこやかな笑みを見せる。

「妃殿下はおかしく思われるかもしれませんが、私、怒られたのが少しだけ嬉しかったのです」

「怒られたのが、ですか？」

「はい。……あの方は、いつも何も言ってくださいませんので」

「何も、と言うと？」

「文字通り、『何も』ですわ。無口な方なのです」

（いや、無口って……そういうレベルじゃないような??）

「……態度で示してくださるので、大切にされているのはわかっております。それでも、愚おろかな私は言葉が欲ほしかった……」

「……あの、ちょっと待ってください。結婚して五十年くらいでいらっしゃいましたよね？」

「はい」

「これまで会話がまったくなかったんですか？」

（それ、ちょっと酷ひどくない??）

「会話というか……話しかければ、ああ、とかうんとか返事はして下さいますけれど……あとは、ああしなさいとか、こうしなさい、という指示をされることもあります」

「……それは、会話ではないのでは？」

（会話は、キャッチボールだと思うんです）

　エレーヌ様は、困ったような顔をした。

「……そうかもしれません。たぶん、私がうまく話ができないから会話にならないのだと思います」

　どこから見ても上品な老婦人は哀しげに目を伏ふせた。

「私は、幼い頃から、間が悪い、空気を読めない、といつも言われておりましたの」

（ああ、うん。昔からなんですね……）

「皆にあまりにもそう言われるものですから、私、ずっと人と会話をすることを諦あきらめておりました……笑っていればいいと言われていたのです。美しく笑っていればいい、と。ですが結婚しましたら、夫がいつも望みを口にするように、と申すものですから……」

　でも、私には願いなどなくて……だから、誰かのためになることを望もうと思ったのです。

（ああ、そうか……）

　ストンとうまく着地するように、私は理解した。

　昼餐会の時にグラーシェス公爵夫妻に感じた違和感が何だったのか。

（知っているような気がしたんだ……）

　知っているようで、でも何かが違う気持ち悪さ……。

（あの時、まるで自分みたいだと思った……）

『人形姫』と呼ばれていた自分のようだと。

「……妃殿下？　どうかなさいまして？」

「いいえ。何でもないです」

　私はゆるりと首を振ふる。

「エレーヌ様は、公爵のことがお好きなのですね」

　何を言っていいかわからなくて、口にしたのはそんなことだった。

　その瞬しゆん間かん、人形めいて見えた老婦人は、頰を染めて俯うつむいた。

　まるでうら若き少女のような羞恥はじらいが、私にまでうつってしまいそうだと思う。

「……年寄りを、からかわないでくださいませ」

「からかってなんかいません。ただ、羨うらやましく思っただけです」

　本当です、と念を押す。

「……秘密にしておいて下さい」

　か細い声でエレーヌ様は言う。

「え？　公爵をお好きなことをですか？」

「はい」

　こくりとうなづいた。

「……あの方は前の奥様をずっとお好きなのです。前の奥様にできなかったことを、私にして下さった。……大事に大事にしていただきました。それで充分なのです」

　私の気持ちは迷惑になるだけですから、と寂さびしい微び笑しようを見せる。

「そんなことはないと思いますけど」

（というか、公爵はエレーヌ様のことをお好きだと思うんですけど……）

　それとも、私には見えていないことがあるんだろうか？

（殿下にお聞きしたら、わかるかな？）

　たぶん、殿下とグラーシェス公爵はわりとウマが合っている。

（私のお父様とは別の意味で似ているんですよね、殿下とグラーシェス公爵）

　エルゼヴェルト公爵とは同族嫌けん悪おのような感じで互いに嫌きらい合っているけれど、グラーシェス公爵とは言葉にせずとも通じているようなところがあった。

　たぶん。心に刻んでいるものが……彼らを構成する芯しんの部分の何かが似ているのだ。

　ふと顔を上げれば、話しながら建物から少し離れてしまったらしい。

　回廊のふちでお供のミレディが戻って下さいというように手を振っている。

「エレーヌ様、そろそろ戻りましょう」

「……はい」

　大人しやかな老婦人はこくりとうなづいた。

（……あれ？　エレーヌ様の侍じ女じよはどうしたんだろう）

　貴婦人は、決して一人では歩き回ったりしない。どこに行くにも必ず女官か侍女がつく。

　不意に、ヒュンッという風切り音を聞いた。

「え？」

　ヒュンッと再び音がする。今度はさっきよりもずっと近くに。

「妃殿下っ！」

　ミレディの悲鳴にも似た声が響く。

「誰かっ！　曲くせ者ものですっ！　妃殿下がっ[image: ]」

　ヒュンッという三度目の音。それは耳元をかすめる。

　瞬間、背筋がゾクリとした。

　あとほんのわずかずれただけで、それは喉のどに突つき刺ささったかもしれないし、あるいは顔に、目に突き刺さったかもしれない。

「エレーヌ様っ、こちらへ」

　降り注ぐ矢羽根の色は黒。

（……北の色だ）

「でも……これは……」

「考えるのは、後です。走って[image: ]」

　私は、レースの手て袋ぶくろに覆おおわれた細い手を握って走り出す。

（何なの？　これ!!　命を狙われるような危険はもうなくなったはずなのに!!）

　前の時だってこんなにも直ちよく截せつ的てきではなかったのに！　と思わず泣きごとをこぼしたくなる。

　毒殺はされそうになったけど、こんな物理的で直截的な命の狙われ方はしなかった。

　建物の方から射かけられているから庭の奥へと逃のがれたけど、もしかしたらこれは失敗だったかもしれない。

（……だって、これって追い込まれている可能性もあるよね？）

　背後から追ってくる人の気配……とっさに、道ともいえぬ細道に入り、灌かん木ぼくの陰かげに蹲うずくまった。

「……妃殿下？」

　しーっと唇くちびるの前に人差し指をあてる。

　直後、私達を追っていたらしい人間の足が灌木越ごしの向こう側を通り過ぎて行った。

「……建物の方に戻るのは難しいから、遠回りをして政庁側に抜けましょう」

　声を潜ひそめて告げる。

（それで、政庁から後宮に連れん絡らくしてお迎むかえに来てもらえばいい）

　きっと即そく座ざにナディル殿下に連絡がいくだろうけど。

　怒られるかな？　と思ったけれど、私は何も悪いことはしていない。

（狙うほうが悪いんです！）

　しばらくはまた籠の鳥になる予感がしたけどしかたない。

「……今のは、いったい……」

　当然だけどエレーヌ様はこんなことには慣れていないのだろう。全身で呼吸をしている。もちろん、私もだ。

「私にもよくわかりません」

　ただ、狙われていることは確かだった。

（……狙われてるのって……）

　私なのか、それとも……。

　ちらりと白い横顔に視線をやる。

（……向こうは私達が無傷である必要はなくて、むしろ、死んでしまってもいいと考えているのかもしれない）

　脅しと考えるにはあまりにも矢数が多すぎる。

「……申し訳ございません」

「え？」

「……たぶん、私です」

「何がですか？」

「狙われているのは私なのです」

「なぜ、エレーヌ様が狙われているのです？」

「それは……」

　さらに話を聞こうとしたら、背後からまたひゅっという矢が風を切る音が聞こえてきた。

「とりあえず、話は後です！」

　私は再びエレーヌ様の手を取って走り出した。
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　王宮に地下があることはよく知られている。でも、その全ぜん貌ぼうを知る人はいない。

　というのは、あまりにも広すぎるからだ。

　何しろ地下は王宮のみならず、王都の旧市街と呼ばれる地域の地下にまで続いている。

「……ここは……」

　石造りの薄うす暗ぐらい通路……薄暗くはあるけれど、まったく見えないわけではなく、目が慣れれば光源が無くとも進むことも可能だ。

「うすうすお分かりだと思いますが、王宮の地下です」

　正体不明の暗殺者達……多分、複数……に狙われた私達が逃げ込んだのが地下だった。

　降り注ぐ弓矢……追手の人数はどんどん増えているようだったのに、自分達の護衛は姿形も見えなかった。

　地下ならば矢がそこらじゅうから飛んでくることはない。

（それに……）

　地下には、姿無き衛えい兵へいがいる。地下の番人とも言われる守護者が。

（私にはどこよりも安全だと、陛下はおっしゃっていた……）

　王族、四公、そして四公の血を引く一部の者以外を排はい除じよするという姿無き衛兵が何か、その正体について多少は推測していることがあるのだけれど、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいなのでちょっと口には出せない。

（でも、果たしてエレーヌ様にも安全なんだろうか……）

　矢が飛んでこないだけでもありがたいのだけれど、地下に連れこんだせいでエレーヌ様に何かあったら困る。

「……私、以前にも一度だけ、ここに来たことがございます」

「以前に？」

「はい。……もう五十年以上も前になりますけれど、私、夫と結婚する前に建国祭の『姫』を務めたことがございまして……その時に、この地下を父と歩きました」

　エレーヌ様が懐なつかしげな口調でおっしゃった。

「……確か今年は妃殿下が『姫』でしたね」

「はい」

（……それなら、エレーヌ様はたぶん登録されてる）

　エレーヌ様は、エルゼヴェルトの血をひく『王族デイア』だから、たぶん大丈夫だという予測はあった。でも、『姫』であったのならば、ほぼ確実だ。

（『姫』は何らかの形で認にん証しようされるから……）

「最後の『姫』である妃殿下が、本来ならば王族とすら認められない王太子殿下に剣けんを授さずける……まるで、建国神話の再現ですわね」

　ほぉ、と小さな吐と息いきをつく。

「……え？」

　あんまりにもさらりと言われたので、一瞬、聞き流しそうになった。

「エレーヌ様？」

「はい」

　エレーヌ様はおっとりとした様子で私を見る。

「あの、私が最後の『姫』というのは……」

「妃殿下は、最後のエルゼヴェルトでございましょう？」

（え？　それって誰でも知ってること？）

「ああ……本来でしたら、国王陛下と四公しか知らぬ秘事でございましたね。私が存じているのは、父に聞いたからです」

　おっとりとエレーヌ様は言った。

「エレーヌ様のお父様……」

（エレーヌ様はエルゼヴェルトのお生まれだ）

　私は頭の中で家系図をひもとく。

「妃殿下からすると、父方で言うならば曽そう祖そ父ふにあたりますね。母方でいうともう一代、代を重ねますでしょうか……。建国祭の儀式の折、共にここを歩いていて……父がとても気落ちしていたので、私、また何かしてしまったのかと思って謝あやまったのです。そうしたら、私のせいではない、とすまなそうに言ったことを昨日のことのように思い出します」

（……えーと、エレーヌ様は後妻に入られた方との間に生まれているから、母系ではエルゼヴェルトの血がやや薄うすい）

　それでも、後妻の方もエルゼヴェルトの血をひいていたから、もしかしたら……という期待があったのだろう。

「その時、私が『鍵の姫』として認められるかもしれないという可能性があったのです。それがなかったことがわかって残念だったのだと教えてもらいました。あの当時は、今より大変でした」

「何がですか？」

「私が『姫』を務めた時というのは、妃殿下の曽祖母にあたるエリザベートお姉さまが駆かけ落おちなさった後だったのです」

「！！！！！」

　思わず変な声をあげそうになった。そうか、この方はそういう時代のお生まれなのか。

「しかも、エルゼヴェルト公爵家を継ついだお兄様は、お子と奥様を相次いで亡くされて……だからなのでしょうね、父は私に幾つかの秘事を託たくしました。正しく継けい承しようされなかった時に備えて、正しいことを覚えておくようにと」

「正しいこと……」

「誰にも言ってはならぬと言われました。いずれ結婚したとしても、夫にも話してはならぬ、と。……お兄様がお子を授さずかることができなくて、エルゼヴェルトの直系が絶えた時に、私が次のエルゼヴェルト公爵となる者に教えるようにと……幸いにもお兄様は後妻を迎むかえてあなたのお父様が生まれたので、それは必要なくなりましたけれど……でも、妃殿下はご本人ですから申し上げても問題はございませんものね」

　どこかはにかんだ表情でエレーヌ様は笑った。何にはにかんでいるのかはわからないけれど、その表情はとても可か愛わいらしく、つい、今自分がどこにいるかを忘れそうになる。

　ついでに、生命を狙っている敵から逃げているという緊きん迫ぱく感かん溢あふれる状じよう況きようなのだけれど、それもだいぶ忘れがちだ。

「……それなら、エレーヌ様は大丈夫なのですね」

「何がですか？」

「……王宮の地下には、姿無き衛兵がいると聞いていたものですから」

「ああ……ええ、そうです。私は登録されている、と父が……その時は、それが必要になることもないだろうと言っていたのですけれど」

　ふふ、とおかしげに笑う。

「そんな状況ではありませんのに、何か冒険みたいでワクワクしてしまいます」

　ごめんなさいね、と謝る老婦人はとても可愛らしい。

（こんな風に年をとりたいものです）

　たぶん私には無理ですけど。

「……さっき、エレーヌ様は、ご自身が狙われているのだとおっしゃいましたね」

「はい」

「どうして、ご自身だと？」

　王太子妃である私は、常に狙われている立場だ。でも、自分が原因だと思った理由は何なのだろう？

「……夫の元に、脅きよう迫はく状じようが届いたのです」

「脅迫状、ですか？」

「もちろん夫は私には見せてくれませんでしたし、家の者にも緘かん口こう令れいをしきました。でも、何かあるというのはうすうすわかりますでしょう？　私はよく鈍いと言われますし、空気を読めないとも言われますけれど、わかることもあります」

「わかること」

「はい。……連つれ添そって五十年になろうという夫が何かを隠かくしている事。その何かが私に関わる事……そこまではすぐにわかりましたし、己のことです。出かけるたびに何かおかしなことがあり、どうも狙われているらしい、ということが、だんだんとわかってきました」

　エレーヌ様は何でもないことのようにおっしゃるけれど、それって結構、大変なことのような気がする。

「決定的だったのは、脅迫状の写しを見つけたことです」

「写し、ですか？」

「はい。正確には提出の為の写しを作る途中で書き損じたものが書しよ斎さいのごみ箱に残っておりました」

（……迂う闊かつだと公爵を責めるべきか、見つけたエレーヌ様をほめるべきかわからないところだ）

「それで。夫が私のことで脅迫されていることがわかったのです」

「……何をどう脅迫されているのです？」

「私に恨うらみのある者が、私を殺すと書いてありました」

「……恨み」

「はい。……それについては言い訳をする気はありません。私が負うべきことだと思っております」

　きっぱりとエレーヌ様は言う。

「けれど、それに妃殿下を巻き込んでしまったことを大変申し訳なく思っております」

「それは、もう大丈夫です」

（とりあえず、地下に入った時点で危険はないと思うし……）

　問題は、ここがどこかわからないことだ。

　そして、歩き続けてどこにたどり着くかもわからない。

（完かん璧ぺき、迷子ですね）

　薄暗い地下通路をあてもなく進む。

「王宮でこんな騒さわぎになってしまって、夫にも申し訳なく思っています」

「それは気にしなくていいと思いますよ」

「え？」

「夫ふう婦ふですから、一いち蓮れん托たく生しようだと思います。こういうの」

「いちれんたくしょう、ですか？」

　エレーヌ様がきょとん、とした表情で私を見る。

「はい。……ナディルさまもなんですけど、どうしてあんな風に秘密主義なんでしょうね。私のことなのにいつも隠すんですよ」

「……まあ」

　エレーヌ様が、私の愚ぐ痴ちに顔をほころばせる。

「どこの旦だん那な様も似たようなものだとわかって少し安心しましたけど」

「ええ。ええ、そうなんですね。夫だけではないのですね」

「そうです」

　私はきっぱりと言い切ってうなづく。

　それから、私とエレーヌ様はお互いに、お互いの夫がどれだけ秘密主義なのかを競きそうように話した。

　私達の間には実に五十歳という年齢差があるのだけれど、そんなことはまったく感じなかった。







　途中、休息を何度も挟みながら石造りの廊ろう下かを延々と歩き続ける。途中で学者の誰かと会うことを期待していたけれど、そううまくはいかなかった。

　どれだけ地下をさまよっただろうか、ようやくたどり着いた扉の前で、私とエレーヌ様は顔を見合わせた。

　ごくり、とつばを吞のみ込む。

　その大きな板が扉であることを私達は知っていたし、その扉を私が開けられることもわかっていた。

「いきますね」

「はい」

　お互いちょっとだけ緊張した顔でうなづきあう。

　そして、私はその扉に触れた。

　ゆっくりとスライドして開いた扉から、新しん鮮せんな風が吹き込んでくる。

（……外だ）

　一歩、二歩と足を踏み出す。

　そして────。




「わぁ……」

「まあ……」

　眼めの前まえに広がる光景に私達は息を吞んだ。

「なんて……」

　エレーヌ様は言葉を失ってただただ見み惚とれている。

「すごいですね」

　小高い丘から見下ろすと、眼下は一面の光であふれていた。

　まるで宝石箱をひっくり返したような……という陳ちん腐ぷな表現そのままの光景だ。

　目が慣れてくると光の中にたくさんの人影があることがわかる。

「……ここは、いったい」

　エレーヌ様には初めて見る光景だったのだろう。少し不安げな表情を見せた。

「王都の下町ではないかと思います。私が行ったことがあるのはユトリア地区だけですが、とてもよく似ています」

　おそらく、ユトリアのどこかかそれに近いところだと思う。街並みがそんな感じだから。

「下町……」




　そこは、私達にとって近くて遠い見知らぬ世界だった。











「後宮で、女の戦いはじめました。」おわり
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　はじめましての方も、ネット小説版から読んで下さっている方も、書籍版から読んで下さっている方も、それからコミカライズ版から読んで下さっている方も、この本を手にしていただきありがとうございます。

　ネットの海の隅すみのほうで細々と物語を紡つむいでいる汐しお邑むら雛ひなと申します。

　今回の巻から、『なんちゃってシンデレラ王おう都と迷めい宮きゆう編へん』の新しい物語を始めることができました。

　これもすべて、皆みなさまのおかげです。本当にありがとうございます。




　書いていて、いつも悩むのは出てくるお料理のことです。特に悩むのはお菓か子しですね。

　ダーディニアというのは架か空くうの国ですが、これくらいの文化水準というのを設定しているので、お菓子を作るにしてもいろいろな制約があるからです。

　私の他の物語になりますが、魔ま法ほうの出てくるファンタジーであれば、困ったことは魔法や魔法の道具で解決させるという荒あら業わざが使えるのですが、魔法のないダーディニアではそれができません。

　先日は、炭火でパンケーキが焼けるかを実験してみましたが、想像していたのとはまったく違うものができあがりました。

　マイルールで、食べられないものを作り出した時だけが失敗なので別に失敗したわけではありません。ただ、ふわふわのパンケーキを作りたかったのに、膨ふくらまなかったというだけです。

　調理器具にせよ材料にせよ、現代の日本がどれだけ恵めぐまれているのかをいつも思い知らされています。




　この本が発売する頃には、コミカライズもだいぶ進んでいることと思います。

　毎回、拝見するたびに、ここイイ！　とか、この姫さんかわいい！　とか、うわ、漫まん画がすごい！　とか、いろいろな角度から楽しませていただいています。

　ビーズログコミックというネット配信の月刊誌での有料配信が一番進んでいますが、無料配信でも読むことができます。

　現在、『コミックウォーカー』『ニコニコ静画』『pixivコミック』の三つで配信されています。

　今なら余よ裕ゆうで追いつくことができますし、実はちょこっと小説版にはないシーンを書き下ろしている回もあったりします。

　それぞれのサイトで『なんちゃってシンデレラ』で検けん索さくしてご覧になっていただけると嬉しいです。




　最後に、刊行にあたりお世話になった皆様に、重ねて御おん礼れいを申し上げます。

　コミカライズが忙しい中、ちょっとだけ成長してさらに可か愛わいくなったアルティリエといつも素す晴ばらしくかっこういい殿でん下かを描えがいて下さる武たけ村むら先生、ありがとうございます。

　また、今回はいつも以上にご迷めい惑わくをおかけしております担当様、校正様、皆さまのチェックがなければどうなっているかといつも畏おそれ慄おののいています。本当にありがとうございます。

　関わってくださったすべての方に感謝の気持ちでいっぱいです。

　そして、本作を読んで下さった皆様、ありがとうございます。

　来月に刊行されます次巻でお会いできれば幸いです。





汐邑 雛
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Hina Shiomura




８月８日生まれ　Ｏ型

先月、また一つ年をとりました。

子供の頃、夏休み期間中の誕生日というのは友達に忘れられがちでした。また、家業が忙しい時期だったので親にも忘れられることがありました。社会人になってみると、休みがとりやすいせいか前後に友達と会うことが多く、お祝いしてもらうことが多くなりました。

ささやかですが、大人になって良かったなと思うことの一つです。










イラスト

武村ゆみこ

Yumiko Takemura




先日、人生初の入院を体験してきました。

病院食は不味いと聞いていたのですが、私にとってはとても美味しくて、殆ど残さず完食していました！　素材の美味しさが出ていて、丁度いい味付けだったように思います。

デザートに和菓子が出てきたりと、ちょっとした楽しみでもありました…[image: ]




■Twitter：@takemura_yum
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なんちゃってシンデレラ 王おう都と迷めい宮きゆう編へん




後こう宮きゆうで、女おんなの戦たたかいはじめました。








汐しお邑むら雛ひな
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